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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

現行の Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）と Cisco IOS XE Release 3.17S（アクセ
スおよびエッジルーティング用）の 2つのリリースが単一バーションのコンバージドリリース
である Cisco IOS XE 16に進化（融合）しました。この製品は、単一のリリースで、スイッチン
グおよびルーティングポートフォリオに含まれる広範囲のアクセス製品とエッジ製品に対応し

ます。

技術構成ガイドの機能情報の表には、いつ機能が導入されたかが記載されています。その機能

について他のプラットフォームがいつサポートされたかは、記載されている場合とされていな

い場合があります。使用しているプラットフォームで特定の機能がサポートされるかどうかを

判断するには、製品のランディングページに技術構成ガイドがあるか確認してください。製

品のランディングページに技術構成ガイドが表示される場合は、その機能がそのプラット

フォームでサポートされています。

（注）

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
1



   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
2

最初にお読みください



第 2 章

IS-IS の概要と基本設定

このモジュールでは、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコ
ルの技術概要を提供します。IS-ISはリンクステート内部ゲートウェイプロトコル（IGP）です。
リンクステートプロトコルは、各参加デバイス上でネットワーク接続の完全なマップを構築す

るために必要な情報を伝播することで特徴付けられます。このマップは、次に、宛先への最短パ

スを計算するために使用されます。

IS-ISプロトコルは、Digital Equipment Corporation（DEC）によって 1980年代後半に開発され、
国際標準化機構（ISO）によって ISO/IEC10589で標準化されました。この標準規格の現在のバー
ジョンは、ISO/IEC 10589:2002です。

ISO/IEC 10589は ISO 8473で定義されている ISO Connectionless Network Protocol（CLNP）のサ
ポートを定義しています。ただし、このプロトコルは他のネットワークプロトコルに拡張でき

るように設計されています。RFC 1195で IP用の IS-ISサポートが定義され、追加の IETF拡張で
IPv6用の IS-ISサポートが定義されています。複数のネットワーク層プロトコルのサポートが統
合されて、Integrated IS-ISという用語が生まれました。Cisco IOS IS-ISの実装は、CLNP、IPv4、
および IPv6をサポートします。このモジュールおよび関連モジュールは、Cisco IOSソフトウェ
アによって実装されている Integrated IS-ISを指して IS-ISという用語を使用します。

• 機能情報の確認, 4 ページ

• IS-ISの概要と基本設定の前提条件, 4 ページ

• IS-ISの概要と基本設定に関する情報, 4 ページ

• モニタを作成して基本 IS-ISネットワークに変更を加える方法, 13 ページ

• 基本 IS-ISネットワークの設定例, 20 ページ

• 次の作業, 22 ページ

• IS-ISの概要と基本設定に関する追加情報, 23 ページ

• IS-ISの概要と基本設定に関する機能情報, 24 ページ

• 用語集, 25 ページ
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IS-IS の概要と基本設定の前提条件
•このドキュメントは、CLNS、IPv4および IPv6の知識があることを前提としています。

•各テクノロジーについて必要とされる知識の量は、導入状況によって異なります。IS-ISを設
定する前にネットワーク設計およびそれを経由するトラフィックのフロー方法を知っておく

必要があります。

•エリアを定義し、デバイスのアドレッシング計画を準備し（NETの定義を含む）、Integrated
IS-ISを実行するインターフェイスを決定します。

•検証を容易にするため、デバイスを設定する前に、隣接関係テーブルに含まれると予想され
るネイバーを示す、隣接関係のマトリックスを準備する必要があります。

IS-IS の概要と基本設定に関する情報

IS-IS 機能の概要
ルーティングドメインは 1つ以上のサブドメインに分けることができます。各サブドメインはエ
リアと呼ばれ、エリアアドレスが割り当てられます。エリア内のルーティングは、レベル 1ルー
ティングと呼ばれます。レベル 1エリア間のルーティングは、レベル 2ルーティングと呼ばれま
す。オープンシステム相互接続（OSI）の用語では、デバイスは中継システム（IS）と呼ばれま
す。ISはレベル 1とレベル 2、またはその両方で稼働します。レベル 1で稼働している ISは、同
じエリア内にある他のレベル 1の ISとルーティング情報を交換します。レベル 2で稼働している
ISは、他のレベル 2のデバイスとルーティング情報を交換します。この場合はデバイスが同じレ
ベル 1エリアにあるかどうかは関係しません。レベル 2にあるデバイスと、これらとインターコ
ネクトしているリンクは、レベル 2サブドメインを形成します。ルーティングが正しく機能する
ためには、これらをパーティション化してはなりません。
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IS アドレス割り当て
ISはネットワークエンティティタイトル（NET）と呼ばれるアドレスで識別されます。NETは
ネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）のアドレスで、これにより ISで動作する IS-IS
ルーティングプロトコルのインスタンスを識別できます。NETは 8 ~ 20オクテット長で、次の 3
つの部分で構成されます。

•エリアアドレス：このフィールドは 1 ~ 13オクテット長で、アドレスの上位のオクテットで
構成されます。

IS-ISインスタンスには複数のエリアアドレスを割り当てることができます。その場合、すべ
てのエリアアドレスが同義と見なされます。複数の同義エリアアドレスは、ドメインでエリ

アをマージまたは分割するときに役立ちます。通常の操作では、たとえば、マージまたは分割

が完了した後は、複数のエリアアドレスを IS-ISインスタンスに割り当てる必要はありませ
ん。

（注）

•システム ID：このフィールドは 6オクテット長で、エリアアドレスの直後に続きます。IS
がレベル 1で動作する場合、システム IDは、同じエリア内のすべてのレベル 1デバイス間
で一意である必要があります。ISがレベル 2で動作する場合、システム IDは、ドメイン内
のすべてのデバイス間で一意である必要があります。

ISインスタンスには、1つのシステム IDだけが割り当てられます。（注）

• NSEL：この Nセレクタフィールドは 1オクテット長で、システム IDの直後に続きます。
このフィールドは 00に設定する必要があります。

次の図に、NETの形式を示します。

図 1：NET の形式

IS-IS での PDU のタイプ
ISでは、プロトコルデータユニット（PDU）を使用してルーティング情報をピアと交換します。
使用する PDUには、次のようなタイプがあります。
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IIH
Intermediate System-to-Intermediate System Hello PDU（IIH）は、IS-ISプロトコルがイネーブルに
なっている回線上の ISネイバー間で交換されます。IIHには、送信者のシステム ID、割り当てら
れたエリアアドレス、送信 ISに認識されているその回線上のネイバーのアイデンティティが含ま
れます。追加のオプションの情報が含まれる場合もあります。

次の 3つのタイプの IIHがあります。

•ポイントツーポイント IIH：これらは、ポイントツーポイント回線で送信されます。

•レベル 1 LAN IIH：これらは、マルチアクセス回線において、送信 ISがその回線でレベル 1
デバイスとして動作する場合に送信されます。

•レベル 2 LAN IIH：これらは、マルチアクセス回線において、送信 ISがその回線でレベル 2
デバイスとして動作する場合に送信されます。

LSP
ISではリンクステート PDU（LSP）を生成して、そのネイバーや ISに直接接続されている接続先
をアドバタイズします。LSPは、以下のものによって一意に識別できます。

• LSPを生成した ISのシステム ID。

•擬似ノード ID：この値は常に 0になります。ただし LSPが擬似ノード LSPである場合を除
きます（「マルチアクセス回線での IS-ISの動作」のセクションを参照してください）。

• LSP番号（0～ 255）

• 32ビットのシーケンス番号

LSPの新しいバージョンが生成されるたびに、シーケンス番号が増加します。

レベル 1の LSPは、レベル 1をサポートしている ISで生成されます。レベル 1の LSPはレベル 1
のエリア全体にフラッディングされます。エリア内のすべてのレベル 1の ISで生成されたレベル
1の LSPのセットは、レベル 1 LSPデータベース（LSPDB）となります。エリア内のすべてのレ
ベル 1の ISは同一のレベル 1のLSPDBを持ちます。したがって、そのエリアの同一のネットワー
ク接続マップを持つことになります。

レベル 2の LSPは、レベル 2をサポートしている ISで生成されます。レベル 2の LSPは、レベル
2のサブドメイン全体にフラッディングされます。ドメイン内のすべてのレベル 2の ISで生成さ
れたレベル 2の LSPのセットは、レベル 2 LSPデータベース（LSPDB）となります。すべてのレ
ベル 2の ISは同一のレベル 2の LSPDBを持ちます。したがって、そのレベル 2のサブドメイン
の同一の接続マップを持つことになります。

SNP
Sequence Number PDU（SNP）には、1つ以上の LSPのサマリ説明が含まれます。レベル 1とレベ
ル 2の両方について、次の 2つのタイプの SNPがあります。
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• Complete Sequence Number PDU（CSNP）は、特定のレベルに関して ISが持つ LSPDBのサマ
リを送信するために使用されます。

• Partial Sequence Number PDU（PSNP）は、ISがそのデータベースに持つか取得する必要があ
る特定のレベルに関する LSPのサブセットのサマリを送信するために使用されます。

SNPの使用方法の詳細については、「IS-ISでサポートされる回線タイプ」を参照してください。

IS-IS でサポートする回線のタイプ
IS-ISでは、次の 2つの一般的な回線のタイプをサポートしています。

•ポイントツーポイント回線

•マルチアクセス回線

ポイントツーポイント回線での IS-IS の動作
ポイントツーポイント回線では、回線上に ISが確実に 2つ存在します。ポイントツーポイント回
線において、一方の ISは他方の ISに対して単一の隣接関係を形成します。隣接関係のタイプは、
その回線でサポートされているレベルを表します。

その回線上の両方の ISでレベル 1をサポートしていて、これらの ISでマッチングアドレスが少
なくとも 1つ設定されている場合は、隣接関係はレベル 1をサポートします。レベル 1の LSPお
よび SNPがその回線で送信されます。

その回線の両方の ISでレベル 2をサポートしている場合、隣接関係はレベル 2をサポートしま
す。レベル 2の LSPおよび SNPがその回線で送信されます。

隣接関係は、レベル 1、レベル 2、またはレベル 1および 2となることができます。

ISはポイントツーポイント IISをポイントツーポイント回線に送信します。これらの IIHによっ
て各 ISではネイバーの ID、設定されているエリアアドレス、サポートされているレベルを検出
できます。

隣接関係が初めて確立されると、各 ISから回線でサポートされている各レベルについての CSNP
設定が送信されます。CSNP設定は、そのレベルでの LSPDBの現在の内容を表します。各 ISは
受信したCSNPの設定内容とローカルのLSPDBの設定内容を比較してデータベースの差異を判断
し、必要な LSPを交換するための手順を開始して、データベースを効率的かつ確実に同期できる
ようにします。

PSNPは更新された LSPの受信を確認するために送信されます。

マルチアクセス回線での IS-IS の動作
マルチアクセス回線では、複数の ISをサポートします。たとえば回線で 2つ以上の ISが動作し
ます。マルチキャストまたはブロードキャストアドレスを使用する複数のシステムに対応できる

機能が想定されています。

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
7

IS-IS の概要と基本設定
IS-IS でサポートする回線のタイプ



マルチアクセス回線でレベル 1をサポートする ISは、レベル 1の LAN IIHを回線上に送信しま
す。マルチアクセス回線でレベル 2をサポートする ISは、レベル 2の LAN IIHを回線上に送信し
ます。

ISは、回線上でネイバー ISとレベルごとに別々の隣接関係を形成します。

ISは回線上でレベル 1をサポートする他の ISとレベル 1の隣接関係を形成し、同じエリアアド
レスを持ちます。同じマルチアクセス回線で、レベル 1をサポートするエリアアドレスの設定が
2つの IS間で一致しないのは、誤った設定です。

ISは回線上でレベル 2をサポートする他の ISとレベル 2の隣接関係を形成します。

以下の図の IS-ISのネットワークトポロジ内のデバイスは、ネットワークのバックボーンに従っ
て、レベル 1、レベル 2、またはレベル 1と2のルーティングを実行します。

図 2：IS-IS のネットワークトポロジでのレベル 1、レベル 2、レベル 1 および 2 のデバイス

代表中継システムの IS-IS 選定
各 ISがLSP内のマルチアクセス回線上のすべての隣接関係をアドバタイズする場合、必要なアド
バタイズメントの総数は N 2になります。ここで、Nは回線の特定のレベルで動作している ISの
数です。この拡張性の問題を解消するため、IS-ISではマルチアクセス回線を表す擬似ノードを定
義します。特定のレベルで動作するすべての ISが、その回線の代表中継システム（DIS）として
機能するように ISのいずれかを選定します。DISは、回線でアクティブな各レベルごとに選定さ
れます。

DISは擬似ノード LSPを発行する責任を担います。擬似ノード LSPには、その回線で動作するす
べての ISのネイバーアドバタイズメントが含まれます。その回線で動作するすべての IS（DISを
含む）が非疑似ノードLSP内の擬似ノードにネイバーアドバタイズメントを提供し、マルチアク
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セス回線上のネイバーはアドバタイズしません。このように、必要なアドバタイズメントの総数

は、N（回線で動作する ISの数）に応じて変わります。

擬似ノード LSPは次の IDによって一意に分類されます。

• LSPを生成した DISのシステム ID

•擬似ノード ID（常に 0以外）

• LSP番号（0 ~ 255）

• 32ビットのシーケンス番号

ゼロ以外の擬似ノード IDは、擬似ノード LSPと擬似ノード以外の LSPを区別するもので、この
レベルでもDISである場合に、他の LAN回線の間で一意になるように、DISによって選択されま
す。

また、DISは回線上に定期的な CSNPを送信する責任も担っています。これは、DIS上の LSPDB
の現在のコンテンツに関する完全な要約説明を提供します。回線上の他の ISは、その後、次のア
クティビティを実行できます。

• DISによって送信された CSNPに存在しない、またはそれに記述された LSPより新しい LSP
をフラッディングします。

•ローカルデータベースに存在しないDISによって送信されたCSNPセットに記述されている
LSP、または CSNPセットに記述されている LSPより古い LSPの PSNPを送信することで、
LSPを要求します。

このように、マルチアクセス回線上のすべての ISの LSPDBが効率的かつ確実に同期されます。

LSPDB の同期の IS-IS の概要
IS-ISを適切に動作させるには、各 IS上の LSPDBを同期するため信頼性の高い効率的なプロセス
が必要です。IS-ISでは、このプロセスは更新プロセスと呼ばれます。ここでは、更新プロセスの
動作の概要を簡潔に説明します。更新プロセスは、各サポートレベルで独立して動作します。

LSPが常に新しい LSPの場合は、LSPがローカルで生成されていることがあります。LSPが他の
ISによって生成されているか、ローカル ISによって生成された LSPのコピーである場合は、LSP
を回線上のネイバーから受信することもあります。受信された LSPはローカル LSPDBの現在の
コンテンツに比べ、古い、同じ、または新しい場合があります。

新しい LSP の処理
新しい LSPはローカル LSPDBに追加されます。現在、同じ LSPの古いコピーが LSPDBに存在す
る場合は、置き換えられます。新しいLSPは、新しいLSPを受信した回線を除き、ISが現在、新
しい LSPに関連付けられているレベルでアップ状態の隣接関係を持つすべての回線に送信される
ようにマークされます。
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ポイントツーポイント回線では、新しいLSPは定期的にフラッディングされます。これは、PSNP
を送信するか、フラッディングされている LSPと同じまたはより新しい ISPを送信することで、
ネイバーがその受信を確認応答するまで続きます。

マルチアクセス回線では、ISは新しい LSPを 1回フラッディングします。ISは、マルチアクセス
回線用に DISによって定期的に送信される一連の CNSPを調べます。ローカル LSPDBに CSNP
セットに記述されている LSPより新しい LSPが 1つ以上含まれている場合は（これには CSNP
セットに存在しない LSPも含まれる）、それらの LSPがマルチアクセス回線経由で再度フラッ
ディングされます。ローカル LSPDBに CSNPセットに記述された LSPより古い LSPが 1つ以上
含まれる場合は（これには、ローカル LSPDBに存在しない CSNPセットに記述された LSPも含
まれる）、更新が必要な LSPの記述とともに PSNPがマルチアクセス回線上に送信されます。マ
ルチアクセス回線の DISは、要求された LSPを送信することで応答します。

古い LSP の処理
ISでローカルの LSPDBのコピーよりも古い LSPを受信する場合があります。また ISでローカル
の LSPDBのコピーよりも古い LSPについて説明する SNP（全体または一部）を LSPDB受信する
場合もあります。いずれの場合も、ISによってローカルデータベースでそのLSPがマークされ、
古い LSPが含まれている古い LSPまたは SNPが受信された回線にフラッディングされます。

この時点で実行されるアクションは、新しいLSPがローカルデータベースに追加された後の「新
しい LSPの処理」のセクションで説明されているアクションと同じです。

同じ LSP の処理
更新プロセスの分散型の特性のため、ISがローカル LSPDBの現在のコンテンツと同じ LSPのコ
ピーを受信する可能性があります。

ポイントツーポイント回線では、このような LSPの受信は無視されます。回線の DISによって設
定された CSNPが定期的に送信され、LSPを受信した送信者への明示的な確認応答の役割を果た
します。

マルチアクセス回線では、このような LSPの受信は無視されます。回線の DISによって設定され
たCSNPが定期的に送信され、LSPを受信した送信者への明示的な確認応答の役割を果たします。

次の図は、LSPを使用してネットワークマップを作成する方法を示しています。ネットワークト
ポロジをジグソーパズルとして想像してください。各LSP（ISを表す）をジグソーパズルの 1つ
のピースと見なします。
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次の図は、エリア内のすべてのレベル 1デバイスまたはレベル 2サブドメイン内のすべてのレ
ベル 2デバイスに適用されます。

（注）

図 3：IS-IS ネットワークマップ

次の図は、ネイバーデバイス間で隣接関係が形成された後に、IS-ISネットワーク内の各デバイス
が完全に更新されたリンクステートデバイスを備えていることを示しています。
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次の図は、エリア内のすべてのレベル 1デバイスまたはレベル 2サブドメイン内のすべてのレ
ベル 2デバイスに適用されます。

（注）

図 4：LSPDB が同期された IS-IS デバイス

最短パス計算の IS-IS の概要
LSPDBのコンテンツが変更されると、各 ISは独立して最短パスの計算を再実行します。アルゴ
リズムは、有向グラフに沿って最短パスを見つけるためのよく知られたダイクストラアルゴリズ

ムに基づいています。有向グラフでは、各 ISがグラフの頂点で、IS間のリンクが非負の重みを持
つエッジとなります。2つの IS間のリンクをグラフの一部として見なす前に、双方向接続チェッ
クが実行されます。これによって、たとえば、1つの ISがすでにネットワーク内で動作していな
いが、動作を停止する前に、生成したLSPセットを消去しなかった場合などに、LSPDB内で古い
情報が使用されるのを防ぎます。

SPFの出力は、一連のタプル（宛先、ネクストホップ）です。宛先はプロトコル固有です。たと
えば、サポートされるプロトコルが IPの場合はプレフィックスとなり、サポートされるプロトコ
ルがCLNPの場合はエンドシステムのNSAPとなります。複数のネクストホップが同じ宛先に関
連付けられている場合は、複数の等コストパスがサポートされます。

ISによってサポートされているレベルごとに、独立した SPFが実行されます。同じ宛先がレベル
1パスとレベル 2パスの両方によって到達可能な場合は、レベル 1パスが優先されます。

他のエリアに 1つ以上のレベル 2ネイバーを持つことを示しているレベル 2 ISは、デフォルト
ルートとも呼ばれる、ラストリゾートのパスとして同じエリア内のレベル 1デバイスによって使
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用される場合があります。レベル 2 ISは、レベル 1 LSP 0に attachedビット（ATT）を設定するこ
とで、他のエリアへのアタッチメントを示します。

ISは、各レベルで最大 256の LSPを生成できます。LSPは、0～ 255の番号によって識別され
ます。LSP 0は、他のエリアへのアタッチメントを示すための ATTビットの設定の意味を含
め、特別なプロパティを備えています。番号 1 ~ 255の LSPに ATTビットが設定されている
場合は、それに意味はありません。

（注）

モニタを作成して基本 IS-IS ネットワークに変更を加える
方法

デバイスで IS-IS を IP ルーティングプロトコルとしてイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. netnetwork-entity-title
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISプロセスにタグを割り当てます。ルータコンフィギュレー
ションモードを開始します。

routerisis[area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•各ルーティングプロセスに意味のある名前を付けて、複数
の IS-ISプロセスを特定するためのタグを設定します。タ
グが指定されていない場合、ヌルタグ（0）と想定され、
プロセスがヌルタグで参照されます。タグ名は、デバイス

のすべての IPルータプロセスで一意にする必要がありま
す。

デバイスに NETを設定します。netnetwork-entity-title

例：

Device(config-router)# net
49.0001.0000.0000.000b.00

ステップ 4   

• NETによって IS-ISのデバイスが特定されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

インターフェイスの IP ルーティングプロトコルとしての IS-IS の有効
化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipaddressip-addressmask[secondary]
5. iprouterisis[area-tag]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypenumber

例：

ステップ 3   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressmask[secondary]

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.1.27 255.255.255.0

ステップ 4   

IS-ISを使用して IP情報を配信するようにインターフェイスの
IS-ISを有効にします（さらに、IS-ISは IS-IS隣接関係を確立す
るために使用される場合もあります）。

iprouterisis[area-tag]

例：

Device(config-if)# ip router isis
company1

ステップ 5   

•デバイスが所属する IS-ISプロセスを指定するには、
area-tag引数を使用します。

•デバイスに複数の IS-ISプロセスがある場合は、インター
フェイスごとに iprouterisisコマンドを繰り返して、各イ
ンターフェイスをそれが属する特定のプロセスに関連付け

るために各インターフェイスにエリアタグを指定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   
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IS-IS の監視

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. isisdisplaydelimiter[returncount|charactercount]
4. exit
5. showipprotocols
6. showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber] [detail]
7. showclnsinterface[typenumber]
8. showclnsarea-tagneighbors[typenumber] [area] [detail]
9. showclnsarea-tagtraffic
10. showiproute [ip-address [mask]] [[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list [access-list-number |

access-list-name] | staticdownload]]
11. showisis[process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
12. showisisdatabaseverbose
13. showisislsp-log
14. showisis[area-tag] [ipv6 | *] spf-log
15. showisis[process-tag] [ipv6 | *]topology
16. showisis[area-tag]neighbors [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

複数のエリアから出力される表示を読みやすくするため

に、表示される情報を区切るために使用するデリミタを指

定します。

isisdisplaydelimiter[returncount|charactercount]

例：

Device(config)# isis display delimiter
return 3

ステップ 3   

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
16

IS-IS の概要と基本設定
IS-IS の監視



目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

アクティブルーティングプロトコルプロセスのパラメー

タと現在の状態を表示します。

showipprotocols

例：

Device# show ip protocols

ステップ 5   

•このコマンドを使用して、どのプロトコルがアクティ
ブになっているか、それらがどのインターフェイスで

アクティブになっているか、どのネットワークに関し

てそれらがルーティングされるか、およびルーティン

グプロトコルに関連する他のパラメータを学習する

ことができます。

IS-ISデバイスの隣接関係に関する IS-IS情報を表示しま
す。

showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber]
[detail]

例：

Device# show clans is-neighbors detail

ステップ 6   

各インターフェイスに関するCLNS固有の情報をリストし
ます。

showclnsinterface[typenumber]

例：

Device# show clns interface

ステップ 7   

ESネイバーと ISネイバーの両方を表示します。showclnsarea-tagneighbors[typenumber] [area]
[detail]

ステップ 8   

• showclnsneighborコマンドは、適切な隣接関係が確立
されているかを確認します。デバイスを設定する前例：

Device# show clns area3 neighbors
に、検証を容易にするために、どのネイバーが隣接関

係テーブルに含まれている必要があるかを示す隣接関

係のマトリックスを用意する必要があります。

トラフィック統計情報を表示します。showclnsarea-tagtraffic

例：

Device# show clns area3 traffic

ステップ 9   

ネットワーク全体に導入された IS-ISの安定性をモニタす
るには、showclnstrafficコマンドを入力して、重要な統計
情報（多数のSPF、チェックサムエラー、および再送信）
をチェックします。IS-ISの動作をトラブルシューティン
グする場合、showclnstrafficコマンドの出力を使用して次
のインジケータをチェックできます。
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目的コマンドまたはアクション

•リンクステートPDU（LSP）の数は、IS-ISネットワー
クの安定性を判断ために役立ちます。LSPの数はゼロ
ではない必要があります。ただし、短期間のうちに増

加しつづける LSPの数は、ネットワークに関する問
題を示しています。

• LSP再送信は少ない状態が維持される必要がありま
す。後で実行した showclnstrafficコマンドが、前に実
行したときと比べて LSP再送信の増加を示している
場合は、不安定になっているか、トラフィックに関す

る問題が発生している可能性があります。

•部分的なルート計算（PRC）についてチェックするに
は、showclnstrafficコマンドを入力します。トポロジ
に影響を与えない変更が LSPを介して報告されると
PRCがフラッディング状態になります。これらの一
般的な例としては、プレフィックスの追加/削除や、
外部またはパッシブインターフェイスのメトリック

の変更などがあります。PRC更新キューが長時間に
わたってフルのままであったり最大値に増加したりす

る場合は、ネットワークが不安定になっています。

• LSPチェックサムエラーは問題を示しています。

•更新キューは、フルでありつづけたり、大きく減少し
たりしない必要があります。

ルーティングテーブルの現在の状態を表示します。showiproute [ip-address [mask]]
[[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list

ステップ 10   

[access-list-number | access-list-name] |
staticdownload]]

例：

Device# show ip route 172.16.0.21

IS-ISデータベースに関する追加の情報を表示します。showisis[process-tag] database [level-1] [level-2]
[l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 11   

•レベル1とレベル2のリンクステートデータベース、
各 LSPのコンテンツ、およびリンクステートプロト
コル PDU IDを表示します。

例：

Device# show isis database detail

IS-ISデータベースに関する追加の情報（LSPのシーケン
ス番号、チェックサム、保持時間など）を表示します。

showisisdatabaseverbose

例：

Device# show isis database verbose

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

LSPのログ（発生時間、数、インターフェイス、LSPをト
リガーしたイベントなど）を表示します。

showisislsp-log

例：

Device# show isis lsp-log

ステップ 13   

デバイスが最短パス優先（SPF）の完全な計算を実行した
頻度と理由を表示します。

showisis[area-tag] [ipv6 | *] spf-log

例：

Device# show isis spf-log

ステップ 14   

•デバイスが SPF計算を実行しつづけて終了しない場
合は、ネットワーク（エリア内）の変更に関する問題

が存在する可能性があります。継続的なSPF計算の原
因は、アップ/ダウン/アップ/ダウンと遷移しつづける
相互接続リンクやメトリックの変更である場合があり

ます。ネットワークの変更が発生したときに SPF計
算が数分間実行されることは正常ですが、その後に終

了する必要があります。

すべてのエリア内の接続されたすべてのデバイスのリスト

を表示します。

showisis[process-tag] [ipv6 | *]topology

例：

Device# show isis topology

ステップ 15   

IS-IS隣接情報を表示します。showisis[area-tag]neighbors [detail]

例：

Device# show isis neighbors detail

ステップ 16   

• showisisneighbordetailコマンドは、適切な隣接関係が
確立されているかを確認します。デバイスを設定する

前に、検証を容易にするために、どのネイバーが隣接

関係テーブルに含まれている必要があるかを示す隣接

関係のマトリックスを用意する必要があります。

例

showisisneighborsコマンドを detailキーワードとともに入力すると、その出力によって、形成済
みの IS-IS隣接関係に関する情報が得られます。

Device1# show isis neighbors detail

System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
Device2 L2 Et1/0 10.1.1.0 UP 255 Circuit3.01
Area Address(es): 32
SNPA: aabb.cc00.2001
State Changed: 00:00:14
LAN Priority: 64
Format: Phase V
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トラブルシューティングのヒント

次の 2つのシステムデバッグコマンドを使用して IS-IS IPv4実装をチェックすることができま
す。

•隣接関係が正常にアップしない場合は、debug isis adj-packetsコマンドを使用します。

• IS-IS SPF計算時の重要なイベントのログを表示するには、debug isis spf-eventsコマンドを使
用します。

基本 IS-IS ネットワークの設定例

例：基本的な IS-IS ネットワークの設定
次に、IS-ISを IPルーティングプロトコルとして実行するように 3台のデバイスを設定する方法
を示します。

デバイス A の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000a.00
interface ethernet0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip router isis
interface serial 2/0
ip router isis
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0

デバイス B の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000b.00
interface ethernet0/0
ip router isis
ip address 172.17.1.1 255.255.255.0
interface serial2/0
ip router isis
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
interface serial5/0
ip router isis
ip address 172.21.1.1 255.255.255.0

デバイス C の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000c.00
interface ethernet2/0
ip router isis
ip address 172.21.1.2 255.255.255.0
interface serial5/0
ip router isis
ip address 172.22.1.1 255.255.255.0
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show isis topologyコマンドは、IS-ISネットワーク内でのデバイスの接続方法に関する次の情報を
表示します。

DeviceB# show isis topology

IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
DeviceA 10 DeviceA Se2/0 *HDLC*
DeviceB --
DeviceC 10 DeviceC Se5/0 *HDLC*
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
DeviceA 10 DeviceA Se2/0 *HDLC*
DeviceB --
DeviceC 10 DeviceC Se5/0 *HDLC*

showisisdatabaseコマンドは、IS-ISネットワーク内の各デバイスのレベル 1およびレベル 2 LSP
に関する情報を表示します。

DeviceB# show isis database

IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
DeviceA.00-00 0x00000005 0x1A1D 1063 0/0/0
DeviceB.00-00 * 0x00000006 0xD15B 1118 0/0/0
DeviceC.00-00 0x00000004 0x3196 1133 1/0/0
IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
DeviceA.00-00 0x00000008 0x0BF4 1136 0/0/0
DeviceB.00-00 * 0x00000008 0x1701 1137 0/0/0
DeviceC.00-00 0x00000004 0x3624 1133 0/0/0

showiprouteコマンドは、IPアドレスを含む各デバイスのインターフェイスに関する情報と、それ
らのデバイス Bへの接続方法に関する情報を表示します。

DeviceB# show ip route

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route

Gateway of last resort is not set
172.17.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.17.1.0 is directly connected, Ethernet0/0
172.16.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.16.1.0 is directly connected, Serial4/0
172.21.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.21.1.0 is directly connected, Serial5/0
172.22.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

i L1 172.22.1.0 [115/20] via 172.21.1.2, Serial5/0
10.0.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

i L1 10.1.1.0 [115/20] via 192.168.1.2, Serial2/0
C 192.168.1.0/24 is directly connected, Serial2/0
C 192.168.3.0/24 is directly connected, Serial3/0

showisisspf-logコマンドは、出現時間、期間、回数、LSPをトリガーしたイベントを含む、レベル
1およびレベル 2 LSPのログを表示します。

DeviceC## show isis spf-log

level 1 SPF log
When Duration Nodes Count First trigger LSP Triggers

00:01:30 0 3 7 DeviceB.00-00 PERIODIC NEWADJ NEWLSP TLVT
level 2 SPF log
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When Duration Nodes Count First trigger LSP Triggers
00:01:31 0 3 7 DeviceB.00-00 PERIODIC NEWADJ NEWLSP TLVT

次の図に設定例を示します。

図 5：IS-IS ルーティング

次の作業
• IS-ISを初めて設定してイネーブルにするには、「基本的な IS-ISネットワークの設定」の章
を参照してください。

•ネットワーク設計に合わせて IS-ISをカスタマイズするには、「ネットワーク設計に合わせ
た IS-ISのカスタマイズ」の章を参照してください。

•高速コンバージェンスと拡張性の目的で IS-ISをカスタマイズするには、次の章を参照して
ください。

•「IS-IS高速コンバージェンスの概要」

•「IS-IS高速コンバージェンスのためのベストプラクティスによるパラメータの設定」

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」

• IS-ISネットワークのセキュリティを強化するには、「IS-ISネットワークでのセキュリティ
の強化」の章を参照してください。
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IS-IS の概要と基本設定に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

「IPv6ルーティング：IPv6の
IS-ISサポート」の章

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISサポート

「IPv6ルーティング：ルート再
配布」の章

IPv6ルーティング：ルート再配布

「IPv6ルーティング：IPv6の
IS-ISサポート」の章

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISサポート

標準

タイトル規格

CLNP（Connectionless Network Protocol）ISO 8473

ES-IS Routing Information Exchange ProtocolISO 9542

IS-ISプロトコルISO/IEC 10589

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

『Use of OSI IS-IS for Routing in TCP/IP and Dual
Environments』（http://www.ietf.org/rfc/
rfc1195.txt）

RFC 1195
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS の概要と基本設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：IS-IS の概要と基本設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

Integrated Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）はリンクステートの内
部ゲートウェイプロトコル

（IGP）です。リンクステート
プロトコルは、各参加デバイス

で完全なネットワーク接続マッ

プを構築するために必要な情報

の伝播によって特徴付けられま

す。このマップは、その後、宛

先への最短パスを計算するため

に使用されます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1IS-ISの概要と基本設定

用語集
エリア：すべてのデバイスに共通エリアアドレスが割り当てられているルーティングドメインの

物理的に接続されている部分。レベル 1サブドメインとも呼ばれます。ルーティングドメイン
は、レベル 2サブドメインを通過することによって到達可能な複数のエリアで構成される場合が
あります。

エリアアドレス：ISに割り当てられるネットワークエンティティタイトル(NET)の上位オクテッ
ト。同じレベル 1エリア内のすべての ISに同じエリアアドレスが割り当てられます。

CLNP：ISO 8473で定義されている ISO Connectionless Network Protocol。

DIS：Designated Intermediate System（代表中継システム）。マルチアクセス回線を代表するため
に、マルチアクセス回線において特定のレベルで動作するすべて ISによって選択される IS。DIS
は、隣接関係をアドバタイズする回線に代わって、擬似ノード LSPをその回線で動作するすべて
の ISに送信します。

ドメイン：ネットワーク上の、IS-ISプロトコルが動作するように設定されている部分。ルーティ
ングドメインは、すべてのレベル 1エリアおよびレベル 2サブドメインで構成されます。

ES：End System（エンドシステム）。ESは、任意の非ルーティングホストまたはノードです。

IntegratedIS-IS：複数のネットワークプロトコルをサポートする拡張された形式の IS-IS。拡張機
能は、IETFドキュメント（特に、RFC 1195）で定義されています。

IS：Intermediate System（中継システム）。デバイスに対する OSIの用語。

IP：インターネットプロトコルバージョン 4（IPv4とも呼ばれる）。
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IPv6：インターネットプロトコルバージョン 6。

IS-IS：Intermediate System-to-Intermediate System。ISO/IEC 10589で定義されているルーティング
プロトコル。

レベル 1ルータ：割り当てられたエリアに関してレベル 1ルーティングをサポートする IS。

レベル 2ルータ：レベル 2ルーティングをサポートする IS。

レベル 2サブドメイン：ドメイン内のすべてのレベル 2対応デバイスと、それらを相互接続する
リンク。レベル1エリアは、レベル2サブドメインを介して相互接続されます。ドメイン内のルー
ティングが正常に機能するには、レベル 2サブドメインがパーティション分割されていない必要
があります。

NET：Network Entity Title。IS-ISプロトコルのインスタンスに割り当てられるアドレス。NETに
は、エリアアドレス、システム ID、および Nセレクタが含まれます。1つの IS-ISインスタンス
に複数の NETが割り当てられている場合、異なる可能性があるのは NETのエリアアドレスの部
分のみです。

NSEL：N-selector（Nセレクタ）。Network Entity Titleの最下位オクテット。これには常に値 00
が割り当てられます。

システムID：NETでエリアアドレスの直後の部分。このフィールドは 6オクテット長です。
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第 3 章

IPv6 ルーティング：ルート再配布

IPv6ルート再配布では、IPv6 IS-ISルーティングプロセスへのルートの再配布と IS-ISレベル間
での IPv6 IS-ISルートの再配布がサポートされています。

• 機能情報の確認, 27 ページ

• IPv6ルーティング：ルート再配布について, 28 ページ

• IPv6ルーティングの設定方法：ルートの再配布, 29 ページ

• IPv6ルーティングの設定例：ルート再配布, 33 ページ

• IPv6ルーティングに関する追加情報：ルート再配布, 36 ページ

• IPv6ルーティング：ルート再配布の機能情報, 37 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
27

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
http://www.cisco.com/go/cfn


IPv6 ルーティング：ルート再配布について

IS-IS Enhancements for IPv6
IPv6における IS-ISは、IPv4における IS-ISと同じように機能し、同じ利点が多数あります。IS-IS
への IPv6の機能拡張により、IS-ISは IPv4およびOSIルートに加えて IPv6プレフィックスをアド
バタイズできます。また、IS-ISコマンドラインインターフェイス（CLI）の機能拡張により、IPv6
固有のパラメータを設定できます。IPv6 IS-ISでは、IS-ISによってサポートされるアドレスファ
ミリが、OSIや IPv4に加えて IPv6も含まれるように拡張されています。

IPv6における IS-ISは、シングルトポロジモードまたはマルチトポロジモードをサポートしま
す。

IPv6 IS-IS ルート再配布
IS-IS for IPv6では、IPv6 IS-ISルーティングプロセスへのルートの再配布と IS-ISレベル間での
IPv6 IS-ISルートの再配布がサポートされています。

再配布中のメトリックの維持

ISISがルートを再配布する場合に、redistributeコマンドの metric-typeキーワードで、オプショ
ン rib-metric-as-externalまたは rib-metric-as-internalを使用することで、プレフィックスをルー
ティング情報ベース（RIB）にインストールされた元のルートとして維持することができます。オ
プションは、ISISが、別の ISISプロセスを含む任意のルーティングプロセスからルートを再配布
する場合に許可されます。
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IPv6 ルーティングの設定方法：ルートの再配布

IPv6 IS-IS ルーティングプロセスへのルートの再配布

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isisarea-tag
4. address-family ipv6 [unicast]
5. redistributesource-protocol [process-id] [metricmetric-value] [metric-typetype-value]

[route-mapmap-tag]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブルにし、
ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

router isisarea-tag

例：
Device(config)# router isis area2

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast]

例：
Device(config-router)#
address-family ipv6

ステップ 4   

• unicast：（任意）IPv6ユニキャストアドレスファミリを指
定します。これがデフォルトのオプションです。

ルートを指定したプロトコルから IS-ISプロセスに再配布します。redistributesource-protocol [process-id]
[metricmetric-value]

ステップ 5   

• source-protocol：bgp、connected、isis、rip、または staticの
いずれかになります。

[metric-typetype-value]
[route-mapmap-tag]
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目的コマンドまたはアクション

例：
Device(config-router-af)#
redistribute bgp 64500 metric 100
route-map isismap

• process-id：（任意）ルーティングプロセスの名前。

• metricmetric-value：メトリック値に基づいてルートを再配布
します。

• metric-typetype-value：次のいずれかのリンクタイプを指定
します。externalは外部 ISISメトリックタイプを設定しま
す。internalは内部 ISISメトリックタイプを指定します。
rib-metric-as-externalメトリックタイプを外部に設定し、
RIBメトリックを使用します。rib-metric-as-internalメト
リックタイプを内部に設定し、RIBメトリックを使用しま
す。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

Redistributing IPv6 IS-IS Routes Between IS-IS Levels
ある IS-ISレベルで学習した IPv6ルートを別のレベルに再配布するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. address-family ipv6 [unicast]
5. redistributeisis [process-id] {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} distribute-listlist-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブルに
し、ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisisarea-tag

例：

Device(config)# router isis area2

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast]

例：
Device(config-router)#
address-family ipv6

ステップ 4   

• unicast：（任意）ユニキャスト IPv6のユニキャストアド
レスファミリを指定します。これがデフォルトのオプショ

ンです。

IPv6ルートをある IS-ISレベルから別の IS-ISレベルに再配布
します。

redistributeisis [process-id] {level-1 |
level-2} into {level-1 | level-2}
distribute-listlist-name

ステップ 5   

•デフォルトでは、レベル 1のインスタンスによって学習
されたルートは、レベル 2のインスタンスによって再配
布されます。

例：

Device(config-router-af)#
redistribute isis level-1 into
level-2 redistributeコマンドのこの設定では、protocol引数

を isisにする必要があります。ここでは、この作業
に関連する引数およびキーワードだけを指定してい

ます。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了し

て、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
31

IPv6 ルーティング：ルート再配布
Redistributing IPv6 IS-IS Routes Between IS-IS Levels



IPv6 IS-IS の設定と動作の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipv6protocols[summary]
3. showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology
4. showclns [process-tag] neighborsinterface-typeinterface-number] [area] [detail]
5. showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber] [detail]
6. showisis [process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
7. showisisipv6rib[ipv6-prefix]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

アクティブな IPv6ルーティングプロセスのパラメー
タと現在の状態を表示します。

showipv6protocols[summary]

例：

Device# show ipv6 protocols

ステップ 2   

すべてのエリア内の IS-ISを実行しているすべての接
続済みルータのリストを表示します。

showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology

例：

Device# show isis topology

ステップ 3   

エンドシステム（ES）、中継システム（IS）、および
マルチトポロジ IS-IS（M-ISIS）ネイバーを表示しま
す。

showclns [process-tag]
neighborsinterface-typeinterface-number] [area]
[detail]

例：

Device# show clns neighbors detail

ステップ 4   

IS-ISネイバーの IS-IS隣接情報を表示します。showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber]
[detail]

ステップ 5   

• detailキーワードを使用すると、ネイバーの IPv6
リンクローカルアドレスが表示されます。例：

Device# show clns is-neighbors detail

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
32

IPv6 ルーティング：ルート再配布
IPv6 IS-IS の設定と動作の確認



目的コマンドまたはアクション

IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisis [process-tag] database [level-1]
[level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 6   

•この例では、detailキーワードを使用して、各
LSPの内容を表示します。例：

Device# show isis database detail

IPv6のローカル RIBを表示します。showisisipv6rib[ipv6-prefix]

例：

Device# show isis ipv6 rib

ステップ 7   

IPv6 ルーティングの設定例：ルート再配布

例：IPv6 IS-IS ルーティングプロセスへのルートの再配布
次に、IPv6 BGPルートを IPv6 IS-ISレベル 2ルーティングプロセスに再配布する例を示します。

router isis
address-family ipv6
redistribute bgp 64500 metric 100 route-map isismap
exit

例：IS-IS レベル間での IPv6 IS-IS ルートの再配布
次に、IPv6 IS-ISレベル 1ルートを IPv6 IS-ISレベル 2ルーティングプロセスに再配布する例を示
します。

router isis
address-family ipv6
redistribute isis level-1 into level-2

例：IS-IS for IPv6 の設定
次の例では、showipv6protocolsコマンドを使用して、アクティブな IPv6ルーティングプロセス
のパラメータと現在の状態に関する出力情報を表示しています。

Device# show ipv6 protocols
IPv6 Routing Protocol is "connected"
IPv6 Routing Protocol is "static"
IPv6 Routing Protocol is "isis"
Interfaces:
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GigabitEthernet0/0/3
GigabitEthernet0/0/1
Serial1/0/1
Loopback1 (Passive)
Loopback2 (Passive)
Loopback3 (Passive)
Loopback4 (Passive)
Loopback5 (Passive)

Redistribution:
Redistributing protocol static at level 1

Address Summarization:
L2: 2001:DB8:33::/16 advertised with metric 0
L2: 2001:DB8:44::/16 advertised with metric 20
L2: 2001:DB8:66::/16 advertised with metric 10
L2: 2001:DB8:77::/16 advertised with metric 10

次の例では、showisistopologyコマンドを使用して、すべてのエリア内の IS-ISを実行しているす
べての接続済みルータに関する出力情報を表示しています。

Device# show isis topology
IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000C
0000.0000.000D 20 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
0000.0000.000F 10 0000.0000.000F GE0/0/1 0050.e2e5.d01d
0000.0000.00AA 10 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000A 10 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000B 20 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000C --
0000.0000.000D 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000E 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063

次の例では、showclnsis-neighborsコマンドを使用して、ローカルルータによって他の IS-ISネイ
バーとの必要なすべての IS-IS隣接が形成されていることを確認するための出力情報を表示してい
ます。ネイバーの IPv6リンクローカルアドレスを表示するには、detailキーワードを指定しま
す。

Device# show clns is-neighbors detail
System Id Interface State Type Priority Circuit Id Format
0000.0000.00AA Se1/0/1 Up L1 0 00 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::YYYY:D37C:C854:5
Uptime: 17:21:38

0000.0000.000F Et0/0/1 Up L1 64 0000.0000.000C.02 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::XXXX:E2FF:FEE5:D01D
Uptime: 17:21:41

0000.0000.000A Et0/0/3 Up L2 64 0000.0000.000C.01 Phase V
Area Address(es): 49.000b
IPv6 Address(es): FE80::ZZZZ:F6FF:FE8D:F063
Uptime: 17:22:06

次の例では、showclnsneighborsコマンドにdetailキーワードを指定して、エンドシステム（ES）
ネイバーと中継システム（IS）ネイバーの両方に関する詳細な出力情報を表示しています。

Device# show clns neighbors detail
System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
0000.0000.0007 GE3/3 aa00.0400.6408 UP 26 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 172.16.0.42*
Uptime: 00:21:49
0000.0C00.0C35 GE3/2 0000.0c00.0c36 Up 91 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.42*
Uptime: 00:21:52
0800.2B16.24EA GE3/3 aa00.0400.2d05 Up 27 L1 M-ISIS
Area Address(es): 20
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IP Address(es): 192.168.0.42*
IPv6 Address(es): FE80::2B0:8EFF:FE31:EC57
Uptime: 00:00:27
0800.2B14.060E GE3/2 aa00.0400.9205 Up 8 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.30*
Uptime: 00:21:52

次の例では、showisisdatabaseコマンドに detailキーワードを指定して、他のルータから受信した
LSPとそれらのルータがアドバタイズしている IPv6プレフィックスに関する詳細な出力情報を表
示しています。

Device# show isis database detail
IS-IS Level-1 Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0C00.0C35.00-00 0x0000000C 0x5696 325 0/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Area Address: 39.0001
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.0C35
--More--
0000.0C00.40AF.00-00* 0x00000009 0x8452 608 1/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Topology: IPv4 (0x0) IPv6 (0x2)
NLPID: 0xCC 0x8E
IP Address: 172.16.21.49
Metric: 10 IS 0800.2B16.24EA.01
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.40AF
IPv6 Address: 2001:DB8::/32
Metric: 10 IPv6 (MT-IPv6) 2001:DB8::/64
Metric: 5 IS-Extended cisco.03
Metric: 10 IS-Extended cisco1.03
Metric: 10 IS (MT-IPv6) cisco.03

IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0000.000A.00-00 0x00000059 0x378A 949 0/0/0
Area Address: 49.000b
NLPID: 0x8E
IPv6 Address: 2001:DB8:1:1:1:1:1:1
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:3:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000A.01
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000B.00
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000C.01
Metric: 0 IPv6 11:1:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:2:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:3:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:4:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:5:YYYY:1:1:1:1:1/128

0000.0000.000A.01-00 0x00000050 0xB0AF 491 0/0/0
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000A.00
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000B.00

次の例では、showisisipv6ribコマンドの出力を示しています。アスタリスク（*）は、IS-ISルー
トとしてマスター IPv6 RIBにインストールされているプレフィックスを示します。各プレフィッ
クスのあとにすべてのパスが優先順に表示されています。つまり、先頭に最適なパス、そのあと

に次善パスが表示されています。

Device# show isis ipv6 rib

IS-IS IPv6 process "", local RIB
2001:DB8:88:1::/64
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]

* 2001:DB8:1357:1::/64
via FE80::202:7DFF:FE1A:9471/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 10 LSP [4/9]

* 2001:DB8:45A::/64
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via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]

IPv6 ルーティングに関する追加情報：ルート再配布
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マニュアルタイトル関連項目
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IPv6 ルーティング：ルート再配布の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 2：IPv6 ルーティング：ルート再配布の機能情報

機能情報リリース機能名

IS-IS for IPv6では、IPv6 IS-IS
ルーティングプロセスへのルー

トの再配布と IS-ISレベル間で
の IPv6 IS-ISルートの再配布が
サポートされています。

次のコマンドが導入または変更

されました。address-family
ipv6、redistribute isis
（IPv6）。

Cisco IOS XE Release 2.4IPv6ルーティング：ルート再配
布
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機能情報リリース機能名

この機能は、プレフィックス

を、ルーティング情報ベース

（RIB）にインストールされた
元のルートとして維持します。

次のコマンドが変更されまし

た。redistribute isis（IPv6）。

Cisco IOS XE Release 3.15SISISインスタンス間でのルート
再配布時における ISISメトリッ
クの維持
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第 4 章

IPv6 ルーティング：IPv6 の IS-IS サポート

この章では、Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）for IPv6を設定する方法
について説明します。IS-ISは、ネットワーク全体にリンクステート情報をアドバタイズしてネッ
トワークトポロジの全体像を作成する内部ゲートウェイプロトコル（IGP）です。IS-ISは、中
継システムをレベル 1またはレベル 2デバイスとして指定するオープンシステムインターコネ
クション（OSI）階層型ルーティングプロトコルです。レベル 2デバイスは、レベル 1エリア間
でルーティングを実行してドメイン内ルーティングバックボーンを作成します。統合 IS-ISは、
1つのルーティングアルゴリズムを使用して複数のネットワークアドレスファミリ（IPv6、
IPv4、OSIなど）をサポートします。

• 機能情報の確認, 39 ページ

• IPv6ルーティングに関する情報：IPv6の IS-ISサポート, 40 ページ

• IPv6ルーティングの設定方法：IPv6の IS-ISサポート, 41 ページ

• IPv6ルーティングの設定例：IPv6の IS-ISサポート, 50 ページ

• その他の参考資料, 53 ページ

• IPv6ルーティングの機能情報：IPv6の IS-ISサポート, 54 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ルーティングに関する情報：IPv6 の IS-IS サポート

IS-IS Enhancements for IPv6
IPv6における IS-ISは、IPv4における IS-ISと同じように機能し、同じ利点が多数あります。IS-IS
への IPv6の機能拡張により、IS-ISは IPv4およびOSIルートに加えて IPv6プレフィックスをアド
バタイズできます。また、IS-ISコマンドラインインターフェイス（CLI）の機能拡張により、IPv6
固有のパラメータを設定できます。IPv6 IS-ISでは、IS-ISによってサポートされるアドレスファ
ミリが、OSIや IPv4に加えて IPv6も含まれるように拡張されています。

IPv6における IS-ISは、シングルトポロジモードまたはマルチトポロジモードをサポートしま
す。

IPv6 の IS-IS シングルトポロジサポート
IPv6のシングルトポロジサポートにより、IS-IS for IPv6を他のネットワークプロトコル（たとえ
ば、IPv4やConnectionlessNetworkService（CLNS））とともにインターフェイスに設定できます。
すべてのインターフェイスに同じネットワークアドレスファミリのセットを設定する必要があり

ます。さらに、IS-ISエリア（レベル 1ルーティングの場合）またはドメイン（レベル 2ルーティ
ングの場合）内のすべてのルータがすべてのインターフェイス上で同じネットワーク層アドレス

ファミリのセットをサポートする必要があります。

IPv6のシングルトポロジサポートを使用する場合、旧スタイルまたは新スタイルの TLVを使用
できます。ただし、IPv6プレフィックスへの到達可能性のアドバタイズに使用されるTLVでは、
拡張メトリックを使用します。Ciscoルータでは、IPv4用の新スタイルの TLVだけをサポートす
るように設定されていない場合、インターフェイスメトリックを 63よりも大きい値に設定でき
ません。シングルトポロジの IPv6モードでは、設定されたメトリックは IPv4と IPv6の両方で常
に同じです。

IPv6 IS-IS のローカル RIB
IS-IS IPv6を実行しているルータは、ローカル RIBを保持します。このローカル RIBには、ネイ
バーから学習した宛先へのすべてのルートが格納されています。各SPFの最後に、IS-ISはローカ
ルRIBに存在する宛先への最良（つまり、最小コストの）ルートをグローバル IPv6ルーティング
テーブルにインストールしようとします。
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IPv6 ルーティングの設定方法：IPv6 の IS-IS サポート

Configuring Single-Topology IS-IS for IPv6
IS-ISの設定では、2つの作業を実行します。まず、IS-ISルーティングプロセスを作成します。
この作業では、プロトコルに依存しない IS-ISコマンドを使用します。次に、インターフェイスに
おける IS-ISプロトコルの動作を設定します。

はじめる前に

IPv6 IS-ISを実行するようにルータを設定する前に、ipv6unicast-routingグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して IPv6をグローバルに有効にします。

IPv6、IPv4、または IPv6と IPv4の両方の IS-ISシングルトポロジサポートを使用する場合は、
IPv6と IPv4の両方をレベル 1、レベル 2、またはレベル 1とレベル 2の両方の IS-ISインター
フェイスに設定できます。ただし、IPv6と IPv4の両方を同じインターフェイスに設定する場
合は、両方で同じ IS-ISレベルを実行する必要があります。つまり、指定した GigabitEthernet
または FastEthernetインターフェイス上で IS-ISレベル 2だけを実行するように IPv6が設定さ
れている場合、IPv4を同じGigabitEthernetまたは FastEthernetインターフェイス上で IS-ISレベ
ル 1だけを実行するように設定することはできません。

>

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. netnetwork-entity-title
5. exit
6. interfacetypenumber
7. ipv6address {ipv6-address/prefix-length | prefix-namesub-bits/prefix-length
8. ipv6routerisisarea-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブル
にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis area2

ステップ 3   

ルーティングプロセスの IS-IS Network Entity Title（NET）
を設定します。

netnetwork-entity-title

例：

Router(config-router)# net
49.0001.0000.0000.000c.00

ステップ 4   

• network-entity-title引数には、IS-ISエリアのエリアアド
レスとルータのシステム IDを指定します。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 5   

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 6   

インターフェイスに割り当てられている IPv6ネットワーク
を指定し、インターフェイスで IPv6処理をイネーブルにし
ます。

ipv6address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-namesub-bits/prefix-length

例：

Router(config-if)# ipv6 address
2001:DB8::3/64

ステップ 7   

IPv6アドレスの設定の詳細については、
『Implementing IPv6 Addressing and Basic
Connectivity』モジュールを参照してください。

（注）

指定した IPv6 IS-ISルーティングプロセスをインターフェ
イス上で有効にします。

ipv6routerisisarea-name

例：

Router(config-if)# ipv6 router isis
area2

ステップ 8   
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Customizing IPv6 IS-IS
IPv6 IS-ISの新しいアドミニストレーティブディスタンス、IPv6 IS-ISでサポートされる等コスト
パスの最大数、IPv6 IS-ISのサマリープレフィックス、およびデフォルトの IPv6ルート（::/0）を
アドバタイズする IS-ISインスタンスを設定するには、次の作業を実行します。部分的なルート計
算（PRC）間のホールドダウン時間と、マルチトポロジ IS-ISの使用時にCisco IOSXEソフトウェ
アが SPF計算を実行する頻度の設定方法についても説明します。

ネットワークに合せて IPv6の IS-ISマルチトポロジをカスタマイズできますが、多くの場合、そ
の必要はありません。この機能のデフォルトは、ほとんどのカスタマーや機能の要件を満たすよ

うに設定されています。デフォルトを変更する場合は、IPv4のコンフィギュレーションガイドや
IPv6コマンドリファレンスを参照して、該当する構文を探してください。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. address-familyipv6[unicast |multicast]
5. default-informationoriginate[route-map map-name]
6. distancevalue
7. maximum-pathsnumber-paths
8. summary-prefixipv6-prefixprefix-lengthlevel-1 | level-1-2| level-2]
9. prc-intervalseconds [initial-wait] [secondary-wait
10. spf-interval [level-1 | level-2] seconds initial-wait] [secondary-wait
11. exit
12. interfacetypenumber
13. isisipv6metricmetric-value [level-1 | level-2 | level-1-2

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブル
にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis area2

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコン
フィギュレーションモードを開始します。

address-familyipv6[unicast |multicast]

例：

Router(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 4   

• unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレス
ファミリを指定します。address-family ipv6コマンド
でunicastキーワードが指定されていない場合、ルータ
はデフォルトでユニキャスト IPv6アドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。

（任意）デフォルトの IPv6ルートを IS-ISルーティングド
メインに挿入します。

default-informationoriginate[route-map
map-name]

例：

Router(config-router-af)#
default-information originate

ステップ 5   

• route-mapキーワードと map-name引数には、IPv6デ
フォルトルートがアドバタイズされる条件を指定しま

す。

• route mapキーワードを省略すると、IPv6デフォルト
ルートは無条件にレベル 2でアドバタイズされます。

（任意）IPv6ルーティングテーブル内の IPv6 IS-ISルート
のアドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distancevalue

例：

Router(config-router-af)# distance 90

ステップ 6   

• value引数は、10～ 254の整数です。（値 0～ 9は、
内部で使用するために予約されています）。

（任意）IPv6 IS-ISがサポートできる等コストルートの最大
数を定義します。

maximum-pathsnumber-paths

例：

Router(config-router-af)# maximum-paths
3

ステップ 7   

•このコマンドは、IPv6ボーダーゲートウェイプロト
コル（BGP）とルーティング情報プロトコル（RIP）も
サポートしています。

• number-paths引数は、1～ 64の整数です。BGPのデ
フォルトは 1本のパス、IS-ISと RIPのデフォルトは
16本のパスです。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）レベル 1-2ルータがサマリーをアドバタイズする
ときに直接レベル 1プレフィックスをアドバタイズするの

summary-prefixipv6-prefixprefix-lengthlevel-1
| level-1-2| level-2]

例：

Router(config-router-af)# summary-prefix
2001:DB8::/24

ステップ 8   

ではなく、レベル 1プレフィックスをレベル 2で集約でき
るようにします。

• summary-prefixコマンドの ipv6-prefix引数は、RFC
2373に記載された形式にする必要があり、16ビット値
をコロンで区切った 16進でアドレスを指定します。

• prefix-length引数は、アドレスのうち連続する上位何
ビットがプレフィックス（アドレスのネットワーク部）

を構成するかを示す 10進数値です。10進数値の前に
スラッシュ記号が必要です。

（任意）マルチトポロジ IS-IS for IPv6の PRC間のホールド
ダウン時間を設定します。

prc-intervalseconds [initial-wait]
[secondary-wait

例：

Router(config-router-af)# prc-interval
20

ステップ 9   

（任意）Cisco IOS XEソフトウェアがマルチトポロジ IS-IS
for IPv6の SPF計算を実行する頻度を設定します。

spf-interval [level-1 | level-2] seconds
initial-wait] [secondary-wait

例：

Router(config-router-af)# spf-interval
30

ステップ 10   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

し、ルータをルータコンフィギュレーションモードに戻し

ます。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 11   

•このステップを繰り返して、ルータコンフィギュレー
ションモードを終了し、ルータをグローバルコンフィ

ギュレーションモードに戻します。

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config-router)# interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）マルチトポロジ IS-IS for IPv6メトリックの値を設
定します。

isisipv6metricmetric-value [level-1 | level-2 |
level-1-2

例：

Router(config-if)# isis ipv6 metric 20

ステップ 13   

IPv6 プロトコルサポートの整合性検査の無効化
IPv6シングルトポロジモードでプロトコルサポートの整合性検査を無効にするには、次の作業を
実行します。

シングルトポロジの IS-IS IPv6では、同じアドレスファミリセットを実行するようにルータを設
定する必要があります。IS-ISは helloパケットに対して整合性検査を実行し、設定されているア
ドレスファミリのセットが異なる helloパケットを拒否します。たとえば、IPv4と IPv6の両方の
IS-ISを実行しているルータは、IPv4または IPv6だけの IS-ISを実行しているルータとの隣接を形
成しません。アドレスファミリが一致しないネットワークで隣接を形成できるようにするには、

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモードで adjacency-checkコマンドを無効にする
必要があります。

noadjacency-checkコマンドを入力すると、ネットワーク設定に悪影響が及ぶ可能性がありま
す。noadjacency-checkコマンドは、すべてのルータ上で IPv4 IS-ISを実行しており、IPv6 IS-IS
をネットワークに追加するが、移行中にはすべての隣接を保持する必要がある場合にだけ入力

してください。IPv6 IS-ISの設定が完了したら、設定からnoadjacency-checkコマンドを削除し
てください。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. address-familyipv6[unicast |multicast]
5. noadjacency-check

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブルにし、
ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisisarea-tag

例：

Device(config)# router isis area2

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-familyipv6[unicast |
multicast]

例：

Device(config-router)#
address-family ipv6

ステップ 4   

• unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレスファミ
リを指定します。address-familyipv6コマンドで unicastキー
ワードが指定されていない場合、ルータはデフォルトでユニ

キャスト IPv6アドレスファミリのコンフィギュレーション
モードになります。

helloパケットに対して実行される IPv6プロトコルサポートの整
合性検査をディセーブルにし、既存の隣接を保持したまま IPv6
を IPv4だけのネットワークに導入できるようにします。

noadjacency-check

例：

Device(config-router-af)# no
adjacency-check

ステップ 5   

• adjacency-checkコマンドはデフォルトでイネーブルになっ
ています。

IPv4 サブネット整合性検査のディセーブル化
隣接の形成時に IPv4サブネットの整合性検査をディセーブルにするには、次の作業を実行しま
す。ソフトウェアでは、従来、IPv4アドレスがあり、helloパケットを受信したネイバーと一貫し
たサブネットがあることを確認するために、helloパケットの検査を行っています。この検査を
ディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで noadjacency-checkコマンド
を使用します。ただし、マルチトポロジ IS-ISが設定されている場合、この検査は自動的に抑制さ
れます。これは、マルチトポロジ IS-ISでは、LAN上のすべてのルータが共通のプロトコルをサ
ポートしているかどうかに関係なく、ルータが隣接関係を形成することを必要とするためです。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. noadjacency-check

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブルに
し、ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisisarea-tag

例：

Device(config)# router isis area2

ステップ 3   

helloパケットに対して実行される IPv6プロトコルサポート
の整合性検査をディセーブルにし、既存の隣接を保持したま

noadjacency-check

例：

Device(config-router-af)# no
adjacency-check

ステップ 4   

ま IPv6を IPv4だけのネットワークに導入できるようにしま
す。

• adjacency-checkコマンドはデフォルトでイネーブルに
なっています。
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IPv6 IS-IS の設定と動作の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipv6protocols[summary]
3. showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology
4. showclns [process-tag] neighborsinterface-typeinterface-number] [area] [detail]
5. showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber] [detail]
6. showisis [process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
7. showisisipv6rib[ipv6-prefix]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

アクティブな IPv6ルーティングプロセスのパラメー
タと現在の状態を表示します。

showipv6protocols[summary]

例：

Device# show ipv6 protocols

ステップ 2   

すべてのエリア内の IS-ISを実行しているすべての接
続済みルータのリストを表示します。

showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology

例：

Device# show isis topology

ステップ 3   

エンドシステム（ES）、中継システム（IS）、および
マルチトポロジ IS-IS（M-ISIS）ネイバーを表示しま
す。

showclns [process-tag]
neighborsinterface-typeinterface-number] [area]
[detail]

例：

Device# show clns neighbors detail

ステップ 4   

IS-ISネイバーの IS-IS隣接情報を表示します。showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber]
[detail]

ステップ 5   

• detailキーワードを使用すると、ネイバーの IPv6
リンクローカルアドレスが表示されます。例：

Device# show clns is-neighbors detail
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisis [process-tag] database [level-1]
[level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 6   

•この例では、detailキーワードを使用して、各
LSPの内容を表示します。例：

Device# show isis database detail

IPv6のローカル RIBを表示します。showisisipv6rib[ipv6-prefix]

例：

Device# show isis ipv6 rib

ステップ 7   

IPv6 ルーティングの設定例：IPv6 の IS-IS サポート

例：IPv6 IS-IS のカスタマイズ
次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/0/1上で送信されるルータアップデートで、他のすべて
のルートとともに、GigabitEthernetインターフェイス 0/0/1を起点とする IPv6デフォルトルート
（::/0）をアドバタイズする例を示します。また、この例では、IPv6 IS-ISのアドミニストレーティ
ブディスタンスを 90に設定し、IPv6 IS-ISがサポートする等コストパスの最大数を 3に定義し
て、IPv6 IS-ISにサマリープレフィックス 2001:DB8::/24を設定しています。

router isis
address-family ipv6
default-information originate
distance 90
maximum-paths 3
summary-prefix 2001:DB8::/24
exit

例：IPv6 プロトコルサポートの整合性検査のディセーブル化
次に、adjacency-checkコマンドをディセーブルにして、ネットワーク管理者が既存の隣接を保持
したままルータに IPv6 IS-ISを設定できるようにする例を示します。

router isis
address-family ipv6
no adjacency-check
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例：IS-IS for IPv6 の設定
次の例では、showipv6protocolsコマンドを使用して、アクティブな IPv6ルーティングプロセス
のパラメータと現在の状態に関する出力情報を表示しています。

Device# show ipv6 protocols
IPv6 Routing Protocol is "connected"
IPv6 Routing Protocol is "static"
IPv6 Routing Protocol is "isis"
Interfaces:
GigabitEthernet0/0/3
GigabitEthernet0/0/1
Serial1/0/1
Loopback1 (Passive)
Loopback2 (Passive)
Loopback3 (Passive)
Loopback4 (Passive)
Loopback5 (Passive)

Redistribution:
Redistributing protocol static at level 1

Address Summarization:
L2: 2001:DB8:33::/16 advertised with metric 0
L2: 2001:DB8:44::/16 advertised with metric 20
L2: 2001:DB8:66::/16 advertised with metric 10
L2: 2001:DB8:77::/16 advertised with metric 10

次の例では、showisistopologyコマンドを使用して、すべてのエリア内の IS-ISを実行しているす
べての接続済みルータに関する出力情報を表示しています。

Device# show isis topology
IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000C
0000.0000.000D 20 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
0000.0000.000F 10 0000.0000.000F GE0/0/1 0050.e2e5.d01d
0000.0000.00AA 10 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000A 10 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000B 20 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000C --
0000.0000.000D 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000E 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063

次の例では、showclnsis-neighborsコマンドを使用して、ローカルルータによって他の IS-ISネイ
バーとの必要なすべての IS-IS隣接が形成されていることを確認するための出力情報を表示してい
ます。ネイバーの IPv6リンクローカルアドレスを表示するには、detailキーワードを指定しま
す。

Device# show clns is-neighbors detail
System Id Interface State Type Priority Circuit Id Format
0000.0000.00AA Se1/0/1 Up L1 0 00 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::YYYY:D37C:C854:5
Uptime: 17:21:38

0000.0000.000F Et0/0/1 Up L1 64 0000.0000.000C.02 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::XXXX:E2FF:FEE5:D01D
Uptime: 17:21:41

0000.0000.000A Et0/0/3 Up L2 64 0000.0000.000C.01 Phase V
Area Address(es): 49.000b
IPv6 Address(es): FE80::ZZZZ:F6FF:FE8D:F063
Uptime: 17:22:06
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次の例では、showclnsneighborsコマンドにdetailキーワードを指定して、エンドシステム（ES）
ネイバーと中継システム（IS）ネイバーの両方に関する詳細な出力情報を表示しています。

Device# show clns neighbors detail
System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
0000.0000.0007 GE3/3 aa00.0400.6408 UP 26 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 172.16.0.42*
Uptime: 00:21:49
0000.0C00.0C35 GE3/2 0000.0c00.0c36 Up 91 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.42*
Uptime: 00:21:52
0800.2B16.24EA GE3/3 aa00.0400.2d05 Up 27 L1 M-ISIS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.42*
IPv6 Address(es): FE80::2B0:8EFF:FE31:EC57
Uptime: 00:00:27
0800.2B14.060E GE3/2 aa00.0400.9205 Up 8 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.30*
Uptime: 00:21:52

次の例では、showisisdatabaseコマンドに detailキーワードを指定して、他のルータから受信した
LSPとそれらのルータがアドバタイズしている IPv6プレフィックスに関する詳細な出力情報を表
示しています。

Device# show isis database detail
IS-IS Level-1 Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0C00.0C35.00-00 0x0000000C 0x5696 325 0/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Area Address: 39.0001
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.0C35
--More--
0000.0C00.40AF.00-00* 0x00000009 0x8452 608 1/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Topology: IPv4 (0x0) IPv6 (0x2)
NLPID: 0xCC 0x8E
IP Address: 172.16.21.49
Metric: 10 IS 0800.2B16.24EA.01
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.40AF
IPv6 Address: 2001:DB8::/32
Metric: 10 IPv6 (MT-IPv6) 2001:DB8::/64
Metric: 5 IS-Extended cisco.03
Metric: 10 IS-Extended cisco1.03
Metric: 10 IS (MT-IPv6) cisco.03

IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0000.000A.00-00 0x00000059 0x378A 949 0/0/0
Area Address: 49.000b
NLPID: 0x8E
IPv6 Address: 2001:DB8:1:1:1:1:1:1
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:3:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000A.01
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000B.00
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000C.01
Metric: 0 IPv6 11:1:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:2:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:3:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:4:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:5:YYYY:1:1:1:1:1/128

0000.0000.000A.01-00 0x00000050 0xB0AF 491 0/0/0
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000A.00
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000B.00
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次の例では、showisisipv6ribコマンドの出力を示しています。アスタリスク（*）は、IS-ISルー
トとしてマスター IPv6 RIBにインストールされているプレフィックスを示します。各プレフィッ
クスのあとにすべてのパスが優先順に表示されています。つまり、先頭に最適なパス、そのあと

に次善パスが表示されています。

Device# show isis ipv6 rib

IS-IS IPv6 process "", local RIB
2001:DB8:88:1::/64
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]

* 2001:DB8:1357:1::/64
via FE80::202:7DFF:FE1A:9471/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 10 LSP [4/9]

* 2001:DB8:45A::/64
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IPv6 ルーティングの機能情報：IPv6 の IS-IS サポート
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 3：IPv6 ルーティングの機能情報：IPv6 の IS-IS サポート

機能情報リリース機能名

IS-ISへの IPv6の機能拡張によ
り、IS-ISは IPv4および OSI
ルートに加えて IPv6プレ
フィックスをアドバタイズでき

ます。

次のコマンドが導入または変更

されました。address-family
ipv6 (IS-IS)、adjacency-check、
default-information originate
(IPv6 IS-IS)、distance (IPv6)、
ipv6routerisis、isis ipv6metric、
maximum-paths (IPv6)、
prc-interval (IPv6)、routerisis、
show clns neighbors、show ipv6
protocols、show isis database、
show isis topology、
spf-interval、summary-prefix
(IPv6 IS-IS)。

Cisco IOS XE Release 2.4IPv6ルーティング：IPv6の
IS-ISサポート

IS-IS IPv6を実行しているルー
タは、ローカルRIBを保持しま
す。このローカルRIBには、ネ
イバーから学習した宛先へのす

べてのルートが格納されていま

す。

次のコマンドが導入されまし

た。show isis ipv6 rib。

Cisco IOS XE Release 2.6IPv6 IS-ISのローカル RIB
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第 5 章

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS
プロトコルシャットダウンのサポートの設

定

「設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルシャットダウンのサポート」の機能によ
り、IS-IS設定パラメータを削除することなく、Integrated Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルをインターフェイスレベルで、またはグローバル IS-ISプロセスレベルで
ディセーブルにすることができます。

この章では、基本的な Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネットワークを設定し
てモニタするタスクについて説明します。IS-ISプロセスおよび隣接関係の形成についても説明
します。IS-ISは、ネットワーク設計者がネットワークをフラッディングドメインのグループに
編成することを可能にするリンクステートプロトコルです。多くの場合、ISPネットワークバッ
クボーンの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）として導入される IS-ISは、大多数のプロトコ
ルと多数のルーティング変更を処理できます。

• 機能情報の確認, 58 ページ

• Integrated IS-ISプロトコルのシャットダウンによる設定パラメータの維持のサポートにおけ
る前提条件, 58 ページ

• 設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルのシャットダウンのサポートに関する
情報 , 58 ページ

• 設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルのシャットダウンのサポートを作成、
監視、変更する方法 , 60 ページ

• 設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルシャットダウンのサポートの設定例 ,
69 ページ

• 関連情報, 73 ページ

• 設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルのシャットダウンのサポートに関する
追加情報, 73 ページ
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• Integrated IS-ISプロトコルのシャットダウンによる設定パラメータの維持のサポートに関す
る機能情報, 75 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

Integrated IS-IS プロトコルのシャットダウンによる設定
パラメータの維持のサポートにおける前提条件

•このモジュールの作業を実行する前に、『Integrated IS-ISRouting ProtocolOverview』モジュー
ルで説明されている概念をよく理解しておく必要があります。

• IS-ISを設定する前にネットワーク設計およびそれを経由するトラフィックのフロー方法を
知っておく必要があります。エリアを定義し、デバイスのアドレッシング計画を準備し（NET
の定義を含む）、Integrated IS-ISを実行するインターフェイスを決定します。検証を容易に
するため、デバイスを設定する前に、隣接関係テーブルに含まれると予想されるネイバーを

示す、隣接関係のマトリックスを準備する必要があります。IS-IS設定と形成された隣接関係
の確認方法の詳細については、「IS-ISの監視」を参照してください。

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルの
シャットダウンのサポートに関する情報

IS-IS のプロセスと隣接関係
IS-ISではデバイスとインターフェイスの両方で設定が必要です。IS-ISプロセスは、デバイスで
IS-ISをイネーブルにして、そのルーティングプロセスを明確にするために特定のタグを定義する
ときに作成されます。特定のタグが設定されたインターフェイスは、対応するデバイスプロセス

の一部になります。1台の Connectionless Network Service（CLNS）デバイスで 1つ以上の IS-ISプ
ロセスを実行できますが、IPに対して実行できるのは 1つの IS-ISプロセスだけです。
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小規模の IS-ISネットワークは、ネットワーク内にすべてのデバイスが含まれる単一のエリアとし
て構築されます。ネットワークの規模が大きくなるに従って、このネットワークは、すべてのエ

リアに属する、接続されたすべてのレベル 2デバイスのセットから構成されるバックボーンエリ
アに再編成されます。このエリアはローカルエリアに接続されます。ローカルエリアの内部で

は、デバイスがすべてのシステム IDに到達する方法を認識しています。エリア間では、デバイス
はバックボーンへの到達方法を認識しており、バックボーンデバイスは他のエリアに到達する方

法を認識しています。

デバイスはレベル 1隣接関係を確立して、ローカルエリア内でルーティングを実行します（エリ
ア内ルーティング）。デバイスはレベル 2隣接関係を確立して、レベル 1エリア間でルーティン
グを実行します（エリア間ルーティング）。

現在設定されているルーティングプロセスに対して、レベル 1またはレベル 2のルーティングが
ネットワーク管理者によって設定されていない場合は、ルーティングプロセスに対するデフォル

トルーティングの動作はレベル 1～ 2になります。

レベル 2ルーティングがいずれかのプロセス上に設定された場合、追加のプロセスはすべて自動
的にレベル 1に設定されます。先に設定済みのレベル 2プロセスは例外で、これはレベル 2のま
まになります。設定できるレベル 2プロセスは 1つだけです。レベル 2プロセスが同時にレベル
1ルーティングを実行するように設定することもできます。あるデバイスインスタンスに対して
レベル 2ルーティングが不要の場合は、デバイス設定モードで is-typeコマンドを使用してレベル
2の機能を削除します。is-typeコマンドは、別のデバイスインスタンスをレベル 2デバイスとし
て設定する場合にも使用できます。

ネットワークの中には、レベル 1ルーティングだけをサポートするレガシー機器を使用するもの
もあります。このような装置は、通常、パフォーマンスの制限が原因で集約できない多数の小規

模なエリアに分かれています。Ciscoデバイスを使用して、各エリアとレベル2バックボーンの相
互接続を確立します。

Network Entity Title（NET）では、エリアアドレスとデバイスのシステム IDを定義します。NET
の詳細については、『Cisco IOS ISOCLNSConfiguration Guide』の「Configuring ISOCLNS」の章を
参照してください。

IS-IS ルーティングの PDU パケットタイプ
OSIスタックは、データのユニットをプロトコルデータユニット（PDU）として定義します。そ
のため、OSIでは、フレームはデータリンク PDUと見なされ、パケットはネットワーク PDUと
見なされます。PDUパケットには 4つのタイプがあり、それぞれのタイプはレベル 1またはレベ
ル 2のいずれかになります。

• LSP：リンクステート PDU。リンクステート情報の配布に使用されます。

• IIH PDU：IS-ISの場合、これは IS-IS hello PDUと呼ばれます。隣接関係の確立と維持に使用
されます。
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ポイントツーポイントリンクでは、IIH PDUは、レベル 1とレベル 2で同じです。レベル 1と
レベル 2の両方の IIHが同じタイプの PDUを使用しますが、それらは異なる回線タイプを伝
送します。

（注）

• PSNP：Partial SequenceNumber Protocol DataUnit（PDU）。リンクステート情報の確認応答と
要求に使用されます。

• CSNP：Complete SequenceNumber ProtocolDataUnit（PDU）。デバイスの完全なリンクステー
トデータベースの配布に使用されます。

IS-IS LSPには、デバイスのアタッチメントに関する固有の情報が含まれます。次の情報は、LSP
の本文にある複数のタイプ、長さ、値（TLV）フィールドに含まれます。

•ネイバーデバイス中継システム（IS）へのリンク（それらのインターフェイスのメトリック
を含む）

•ネイバーエンドシステム（ES）へのリンク

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルの
シャットダウンのサポートを作成、監視、変更する方法

デバイスで IS-IS を IP ルーティングプロトコルとしてイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. netnetwork-entity-title
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
60

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルシャットダウンのサポートの設定
設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルのシャットダウンのサポートを作成、監視、変更す
る方法



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISプロセスにタグを割り当てます。ルータコンフィギュレー
ションモードを開始します。

routerisis[area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•各ルーティングプロセスに意味のある名前を付けて、複数
の IS-ISプロセスを特定するためのタグを設定します。タ
グが指定されていない場合、ヌルタグ（0）と想定され、
プロセスがヌルタグで参照されます。タグ名は、デバイス

のすべての IPルータプロセスで一意にする必要がありま
す。

デバイスに NETを設定します。netnetwork-entity-title

例：

Device(config-router)# net
49.0001.0000.0000.000b.00

ステップ 4   

• NETによって IS-ISのデバイスが特定されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

インターフェイスの IP ルーティングプロトコルとしての IS-IS の有効
化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipaddressip-addressmask[secondary]
5. iprouterisis[area-tag]
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypenumber

例：

ステップ 3   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressmask[secondary]

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.1.27 255.255.255.0

ステップ 4   

IS-ISを使用して IP情報を配信するようにインターフェイスの
IS-ISを有効にします（さらに、IS-ISは IS-IS隣接関係を確立す
るために使用される場合もあります）。

iprouterisis[area-tag]

例：

Device(config-if)# ip router isis
company1

ステップ 5   

•デバイスが所属する IS-ISプロセスを指定するには、
area-tag引数を使用します。

•デバイスに複数の IS-ISプロセスがある場合は、インター
フェイスごとに iprouterisisコマンドを繰り返して、各イ
ンターフェイスをそれが属する特定のプロセスに関連付け

るために各インターフェイスにエリアタグを指定します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   
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IS-IS の監視

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. isisdisplaydelimiter[returncount|charactercount]
4. exit
5. showipprotocols
6. showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber] [detail]
7. showclnsinterface[typenumber]
8. showclnsarea-tagneighbors[typenumber] [area] [detail]
9. showclnsarea-tagtraffic
10. showiproute [ip-address [mask]] [[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list [access-list-number |

access-list-name] | staticdownload]]
11. showisis[process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
12. showisisdatabaseverbose
13. showisislsp-log
14. showisis[area-tag] [ipv6 | *] spf-log
15. showisis[process-tag] [ipv6 | *]topology
16. showisis[area-tag]neighbors [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

複数のエリアから出力される表示を読みやすくするため

に、表示される情報を区切るために使用するデリミタを指

定します。

isisdisplaydelimiter[returncount|charactercount]

例：

Device(config)# isis display delimiter
return 3

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

アクティブルーティングプロトコルプロセスのパラメー

タと現在の状態を表示します。

showipprotocols

例：

Device# show ip protocols

ステップ 5   

•このコマンドを使用して、どのプロトコルがアクティ
ブになっているか、それらがどのインターフェイスで

アクティブになっているか、どのネットワークに関し

てそれらがルーティングされるか、およびルーティン

グプロトコルに関連する他のパラメータを学習する

ことができます。

IS-ISデバイスの隣接関係に関する IS-IS情報を表示しま
す。

showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber]
[detail]

例：

Device# show clans is-neighbors detail

ステップ 6   

各インターフェイスに関するCLNS固有の情報をリストし
ます。

showclnsinterface[typenumber]

例：

Device# show clns interface

ステップ 7   

ESネイバーと ISネイバーの両方を表示します。showclnsarea-tagneighbors[typenumber] [area]
[detail]

ステップ 8   

• showclnsneighborコマンドは、適切な隣接関係が確立
されているかを確認します。デバイスを設定する前例：

Device# show clns area3 neighbors
に、検証を容易にするために、どのネイバーが隣接関

係テーブルに含まれている必要があるかを示す隣接関

係のマトリックスを用意する必要があります。

トラフィック統計情報を表示します。showclnsarea-tagtraffic

例：

Device# show clns area3 traffic

ステップ 9   

ネットワーク全体に導入された IS-ISの安定性をモニタす
るには、showclnstrafficコマンドを入力して、重要な統計
情報（多数のSPF、チェックサムエラー、および再送信）
をチェックします。IS-ISの動作をトラブルシューティン
グする場合、showclnstrafficコマンドの出力を使用して次
のインジケータをチェックできます。
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目的コマンドまたはアクション

•リンクステートPDU（LSP）の数は、IS-ISネットワー
クの安定性を判断ために役立ちます。LSPの数はゼロ
ではない必要があります。ただし、短期間のうちに増

加しつづける LSPの数は、ネットワークに関する問
題を示しています。

• LSP再送信は少ない状態が維持される必要がありま
す。後で実行した showclnstrafficコマンドが、前に実
行したときと比べて LSP再送信の増加を示している
場合は、不安定になっているか、トラフィックに関す

る問題が発生している可能性があります。

•部分的なルート計算（PRC）についてチェックするに
は、showclnstrafficコマンドを入力します。トポロジ
に影響を与えない変更が LSPを介して報告されると
PRCがフラッディング状態になります。これらの一
般的な例としては、プレフィックスの追加/削除や、
外部またはパッシブインターフェイスのメトリック

の変更などがあります。PRC更新キューが長時間に
わたってフルのままであったり最大値に増加したりす

る場合は、ネットワークが不安定になっています。

• LSPチェックサムエラーは問題を示しています。

•更新キューは、フルでありつづけたり、大きく減少し
たりしない必要があります。

ルーティングテーブルの現在の状態を表示します。showiproute [ip-address [mask]]
[[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list

ステップ 10   

[access-list-number | access-list-name] |
staticdownload]]

例：

Device# show ip route 172.16.0.21

IS-ISデータベースに関する追加の情報を表示します。showisis[process-tag] database [level-1] [level-2]
[l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 11   

•レベル1とレベル2のリンクステートデータベース、
各 LSPのコンテンツ、およびリンクステートプロト
コル PDU IDを表示します。

例：

Device# show isis database detail

IS-ISデータベースに関する追加の情報（LSPのシーケン
ス番号、チェックサム、保持時間など）を表示します。

showisisdatabaseverbose

例：

Device# show isis database verbose

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

LSPのログ（発生時間、数、インターフェイス、LSPをト
リガーしたイベントなど）を表示します。

showisislsp-log

例：

Device# show isis lsp-log

ステップ 13   

デバイスが最短パス優先（SPF）の完全な計算を実行した
頻度と理由を表示します。

showisis[area-tag] [ipv6 | *] spf-log

例：

Device# show isis spf-log

ステップ 14   

•デバイスが SPF計算を実行しつづけて終了しない場
合は、ネットワーク（エリア内）の変更に関する問題

が存在する可能性があります。継続的なSPF計算の原
因は、アップ/ダウン/アップ/ダウンと遷移しつづける
相互接続リンクやメトリックの変更である場合があり

ます。ネットワークの変更が発生したときに SPF計
算が数分間実行されることは正常ですが、その後に終

了する必要があります。

すべてのエリア内の接続されたすべてのデバイスのリスト

を表示します。

showisis[process-tag] [ipv6 | *]topology

例：

Device# show isis topology

ステップ 15   

IS-IS隣接情報を表示します。showisis[area-tag]neighbors [detail]

例：

Device# show isis neighbors detail

ステップ 16   

• showisisneighbordetailコマンドは、適切な隣接関係が
確立されているかを確認します。デバイスを設定する

前に、検証を容易にするために、どのネイバーが隣接

関係テーブルに含まれている必要があるかを示す隣接

関係のマトリックスを用意する必要があります。

例

showisisneighborsコマンドを detailキーワードとともに入力すると、その出力によって、形成済
みの IS-IS隣接関係に関する情報が得られます。

Device1# show isis neighbors detail

System Id Type Interface IP Address State Holdtime Circuit Id
Device2 L2 Et1/0 10.1.1.0 UP 255 Circuit3.01
Area Address(es): 32
SNPA: aabb.cc00.2001
State Changed: 00:00:14
LAN Priority: 64
Format: Phase V
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トラブルシューティングのヒント

次の 2つのシステムデバッグコマンドを使用して IS-IS IPv4実装をチェックすることができま
す。

•隣接関係が正常にアップしない場合は、debug isis adj-packetsコマンドを使用します。

• IS-IS SPF計算時の重要なイベントのログを表示するには、debug isis spf-eventsコマンドを使
用します。

IS-IS ネットワークに変更を加えるための IS-IS のシャットダウン
IS-ISをシャットダウンする（管理上のダウン状態にする）ことで、設定パラメータを失うことな
く IS-ISプロトコル設定に変更を加えることができます。IS-ISは、インターフェイスレベルまた
はグローバル IS-ISプロセスレベルでシャットダウンできます。プロトコルがオフになっている
ときにデバイスが再起動すると、プロトコルは、通常、ディセーブル状態でアップします。プロ

トコルが管理上のダウン状態に設定されている場合、ネットワーク管理者は、プロトコル設定を

失うことなく IS-ISプロトコルを管理上オンにし、中間状態（多くの場合、望ましくない状態）を
経てプロトコルの動作を遷移させることなくプロトコル設定に一連の変更を加え、適切なタイミ

ングでプロトコルを再度イネーブルにすることができます。

「設定パラメータを保持する Integrated IS-ISプロトコルシャットダウンのサポート」の機能が導
入される前は、IS-ISの動作を中断させずにディセーブルにする方法はありませんでした。デバイ
スレベルで IS-ISをディセーブルにする唯一の方法は、norouterisisコマンドを発行することでし
たが、これにより IS-IS設定が削除されます。インターフェイスレベルでは、2つの方法で IS-IS
の動作をディセーブルにできます。noiprouterisisコマンドを入力して指定されたインターフェイ
スから IS-ISを削除するか、インターフェイスをパッシブモードにすることができます（このモー
ドでは、指定されたインターフェイスの IPアドレスが引き続きアドバタイズされます）。いずれ
の場合も、現在の IS-IS設定は削除されます。

インターフェイスモードでの IS-IS のシャットダウン

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. isisprotocolshutdown
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

ステップ 3   

指定されたインターフェイスで隣接関係を形成できないよう

にして、インターフェイスの IPアドレスをデバイスによっ
isisprotocolshutdown

例：

Device(config-if)# isis protocol
shutdown

ステップ 4   

て生成された LSPに配置するように IS-ISプロトコルをディ
セーブルにします。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

ルータモードでの IS-IS のシャットダウン

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. protocolshutdown
5. end

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
68

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルシャットダウンのサポートの設定
IS-IS ネットワークに変更を加えるための IS-IS のシャットダウン



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにして、IS-IS
プロセスを指定します。

routerisisarea-tag

例：

Device(config)# router isis 1

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

IS-ISがどのインターフェイスでも隣接関係を形成しないよ
うにし、実際に IS-IS設定を削除しないで IS-IS LSPデータ
ベースをクリアします。

protocolshutdown

例：

Device(config-router)# protocol
shutdown

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコル
シャットダウンのサポートの設定例

例：基本的な IS-IS ネットワークの設定
次に、IS-ISを IPルーティングプロトコルとして実行するように 3台のデバイスを設定する方法
を示します。
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デバイス A の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000a.00
interface ethernet0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ip router isis
interface serial 2/0
ip router isis
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0

デバイス B の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000b.00
interface ethernet0/0
ip router isis
ip address 172.17.1.1 255.255.255.0
interface serial2/0
ip router isis
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
interface serial5/0
ip router isis
ip address 172.21.1.1 255.255.255.0

デバイス C の設定

router isis
net 49.0001.0000.0000.000c.00
interface ethernet2/0
ip router isis
ip address 172.21.1.2 255.255.255.0
interface serial5/0
ip router isis
ip address 172.22.1.1 255.255.255.0

show isis topologyコマンドは、IS-ISネットワーク内でのデバイスの接続方法に関する次の情報を
表示します。

DeviceB# show isis topology

IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
DeviceA 10 DeviceA Se2/0 *HDLC*
DeviceB --
DeviceC 10 DeviceC Se5/0 *HDLC*
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
DeviceA 10 DeviceA Se2/0 *HDLC*
DeviceB --
DeviceC 10 DeviceC Se5/0 *HDLC*

showisisdatabaseコマンドは、IS-ISネットワーク内の各デバイスのレベル 1およびレベル 2 LSP
に関する情報を表示します。

DeviceB# show isis database

IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
DeviceA.00-00 0x00000005 0x1A1D 1063 0/0/0
DeviceB.00-00 * 0x00000006 0xD15B 1118 0/0/0
DeviceC.00-00 0x00000004 0x3196 1133 1/0/0
IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
DeviceA.00-00 0x00000008 0x0BF4 1136 0/0/0
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DeviceB.00-00 * 0x00000008 0x1701 1137 0/0/0
DeviceC.00-00 0x00000004 0x3624 1133 0/0/0

showiprouteコマンドは、IPアドレスを含む各デバイスのインターフェイスに関する情報と、それ
らのデバイス Bへの接続方法に関する情報を表示します。

DeviceB# show ip route

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route

Gateway of last resort is not set
172.17.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.17.1.0 is directly connected, Ethernet0/0
172.16.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.16.1.0 is directly connected, Serial4/0
172.21.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

C 172.21.1.0 is directly connected, Serial5/0
172.22.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

i L1 172.22.1.0 [115/20] via 172.21.1.2, Serial5/0
10.0.0.0/24 is subnetted, 1 subnets

i L1 10.1.1.0 [115/20] via 192.168.1.2, Serial2/0
C 192.168.1.0/24 is directly connected, Serial2/0
C 192.168.3.0/24 is directly connected, Serial3/0

showisisspf-logコマンドは、出現時間、期間、回数、LSPをトリガーしたイベントを含む、レベル
1およびレベル 2 LSPのログを表示します。

DeviceC## show isis spf-log

level 1 SPF log
When Duration Nodes Count First trigger LSP Triggers

00:01:30 0 3 7 DeviceB.00-00 PERIODIC NEWADJ NEWLSP TLVT
level 2 SPF log
When Duration Nodes Count First trigger LSP Triggers

00:01:31 0 3 7 DeviceB.00-00 PERIODIC NEWADJ NEWLSP TLVT

次の図に設定例を示します。

図 6：IS-IS ルーティング
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例：インターフェイスモードでの IS-IS のシャットダウン
次のデバイスの出力は、デバイスに IS-ISの隣接関係が 2つあることを示しています。

Device# show clns neighbors

System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
first Et3/1 0002.7dd6.1c21 Up 25 L1L2 IS-IS
second Et3/2 0004.6d25.c056 Up 29 L1L2 IS-IS

イーサネットインターフェイス 3/1に対して isisprotocolshutdownコマンドを入力すると、指定し
たインターフェイスの IS-ISプロトコルがディセーブルになります。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)#
Device(config-if)# isis protocol shutdown
Device(config-if)# end

次のデバイス出力は、イーサネットインターフェイス 3/1の隣接関係が形成されていないことを
示しています。

Device# show clns neighbors

System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
second Et3/2 0004.6d25.c056 Up 27 L1L2 IS-IS

例：ルータモードでの IS-IS のシャットダウン
次のデバイスの出力は、デバイスに IS-ISの隣接関係が 2つあることを示しています。

Device# show clns neighbors

System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
south Et3/1 0002.7dd6.1c21 Up 29 L1L2 IS-IS
north Et3/2 0004.6d25.c056 Up 28 L1L2 IS-IS

protocolshutdownコマンドを実行すると、IS-ISが無効になり、どのインターフェイスでも隣接関
係は形成されなくなります。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# router isis area1
Device(config-router)# protocol shutdown
Device(config-router)# end

次のデバイスの出力は、両方の隣接関係がなくなったことを示しています。

Device# show clns neighbors

System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol

noprotocolshutdownコマンドを実行すると、両方のインターフェイスで隣接関係が再び形成され
ます。

Device(config)# router isis area1
Device(config-router)# no protocol shutdown
Device(config-router)# end
Device# show clns neighbors
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System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
south Et3/1 0002.7dd6.1c21 Up 24 L1L2 IS-IS
north Et3/2 0004.6d25.c056 Up 24 L1L2 IS-IS

関連情報
•ネットワーク設計に合わせて IS-ISをカスタマイズするには、『Customizing IS-IS for Your
Network Design』モジュールを参照してください。

•高速コンバージェンスと拡張性を達成するために IS-ISをカスタマイズするには、次のモ
ジュールを参照してください。

•『IS-IS高速コンバージェンスの概要』

•『IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定』

•『IS-ISネットワークの障害検出時間の短縮』

•『IS-ISネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮』

•『Reducing Alternate-Path Calculation Times in IS-IS Networks』

• IS-ISのネットワークセキュリティを向上させるには、『IS-ISネットワークのセキュリティ
の強化』モジュールを参照してください。

設定パラメータを保持する Integrated IS-IS プロトコルの
シャットダウンのサポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」の
章

IS-ISの概念の概要

「IS-IS高速コンバージェンスの概要」の章高速コンバージェンスと拡張性のための IS-IS
のカスタマイズ
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標準

Title規格

—新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-IETF-IP-FORWARD-MIB

• CISCO-IETF-IP-MIB

RFC

タイトルRFC

『Use of OSI IS-IS for Routing in TCP/IP and Dual
Environments』

『Use of OSI IS-IS for Routing in TCP/IP and Dual
Environments』
（http://www.ietf.org/rfc/rfc1195.txt）

RFC 1195

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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Integrated IS-IS プロトコルのシャットダウンによる設定
パラメータの維持のサポートに関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 4：Integrated IS-IS プロトコルのシャットダウンによる設定パラメータの維持のサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

Integrated IS-ISプロトコルの
シャットダウンによる設定パラ

メータの維持機能によって、

IS-IS設定パラメータを削除す
ることなく、Integrated
Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルをインター
フェイスレベルまたはグロー

バル IS-ISプロセスレベルで無
効にすることができます。

Integrated IS-ISプロトコルの
シャットダウンによる設定パラ

メータの維持のサポート
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第 6 章

ネットワーク設計に合わせた IS-IS のカスタ
マイズ

この章では、使用しているネットワーク設計に合わせて Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）をカスタマイズするための任意の作業について説明します。ネットワークトラフィッ
クフローを最適化するには、メトリックを設定し、IS-ISのシステムタイプを指定し、アドレス
を集約し、デフォルトルートを生成して、グローバルデフォルトメトリックを設定します。

• 機能情報の確認, 77 ページ

• ネットワーク設計に合わせて IS-ISをカスタマイズするための前提条件, 78 ページ

• ネットワーク設計に合わせた IS-ISのカスタマイズに関する情報, 78 ページ

• ネットワーク設計に合わせた IS-ISのカスタマイズの設定例, 88 ページ

• その他の参考資料, 90 ページ

• ネットワーク設計に合わせた IS-ISのカスタマイズに関する機能情報, 91 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ネットワーク設計に合わせて IS-IS をカスタマイズするた
めの前提条件

•このモジュールの作業を実行する前に、『Integrated IS-ISRouting ProtocolOverview』モジュー
ルで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

• IPアドレッシングの概念を理解する必要があります。IPアドレッシングの詳細については、
『Cisco IOS XE IP Addressing Services Configuration Guide, Release 2』の「Configuring IPv4
Addresses」の章を参照してください。

• IS-ISを設定する前にネットワーク設計およびそれを経由するトラフィックのフロー方法を
知っておく必要があります。エリアを定義し、ルータのアドレッシング計画を作成し（Network
Entity Title（NET）の定義を含む）、Integrated IS-ISを実行するインターフェイスを判別しま
す。

• IS-ISが有効である必要があります。

ネットワーク設計に合わせた IS-IS のカスタマイズに関す
る情報

特定のパスを通過するトラフィックにプライオリティを付けるために、レベル 1またはレベル 2
ルーティング用の IS-ISメトリック値を設定することで、ネットワークトラフィックフローを強
化できます。指定したインターフェイスのメトリックコストを変更することでネットワークトラ

フィックフローをカスタマイズできます。すべての IS-ISリンクでは、メトリック 10がデフォル
トで使用されます。メトリック値が割り当てられる際に、このプロトコルでは、帯域幅、遅延な

どのリンク属性を自動的に組み込みません。宛先への合計コストは送信元から宛先までのパス上

にあるすべての発信インターフェイスのコストの合計です。最低コストのパスが優先されます。

マルチアクセスネットワークでは、IS-ISはマルチアクセス回線を表す擬似ノードとして機能する
ようにルータを選択します。選択されたルータは、代表中継システム（DIS）と呼ばれます。DIS
はネットワークで到達可能なルータをすべてリストした擬似ノード LSPを発行します。ネット
ワーク上の各ルータは、非疑似ノード LSPの到達可能性を DISにアドバタイズします。これによ
り、アドバタイズする必要のある情報の量が減ります。DISはネットワーク上で実行されている
各レベル、たとえば、レベル1とレベル2の両方で選択されます。デフォルトでは、すべてのルー
タが DISとして選出されるにあたって同じプライオリティを持ちます。各ルータのインターフェ
イスが持つネットワークへのMACアドレスがタイブレイカーとして使用されます。すべてのルー
タが同じプライオリティを持つ場合、ネットワークにルータの追加や削除を行うと、DISが変わ
ることがあります。この変化は、DISとして機能させるルータに高プライオリティを割り当てる
ことによって防止できます。プライオリティは、レベル1およびレベル2で個別に設定できます。
デフォルトでは、プライオリティは 64です。0～ 127の範囲でプライオリティを設定できます。

IS-ISルーティングテーブル内でサマライズされた（集約）アドレスを表すために、サマリーア
ドレスを設定できます。このプロセスをルート集約と呼びます。サマリーアドレスを使用する
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と、アドバタイズする必要のある情報の量が削減され、必要な更新の頻度が下がるため、拡張性

やネットワークの安定性を向上できます。たとえば、単一のルートフラップは、おそらくサマ

リーアドバタイズメントのフラップを招きません。サマリーアドレスを使用する場合は、ルー

ティングが最適ではない可能性があるという欠点があります。たとえば、サマリーアドレスを使

用して扱われる特定の宛先へのパスは、すべての個別アドレスがアドバタイズされる場合と比べ

て長くなることがあります。サマリーアドレスは、1つのレベル 1エリアからレベル 2のサブド
メインへのルートを集約するために使用するケースが一般的です。1つのサマリーアドレスに、
特定のレベルのアドレスグループを複数含めることができます。他のルーティングプロトコルか

ら学習したルートも集約できます。サマリーをアドバタイズするために使用するメトリックは、

より詳細なすべてのルートのうち最も小さいメトリックです。

IS-ISルーティングドメインへのルートの再配布を明確に設定しても、デフォルトでは Cisco IOS
XEソフトウェアが IS-ISルーティングドメインにデフォルトルートを再配布することはありませ
ん。デフォルトルートをアドバタイズするには、default-information originateコマンドを使用す
る必要があります。このコマンドを使用すると、ルータはデフォルトルートをアドバタイズしま

す。デフォルトルートのアドバタイズメントは、ルートマップを使用して条件付きにすることが

できます。ルートマップを使用して、デフォルトルートが通知されるレベルや、デフォルトでな

い特定のプレフィックスを到達可能にする必要があるかどうかなどを識別できます。

Cisco IOS XEソフトウェアでは、すべてのアクティブインターフェイスに対して IS-ISのデフォ
ルトのメトリック値は 10です。インターフェイスがパッシブであれば、デフォルト値はゼロで
す。アクティブインターフェイスのメトリック値を 1つずつ変更するのではなく、すべてのイン
ターフェイスで使用する別のデフォルトメトリック値を設定できます。IS-ISの元のデフォルト
メトリック10が設定されていたすべてのインターフェイスは、新しいデフォルト値で設定されま
す。この機能によって、すべての IS-ISインターフェイスの値をグローバルに設定することがユー
ザにとって簡単になるだけでなく、メトリック値を変更するためにインターフェイスを個別に設

定するときに発生するエラーを防ぐことにもなります。たとえば、ユーザが設定されたメトリッ

クを 1つのインターフェイスから除去し、その結果デフォルトのメトリック値 10を復元すること
があります。これにより、おそらくは意図せずにこのインターフェイスをネットワーク内で大い

に優先されるインターフェイスにしてしまいます。誤ったインターフェイスでこのような事態が

発生することは、ネットワーク全体で望ましくないパスにトラフィックを再ルーティングするこ

とを意味します。
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インターフェイスレベルでの IS-IS ネットワーク設計の強化

IS-IS リンクステートメトリックの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypename
4. isismetricdefault-metric [level-1 | level-2]
5. end
6. showisis[process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interfacetypename

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスのメトリックを設定します。isismetricdefault-metric [level-1 | level-2]

例：

Router(config-if)# isis metric 15
level-1

ステップ 4   

メトリックはすべてのインターフェイスで設定す

ることを強くお勧めします。これを行わないと、

すべてのリンクが同じコストになり、ネットワー

ク内のあらゆるノードに到達するためのコストが

論理的にホップ数と同じになります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisis[process-tag] database [level-1]
[level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 6   

•各LSPとリンクステートデータベースの情報を表示す
るには、detailキーワードを入力します。例：

Router# show isis database detail

IS-IS の代表中継システムの優先順位付け

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypename
4. isisprioritynumber-value [level-1 | level-2]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interfacetypename

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 0/3/0

ステップ 3   

代表ルータの選定に使用されるプライオリティを設定

します。

isisprioritynumber-value [level-1 | level-2]

例：

Router(config-if)# isis priority 2
level-1

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

ルータレベルでの IS-IS ネットワーク設計の強化

IS-IS ルータでのレベル 1 およびレベル 2 の運用の制限

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. is-type {level-1 | level-1-2 | level-2-only}
5. end
6. showisis[ipv6] [*] topology[level-1] [level-2]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにします。routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis 1

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスのルーティングレベル
を設定します。

is-type {level-1 | level-1-2 |
level-2-only}

例：

Router(config-router)# is-type
level-1

ステップ 4   

デフォルトでは、Cisco IOS XEソフトウェアによって、
IS-ISルータのレベル 1とレベル 2の両方の処理がイネー
ブルになります。ルータをエリアルータとしてのみ機能

（レベル 1）させるか、またはバックボーンルータとし
てのみ機能（レベル 2）させることを指定するには、
is-typeコマンドを使用します。ルータをレベル 1、レベ
ル 2、またはレベル 1および 2として機能するように指
定すると、ネットワーク設計を合理化できます。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

（任意）すべてのエリアのすべての接続済みルータのリストを表

示します。

showisis[ipv6] [*] topology[level-1]
[level-2]

例：

Router# show isis topology
level-1

ステップ 6   

•このルータが属しているエリア内のすべてのレベル 1または
レベル 2ルータへのパスを確認するには、それぞれ level-1ま
たは level-2のキーワードを指定します。
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例

次の例は、デュアル CLNS-IPネットワーク内のルータに対して showisistopologyコマンドを実行
した場合の出力例です。この例では、オプションのキーワードの level-1と level-2のどちらも指定
されていないため、レベル 1とレベル 2の両方のルータの情報が表示されます。

Router# show isis topology
Tag L2BB:
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.0005 --
0000.0000.0009 10 0000.0000.0009 Tu529 *Tunnel*
0000.0000.0017 20 0000.0000.0009 Tu529 *Tunnel*
0000.0000.0053 30 0000.0000.0009 Tu529 *Tunnel*
0000.0000.0068 20 0000.0000.0009 Tu529 *Tunnel*
Tag A3253-01:
IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.0003 10 0000.0000.0003 FE1/0/0 0000.0c03.6944
0000.0000.0005 --
0000.0000.0053 10 0000.0000.0053 FE1 /0/0 0060.3e58.ccdb

IS-IS ルーティングテーブルでのアドレス範囲の集約

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. summary-addressaddressmask{level-1 | level-1-2 | level-2}[tag tag-number] [metric metric-value]
5. end
6. showisisdatabaseverbose

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにし
ます。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis 1

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-addressaddressmask{level-1 |
level-1-2 | level-2}[tag tag-number] [metric
metric-value]

ステップ 4   

複数のアドレスグループを特定のレベルに集約で

きます。他のルーティングプロトコルから学習し

たルートも集約できます。サマリーをアドバタイ

ズするために使用するメトリックは、より詳細な

すべてのルートのうち最も小さいメトリックで

す。このコマンドは、ルーティングテーブルの容

量縮小に有効です。

（注）

例：

Router(config-router)#
summary-address 10.1.0.0 255.255.0.0
level-2

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

（任意）IS-ISデータベースに関する詳細情報を表示しま
す。

showisisdatabaseverbose

例：

Router# show isis database verbose

ステップ 6   

IS-IS のデフォルトルートの生成

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. default-informationoriginate [route-map map-name]
5. end
6. showiproute
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブル
にします。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis 1

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

デフォルトルートを IS-ISルーティングドメインに生
成します。

default-informationoriginate [route-map
map-name]

例：

Router(config-router)#
default-information originate

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

（任意）ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。

showiproute

例：

Router# show ip route

ステップ 6   
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IS-IS のデフォルトメトリックの設定

isis metricコマンドを実行して特定のインターフェイスにメトリックを設定済みである場合、
その特定のインターフェイスに設定されたメトリックは、metricコマンドで設定されたデフォ
ルトよりも優先します。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. metricdefault-value[level-1 | level-2]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにしま
す。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis 1

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

すべての IS-ISインターフェイスに対して新しいデフォルトメ
トリック値をグローバルに設定します。

metricdefault-value[level-1 | level-2]

例：

Router(config-router)# metric 25
level-2

ステップ 4   

•例に示している 25という値は、レベル 2の IS-ISインター
フェイスだけに適用されます。level-1または level-2とい
うキーワードを入力しなかった場合は、メトリックはレベ

ル 1とレベル 2の両方の IS-ISインターフェイスに適用さ
れます。
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

ネットワーク設計に合わせた IS-IS のカスタマイズの設定
例

IPv4 用のグローバルデフォルトメトリックの設定例
次の area1という名前の IS-ISルーティングプロセスの設定例では、IS-ISインターフェイスに対
するグローバルデフォルトメトリックに 111を設定しています。

interface gigabitethernet3/1/0
ip address 172.16.10.2 255.255.0.0
ip router isis area1
no ip route-cache
duplex half
!
interface gigabitethernet3/2/0
ip address 192.168.242.2 255.255.255.0
ip router isis area1
no ip route-cache
duplex half
router isis area1
net 01.0000.0309.1234.00
metric-style wide
metric 111

次の例では、show clns interfaceコマンドを使用して、レベル 1およびレベル 2の両方のインター
フェイスの IS-IS IPv4インターフェイスメトリックに、新しいデフォルトメトリック値の 111が
割り当てられていることを確認します。

Router# show clns interface
GigabitEthernet3/1/0 is up, line protocol is up
Checksums enabled, MTU 1497, Encapsulation SAP
ERPDUs enabled, min. interval 10 msec.
CLNS fast switching enabled
CLNS SSE switching disabled
DEC compatibility mode OFF for this interface
Next ESH/ISH in 39 seconds
Routing Protocol: IS-IS
Circuit Type: level-1-2
Interface number 0x0, local circuit ID 0x1
Level-1 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.01
Level-1 IPv6 Metric: 10
Number of active level-1 adjacencies: 0
Level-2 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.01
Level-2 IPv6 Metric: 10
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Number of active level-2 adjacencies: 0
Next IS-IS LAN Level-1 Hello in 922 milliseconds
Next IS-IS LAN Level-2 Hello in 1 seconds

GigabitEthernet3/2/0 is up, line protocol is up
Checksums enabled, MTU 1497, Encapsulation SAP
ERPDUs enabled, min. interval 10 msec.
CLNS fast switching enabled
CLNS SSE switching disabled
DEC compatibility mode OFF for this interface
Next ESH/ISH in 20 seconds
Routing Protocol: IS-IS
Circuit Type: level-1-2
Interface number 0x1, local circuit ID 0x2
Level-1 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.02
Level-1 IPv6 Metric: 10
Number of active level-1 adjacencies: 1
Level-2 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.02
Level-2 IPv6 Metric: 10
Number of active level-2 adjacencies: 1
Next IS-IS LAN Level-1 Hello in 2 seconds
Next IS-IS LAN Level-2 Hello in 1 seconds

次の例では、isis metricコマンドを実行して、10というメトリック値を割り当てます。isis metric
コマンドで GigabitEthernetインターフェイス 3/1/0に設定したメトリック値が、先に metricコマ
ンドで設定したメトリック値よりも優先されています。

interface GigabitEthernet3/1/0
ip address 172.30.10.2 255.255.0.0
ip router isis area1
no ip route-cache
duplex half
isis metric 10
!
interface GigabitEthernet3/2/0
ip address 192.168.224.2 255.255.255.0
ip router isis area1
no ip route-cache
duplex half
router isis area1
net 01.0000.0309.1234.00
metric-style wide
metric 111

showclns interfaceコマンドを実行すると、ルータの出力でそのインターフェイスに10という IS-IS
IPv4メトリック値が割り当てられたことを確認できます。

Router# show clns interface
GigabitEthernet3/1/0 is up, line protocol is up
Checksums enabled, MTU 1497, Encapsulation SAP
ERPDUs enabled, min. interval 10 msec.
CLNS fast switching enabled
CLNS SSE switching disabled
DEC compatibility mode OFF for this interface
Next ESH/ISH in 53 seconds
Routing Protocol: IS-IS
Circuit Type: level-1-2
Interface number 0x0, local circuit ID 0x1
Level-1 Metric: 10, Priority: 64, Circuit ID: mekong.01
Level-1 IPv6 Metric: 10
Number of active level-1 adjacencies: 0
Level-2 Metric: 10, Priority: 64, Circuit ID: mekong.01
Level-2 IPv6 Metric: 10
Number of active level-2 adjacencies: 0
Next IS-IS LAN Level-1 Hello in 4 seconds
Next IS-IS LAN Level-2 Hello in 4 seconds

GigabitEthernet3/2/0 is up, line protocol is up
Checksums enabled, MTU 1497, Encapsulation SAP
ERPDUs enabled, min. interval 10 msec.
CLNS fast switching enabled
CLNS SSE switching disabled
DEC compatibility mode OFF for this interface
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Next ESH/ISH in 30 seconds
Routing Protocol: IS-IS
Circuit Type: level-1-2
Interface number 0x1, local circuit ID 0x2
Level-1 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.02
Level-1 IPv6 Metric: 10
Number of active level-1 adjacencies: 1
Level-2 Metric: 111, Priority: 64, Circuit ID: mekong.02
Level-2 IPv6 Metric: 10
Number of active level-2 adjacencies: 1
Next IS-IS LAN Level-1 Hello in 2 seconds
Next IS-IS LAN Level-2 Hello in 922 milliseconds

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」の
章

Integrated IS-ISのコンセプト情報の概要と各
IS-ISモジュールへのリンク

『Cisco IOS IPv6 XE Configuration Guide, Release
2』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic
Connectivity」の章

IPv6の設定

『Cisco IOS XE IPv6 Configuration Guide , Release
2』の「Implementing IS-IS for IPv6」の章

IPv6ネットワークの IS-ISプロトコルの設定

「IS-IS高速コンバージェンスの概要」の章高速コンバージェンスと拡張性のための IS-IS
のカスタマイズ

「IS-ISネットワークでのセキュリティの強化」
の章

IS-ISネットワークでのセキュリティの強化

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

sRFC 1195

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

ネットワーク設計に合わせた IS-IS のカスタマイズに関す
る機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：ネットワーク設計に合わせた IS-IS のカスタマイズに関する機能情報

機能情報リリース機能名

Integrated IS-ISのグローバルデ
フォルトメトリック機能を使

用すると、インターフェイスの

グローバルな IS-ISデフォルト
メトリックを変更できるため、

インターフェイスのメトリック

値を1つずつ変更する必要がな
くなります。元の IS-ISデフォ
ルトメトリック値である 10が
指定されているすべてのイン

ターフェイスが、新しいグロー

バルデフォルト値に設定され

ます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

この機能により、metric,
routerisisコマンドが変更され
ました。

Cisco IOS XE Release 2.1Integrated IS-ISのグローバルデ
フォルトメトリック
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第 7 章

セグメントルーティング：IS-IS v4 ノード
SID

セグメントルーティング：ISIS v4ノード SID機能は、IS-ISネットワークでのセグメントルー
ティングのサポートを提供します。

• IS-IS v4ノードのセグメントルーティングに関する情報, 93 ページ

• セグメントルーティングの設定方法：IS-IS v4ノード SID, 94 ページ

• セグメントルーティングの設定例：IS-IS v4ノード SID, 99 ページ

• その他の参考資料, 100 ページ

• セグメントルーティングの機能情報：IS-IS v4ノード SID, 101 ページ

IS-IS v4 ノードのセグメントルーティングに関する情報

IS-IS v4 ノード SID のセグメントルーティング
セグメントルーティング（SR）は、パケットが辿るパスをパケット自体にエンコードする手法で
す。厳密でない送信元ルーティングや厳密な送信元ルーティングと同様に、セグメントルーティ

ング内でパケットが辿るパスは、パケット自体にエンコードされます。セグメントルーティング

は、シスコの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）および Open Shortest Path First
（OSPF）プロトコルのいくつかの拡張機能に依存しています。
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セグメントルーティングの設定方法：IS-IS v4 ノード SID

セグメントルーティングの設定

はじめる前に

セグメントルーティングをサポートするように IS-ISを設定する前に、最初にグローバルコンフィ
ギュレーションモードでセグメントルーティング機能を設定する必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. segment-routing mpls
4. connected-prefix-sid-map
5. address-family ipv4
6. 1.1.1.1/32 100

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device# enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

mplsデータプレーンを使用してセグメント機能を
有効にします。

segment-routing mpls

例：

Device(config-sr)# segment-routing mpls

ステップ 3   

ローカルプレフィックスと SIDのアドレスファミ
リ固有のマッピングを設定できるサブモードを開始

します。

connected-prefix-sid-map

例：

Device(config-srmpls)#
connected-prefix-sid-map

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

IPVersion4アドレスプレフィックスを指定します。address-family ipv4

例：

Device(config-srmpls-conn)# address-family
1.1.1.1/32 100 range 1

ステップ 5   

SID 100にアドレス 1.1.1.1/32を関連付けます。1.1.1.1/32 100

例：

Device(config-srmpls-conn-af)# 1.1.1.1/32
100

ステップ 6   

IS-IS ネットワークでのセグメントルーティングの設定

はじめる前に

IS-ISネットワークでセグメントルーティングを設定するには、その前にネットワークで IS-ISを
イネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. router isis
2. net network-entity-title
3. metric-style wide
4. segment-routing mpls
5. exit
6. show isis segment-routing state

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにし、ルー
タコンフィギュレーションモードを開始します。

router isis

例：

Device(config-if)# router isis

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングインスタンスの Network Entity Title
（NET）を設定します。

net network-entity-title

例：

Device(config-router)# net
49.0000.0000.0003.00

ステップ 2   

ワイドリンクmetric-style wide

例：

Device(config-router)# metric-style wide

ステップ 3   

メトリックだけを生成および受け入れるようにデバイ

スを設定します。

セグメントルーティングの動作状態を設定します。segment-routing mpls

例：

Device(config-router)# segment-routing
mpls

ステップ 4   

セグメントルーティングモードを終了し、コンフィ

ギュレーション端末モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 5   

（任意）IS-ISセグメントルーティングの現在の状態
を表示します。

show isis segment-routing state

例：

Device# show is-is segment-routing state

ステップ 6   

次の例は、IS-ISのセグメントルーティングに対する show isis segment-routing stateコマンドからの
出力を表しています。

Device# show isis segment-routing

ISIS protocol is registered with MFI
ISIS MFI Client ID:0x63
Tag 1 - Segment-Routing:

SR State:SR_ENABLED
Number of SRGB:1
SRGB Start:16000, Range:8000, srgb_handle:0x4500AED0, srgb_state: created
Address-family IPv4 unicast SR is configured
Operational state:Enabled

IS-IS のプレフィックス SID の設定
ここでは、各インターフェイスでプレフィックスセグメント ID（SID）を設定する方法について
説明します。
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はじめる前に

セグメントルーティングを対応するアドレスファミリでイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface Loopbackinterface-instanceinterface-type
4. address-family { ipv4 | ipv6 } [ unicast ]
5. prefix-sid indexindex-value [ n-flag-clearlevel ] [ explicit-null ]
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：

Device# enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスループバックとインターフェイ

スタイプを指定します。

interface Loopbackinterface-instanceinterface-type

例：

Device(config)# interface loopback0 passive

ステップ 3   

IPv4または IPv6アドレスファミリを指定して、
ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family { ipv4 | ipv6 } [ unicast ]

例：

Device(config-if)# address-family ipv4
unicast

ステップ 4   

インターフェイスのプレフィックスSIDインデック
スを設定します。

prefix-sid indexindex-value [ n-flag-clearlevel ] [
explicit-null ]

例：

Device(config-if-af)# prefix-sid index 1001
[n-flag-clear] [explicit-null]

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

セグメントルーティングモードを終了し、コンフィ

ギュレーション端末モードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 6   

プレフィックス属性 N-flag-clear の設定
デフォルトでは、ループバックアドレスに関連付けられたSIDをアドバタイズするときに、IS-IS
によってN-flagと呼ばれるフラグが設定されます。.このフラグをクリアするには、明示的な設定
を追加します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interface loopback0
4. isis prefix-attributes n-flag-clear {Level-1|Level-2}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device# enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションサブ

モードを開始します。

interface loopback0

例：

Device(config)# interface loopback0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

プレフィックス SID属性の N-flagを明示的にクリ
アします。

isis prefix-attributes n-flag-clear {Level-1|Level-2}

例：

Device(config-if)# isis prefix-attributes
n-flag-clear level-1

ステップ 4   

セグメントルーティングの設定例：IS-IS v4 ノード SID

例：IS-IS ネットワークでのセグメントルーティングの設定
次に、デフォルト以外の SRGBモードでセグメントルーティングを設定する方法の例を示しま
す。

enable
configure terminal
segment-routing mpls
global-block 20000 24999
!
connected-prefix-sid-map
address-family ipv4
1.1.1.1/32 100 range 1
exit-address-family
!
router isis
net 49.1111.1111.1111.00
metric-style wide
segment-routing mpls

例：プレフィックス属性 n-flag-clear の設定
次に、インターフェイス loopback3のプレフィックス属性 n-flag-clearを設定する例を示します。
Device(config)# interface loopback3
Device(config-if)# isis prefix n-flag-clear Clear N-flag
Device(config-if)# isis prefix n-flag-clear
Device(config-if)# isis prefix n-flag-clear
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/
mcl/allreleasemcl/all-book.html

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing ISIS commands』http://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/
allreleasemcl/all-book.html

IPルーティング ISISコマンド

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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セグメントルーティングの機能情報：IS-IS v4 ノード SID
表 6：ISIS セグメントルーティングの機能情報

機能情報リリース機能名

セグメントルーティング：ISIS
v4ノード SID機能は、IS-IS
ネットワークでのセグメント

ルーティングのサポートを提供

します。

次のコマンドが導入または変更

されました。isis
prefix-attributes n-flag-clear、
isis segment-routing、show isis
segment-routing state

Cisco IOS XE Release 3.16Sセグメントルーティング：

IS-IS v4ノード SID
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第 8 章

IS-IS の MIB

この機能によって、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートルーティ
ングプロトコルに対するMIBのサポートが導入されます。IS-ISは、主要なサービスプロバイ
ダーによってリンクステートルーティングプロトコルとして選択され、使用されています。IS-IS
のMIB機能を使用すると、サービスプロバイダーにおいて、MIBオブジェクトを使用して IS-IS
ネットワークの状態の変化を継続的に監視し、プロトコルパラメータに関する情報を収集して、

認証エラーや中継システム（IS）間でのエリアアドレスの不一致などの重要なプロトコルイベ
ントの発生時にシグナルを送信する通知オブジェクトをトラップする機能が向上します。ネット

ワークマネージャは、IS-ISのMIBオブジェクトおよびトラップオブジェクトによって収集し
たプロトコル情報を使用して、ネットワーク全体のパフォーマンスの監視と改善に役立つ統計情

報を生成することができます。

• 機能情報の確認, 103 ページ

• IS-IS MIBの前提条件, 104 ページ

• IS-IS MIBの制約事項, 104 ページ

• IS-IS MIBに関する情報, 104 ページ

• IS-IS MIBを有効にする方法, 116 ページ

• IS-ISのMIBの設定例, 123 ページ

• 次の作業, 123 ページ

• その他の参考資料, 124 ページ

• IS-IS MIBの機能情報, 125 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IS-IS MIB の前提条件
•通知（トラップ）の設定またはSNMPGET操作を行うには、簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）を事前にイネーブルにする必要があります。

•ルータで IS-ISが設定されている必要があります。

IS-IS MIB の制約事項
•この機能によって導入されるすべての拡張機能は、CiscoプライベートMIB
CISCO-IETF-ISIS-MIB.myによってのみ提供されます。

• SNMP SET機能は、IS-IS MIBオブジェクトではサポートされていません。読み取り/作成ア
クセス権または読み取り/書き込みアクセス権のあるオブジェクトは、読み取り専用としての
み動作するものと想定されます。

•この機能は IS-ISの複数のインスタンスではサポートされていません。

IS-IS MIB に関する情報

Cisco IS-IS MIB テーブルオブジェクトの定義
IS-IS MIB機能により、シスコ独自のMIB CISCO-IETF-ISIS-MIB.myを構成する IS-IS MIBテーブ
ルエントリ、MIBオブジェクト、およびMIBトラップ通知オブジェクトを使用した IS-ISルー
ティングプロトコルのネットワーク管理サポートを導入できます。IS-IS MIBオブジェクトの
SNMP通知をイネーブルにするために、新しい CLIが追加されています。通知は、IS-ISネット
ワークのエラーやその他の重大イベント情報のために提供されます。

SNMP通知を受信するように IS-IS MIBを設定する方法の詳細については、IS-IS MIBを有効にす
る方法, （116ページ）を参照してください。

ciiManAreaAddrEntryテーブルには、IS用に手動で設定された一連のエリアアドレスが含まれま
す。ciiManAreaAddrEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiManAreaAddr

• ciiManAreaAddrExistState
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ciiAreaAddrEntryテーブルは、ISが生成またはレベル 1ルーティングを介して到達可能な他の IS
から受信したすべてのレベル 1リンクステートパケット（LSP）で報告される一連の関連エリア
アドレスをグループ化します。

各エントリには、LSPごとに 1つのエリアアドレスが含まれます。ciiAreaAddrEntryテーブルは、
次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiAreaAddr

ciiSysProtSuppEntryテーブルには、ISによってサポートされている、手動で設定された一連のプ
ロトコルが含まれます。サポートされているプロトコルタイプは、IPv4、IPv6、および ISO8473
です。ciiSysProtSuppEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiSysProtSuppProtocol

• ciiSysProtSuppExistState

ciiSummAddrEntryテーブルには、ISSによって送信される集約された IP TLVを形成するために使
用される、手動で設定されたサマリーアドレスが含まれます。このテーブルは、IP到達可能性ア
ナウンスの結合および修正や、L2へのL1ルートのリークの制御に役立ちます。ciiSummAddrEntry
テーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiSummAddressType

• ciiSummAddress

• ciiSummAddrPrefixLen

• ciiSummAddrExistState

• ciiSummAddrMetric

• ciiSummAddrFullMetric

ciiRedistributeAddrEntryテーブルは、ルートをL2からL1にリークする必要があるかどうかを決定
するための基準を提供します。ドメイン全体のプレフィックスのリークがイネーブルになってい

る（ciiSysL2toL1Leakingで表される）場合は、テーブルのサマリーマスクに一致するアドレスが
ルータによって L1でアナウンスされます。シスコのMIBの実装により、設定済みのアクセスリ
ストまたはルートマップに基づくマスクされたエントリのルートの検索も可能になります。

ciiRedistributeAddrEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiRedistributeAddrType

• ciiRedistributeAddrAddress

• ciiRedistributeAddrPrefixLen

• ciiRedistributeAddrExistState

ciiRouterEntryテーブルはすべてのピアに関して 1つずつエントリを持ち、そのピアに関連付けら
れたホスト名とルータ IDを追跡します。ciiRouterEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定
義します。

• ciiRouterSysID

• ciiRouterLevel
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• ciiRouterHostName

• ciiRouterID

IS-ISMIBは、ciiRouterLevelオブジェクトが ISのレベルであることを定義します。シスコの実
装では、ciiRouterLevelオブジェクトが、ホスト名（ciiRouterHostName）とルータ ID
（ciiRouterID）を受信したリンクステートパケット（LSP）のレベルであると解釈されます。

（注）

ciiSysLevelEntryテーブルは、ISに関するレベル固有の情報をキャプチャします。この情報には、
LSPの生成方法、SPF計算のメトリック、およびこのレベルでトラフィックエンジニアリングを
実行するかどうかの決定を制御するパラメータが含まれます。

ciiSysLevelEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiSysLevelIndex

• ciiSysLevelOrigLSPBuffSize

• ciiSysLevelMinLSPGenInt

• ciiSysLevelOverloadState

• ciiSysLevelSetOverload

• ciiSysLevelSetOverloadUntil

• ciiSysLevelMetricStyle

• ciiSysLevelSPFConsiders

• ciiSysLevelTEEnabled

ciiSysLevelOverloadState MIBオブジェクトについては、Cisco MIBは、将来の IETFドラフト
MIBリビジョンに基づいた IS状態遷移の正しい解釈に従います。draft-ietf-isis-wg-16.txtは、
ISO 10589:2002の定義に正しく従っていませんでした。ISO 10589:2002の定義に基づいて、低
メモリリソース条件に関して待機状態が定義されており、管理者によって過負荷状態がイネー

ブルにされます。さらに、シスコの実装では、低メモリでの待機状態への遷移はサポートされ

ていません。

（注）

ciiCircEntryテーブルには、この IS-ISで使用される各ブロードキャストまたはポイントツーポイ
ントインターフェイスに関する回線固有の情報が含まれます。各エントリは、回線タイプに基づ

いて、対応するインターフェイス（ブロードキャストインターフェイスまたはポイントツーポイ

ントインターフェイス）と関連付けられます。つまり、ブロードキャストまたはポイントツーポ

イントとして設定されたインターフェイスのみポーリング可能です。シスコの IS-IS MIBの実装
では、回線タイプstaticIn、staticOut、およびdA（動的割り当て）はサポートされません。ciiCircEntry
テーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiCircIndex

• ciiCircIfIndex
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• ciiCircIfSubIndex

• ciiCircAdminState

• ciiCircExistState

• ciiCircType

• ciiCircExtDomain

• ciiCircLevel

• ciiCircPassiveCircuit

• ciiCircMeshGroupEnabled

• ciiCircMeshGroup

• ciiCircSmallHellos

• ciiCircLastUpTime

• ciiCirc3WayEnabled

• ciiCircExtendedCircID

externalDomainリンクがCisco IOSソフトウェアでサポートされていないため、ciiCircExtDomain
MIBテーブルオブジェクトは実装されません。

（注）

ciiCircTableの外部で定義される ciiNextCircIndexオブジェクトは、SET操作によって一意のイン
デックス値を ciiCircIndexに割り当てるために使用されます。現時点では SET機能がサポートさ
れていないため、シスコのMIBの実装では、このオブジェクトは実装されません。また、
ciiCircIndexは、設定済みのインターフェイスからのデータによって一意に決定されます。

ciiCircLevelEntryテーブルには、IS-IS回線に関するレベル固有の情報が含まれます。ciiCircLevelEntry
テーブルには、次のMIBオブジェクトが含まれます。

• ciiCircLevelIndex

• ciiCircLevelMetric

• ciiCircLevelWideMetric

• ciiCircLevelISPriority

• ciiCircLevelIDOctet

• ciiCircLevelID

• ciiCircLevelDesIS

• ciiCircLevelHelloMultiplier

• ciiCircLevelHelloTimer

• ciiCircLevelDRHelloTimer

• ciiCircLevelLSPThrottle

• ciiCircLevelMinLSPRetransInt
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• ciiCircLevelCSNPInterval

• ciiCircLevelPartSNPInterval

ciiSystemCounterEntryテーブルは、カウンタを使用してシステム全体のイベントを追跡するために
使用される一連のエントリを持ちます。ciiSystemCounterEntryテーブルは、次のMIBオブジェク
トを定義します。

• ciiSysStatLevel

• ciiSysStatCorrLSPs

• ciiSysStatAuthTypeFails

• ciiSysStatAuthFails

• ciiSysStatLSPDbaseOloads

• ciiSysStatManAddrDropFromAreas

• ciiSysStatAttmptToExMaxSeqNums

• ciiSysStatSeqNumSkips

• ciiSysStatOwnLSPPurges

• ciiSysStatIDFieldLenMismatches

• ciiSysStatPartChanges

• ciiSysStatSPFRuns

• ciiSysStatLSPErrors

現時点ではパーティションの変化を検出する機能が Cisco IOSソフトウェアでサポートされて
いないため、ciiSysStatPartChangesオブジェクトは実装されません。

（注）

ciiCircuitCounterEntryテーブルは、回線やレベルに固有のシステム全体のイベントを追跡するため
に使用されます。ciiCircuitCounterEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiCircuitType

• ciiCircAdjChanges

• ciiCircNumAdj

• ciiCircInitFails

• ciiCircRejAdjs

• ciiCircIDFieldLenMismatches

• ciiCircMaxAreaAddrMismatches

• ciiCircAuthTypeFails

• ciiCircAuthFails

• ciiCircLANDesISChanges
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回線の初期化の失敗が Cisco IOSソフトウェアによって追跡されないため、ciiCircInitFails MIB
オブジェクトはデータを返しません。

（注）

ciiPacketCounterEntryテーブルは、1つのレベルの回線を介して送受信される IS-ISパケットの数
を追跡します。常に、一方の方向のトラフィックフローが記録されます。このテーブルで定義さ

れるオブジェクトはすべてカウンタオブジェクトです。ciiPacketCounterEntryテーブルは、次の
MIBオブジェクトを定義します。

• ciiPacketCountLevel

• ciiPacketCountDirection

• ciiPacketCountIIHellos

• ciiPacketCountISHellos

• ciiPacketCountESHellos

• ciiPacketCountLSPs

• ciiPacketCountCSNPs

• ciiPacketCountPSNPs

• ciiPacketCountUnknowns

ciiPacketCountISHellosMIBオブジェクトは、レベルごとまたは回線ごとではなくシステムごと
にのみ End System-Intermediate System（ES-IS）helloの数を追跡します。

（注）

• ciiPacketCountESHellosMIBオブジェクトは、レベルごとまたは回線ごとではなくシステムご
とにのみ End System（ES）helloの数を追跡します。

• ciiPacketCountUnknowns MIBオブジェクトは、特定のレベルで受信（送信ではなく）された
未知のパケットタイプのみを追跡できます。

ciiISAdjEntryテーブルは、ISへのすべての隣接関係に関して 1つずつ、その隣接関係に関連付け
られたエントリを持ちます（つまり、隣接関係のテーブル）。

ただし、各隣接関係が 1つのレベルに対応する複数の隣接関係を持つLANで、このオブジェクト
を使用してそれらの複数の隣接関係を追跡することはできません。そのため、設定済みのオブジェ

クト間で最高の優先度レベルが選択されます。

ciiISAdjEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiISAdjChanges

• ciiISAdjIndex

• ciiISAdjState

• ciiISAdj3WayState
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• ciiISAdjNeighSNPAAddress

• ciiISAdjNeighSysType

• ciiISAdjNeighSysID

• ciiISAdjNbrExtendedCircID

• ciiISAdjUsage

• ciiISAdjHoldTimer

• ciiIsAdjNeighPriority

• ciiISAdjLastUpTime

ciiISAdjChanges MIBオブジェクトは、LANにおける複数の隣接関係のソフトウェアサポート
に関する ciiISAdjEntryテーブルの制限に従い、設定済みのオブジェクト間で選択されている最
高の優先度レベルに基づいて情報を収集します。

（注）

• ciiISAdjNeighPriority MIBオブジェクトは、LANにおける複数の隣接関係のソフトウェアサ
ポートに関する ciiISAdjEntryテーブルの制限に従い、設定済みのオブジェクト間で選択され
ている最高の優先度レベルに基づいて情報を収集します。

ciiISAdjAreaAddrEntryテーブルには、受信した IS-IS helloプロトコルデータユニット（PDU）で
報告されるような、隣接 ISのエリアアドレスのエントリが含まれます。ciiISAdjAreaAddrEntry
テーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiISAdjAreaAddrIndex

• ciiISAdjAreaAddress

ciiISAdjIPAddrEntryテーブルには、受信した hello PDUで報告されるような、一連の隣接 ISの IP
アドレスによって形成されるエントリが含まれます。ciiISAdjIPAddrEntryテーブルは、次のMIB
オブジェクトを定義します。

• ciiISAdjIPAddrIndex

• ciiISAdjIPAddrType

• ciiISAdjIPAddrAddress

ciiISAdjProtSuppEntryテーブルには、受信した hello PDUで報告されるような、隣接 ISでサポー
トされているプロトコルに関する情報が含まれます。ciiISAdjProtSuppEntryテーブルは、次のMIB
オブジェクトを定義します。

• ciiISAdjProtSuppProtocol

ciiRAEntryテーブルには、手動で設定されたか動的に学習された到達可能な NSAPまたはアドレ
スプレフィックスに関する情報が記録されます。

ciiRAEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。
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• ciiRAIndex

• ciiRAExistState

• ciiRAAdminState

• ciiRAAddrPrefix

• ciiRAMapType

• ciiRAMetric

• ciiRAMetricType

• ciiRASNPAAddress

• ciiRASNPAMask

• ciiRASNPAPrefix

• ciiRAType

ciiRAMapTypeMIBオブジェクトは、暗黙的（ヌル）および明示的マッピングタイプのみをサ
ポートします。extractIDIタイプと extractDSPタイプはサポートされません。

（注）

• ciiRAMapType MIBオブジェクトが extractIDIマッピングタイプと extractDSPマッピングタ
イプをサポートしいないため、サポートされないマッピングタイプに依存するciiraSNPAPrefix
オブジェクトと ciiRASNPAMask MIBオブジェクトはデータを保持しません。ciiRAMapType
オブジェクト ciiRASNPAMask MIBオブジェクトは実装されません。

• ciiRAType MIBオブジェクトは、IP到達可能アドレスの手動作成をサポートしていません。

ciiIPRAEntryテーブルの各エントリには、ISで手動で設定されたか他のプロトコルから学習され
た IP到達可能アドレスに関する情報が記録されます。ciiIPRAEntryテーブルは、次のMIBオブ
ジェクトを定義します。

• ciiIPRADestType

• ciiIPRADest

• ciiIPRADestPrefixLen

• ciiIPRANextHopIndex

• ciiIPRANextHopType

• ciiIPRANextHop

• ciiIPRAType

• ciiIPRAExistState

• ciiIPRAAdminState

• ciiIPRAMetric

• ciiIPRAMetricType
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• ciiIPRAFullMetric

• ciiIPRASNPAAddress

• ciiIPRASourceType

ciiIpRAType MIBオブジェクトは、手動で作成された IP到達可能アドレスをサポートしていま
せん。

（注）

ciiLSPSummaryEntryテーブル（LSPサマリテーブル）は、LSPサマリ情報を提供します。

ciiLSPSummaryEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiLSPLevel

• ciiLSPID

• ciiLSPSeq

• ciiLSPZeroLife

• ciiLSPChecksum

• ciiLSPLifetimeRemain

• ciiLSPPDULength

• ciiLSPAttributes

ciiLSPTLVEntryテーブルは、すべての LSPの完全なレコードを一連の {Type, Length, Value}タプ
ルとして提供します。ciiLSPTLVEntryテーブルは、次のMIBオブジェクトを定義します。

• ciiLSPTLVIndex

• ciiLSPTLVSeq

• ciiLSPTLVChecksum

• ciiLSPTLVType

• ciiLSPTLVLen

• ciiLSPTLVValue

通知に必要なフィールドは、ciiNotificationEntryテーブルに記録されます。ciiNotificationEntryは、
MIBオブジェクトのMAX-ACCESS句が「accessible-for-notify」であるため、クエリには適してい
ません。通知のための情報は、イベント生成時に直接提供されます。次のMIBオブジェクトは、
それらの値が決定されるトラップ通知においてのみ、IS-ISトラップ生成プロセスの入力パラメー
タに直接基づいて使用されます。

• ciiPduLspId

• ciiPduFragment

• ciiPduFieldLen

• ciiPduMaxAreaAddress
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• ciiPduProtocolVersion

• ciiPduLspSize

• ciiPduOriginatingBufferSize

• ciiPduProtocolsSupported

• ciiAdjState

• ciiErrorOffset

• ciiErrorTLVType

• ciiNotifManualAddress

• ciiNotifIsLevelIndex

ciiNotifManualAddress MIBオブジェクトと ciiNotifIsLevelIndex MIBオブジェクトが個別に追加
されています。これらのオブジェクトは、draft-ietf-isis-wg-mib-16.txtで定義されていません。
これらは、それぞれ、ciiManAreaAddrと ciiSysLevelIndexの代わりとして提供されており、ト
ラップ通知でのみ使用されます。これらは、「accessible-for-notify」のMAX-ACCESS句を持
ちます。

（注）

Cisco IS-IS MIBトラップ通知

システム全体の一般的なエラーの IS-IS MIB
次のMIBトラップオブジェクトは、IS-ISネットワークで発生することのある、システム全体の
一般的なエラー用です。

• ciiManualAddressDrops：ciiManualAddressDropsトラップは、ルートを計算する際に、システ
ムに割り当てられた手動で設定されたエリアアドレスの 1つが無視されると生成されます。

• ciiAuthenticationFailure：ciiAuthenticationFailureトラップは、回線から受け取った PDU内の認
証タイプ情報フィールドが正しくないときに生成されます。これは、エッジトリガーされる

通知です。

• ciiIDLenMismatch：異なる SystemID長値を持つ LSPを受信すると、この LSPが検出された
回路固有のciiIDLenMismatch通知が生成されます。これは、エッジトリガーされる通知であ
り、同じ回線で受信した複数の PDUに対して 1回だけ生成されます。

• ciiMaxAreaAddressesMismatch：回線から受信したLSP内で最大エリアアドレスの値が変わる
と、ciiMaxAreaAddressesMismatchトラップ通知が生成されます。パケットのヘッダーが最大
エリアアドレスの不一致の原因を特定するために使用されます。このトラップは、エッジ

トリガーされる通知であり、同じ回線で受信した複数の PDUに対して 1回だけ生成されま
す。
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LSP 固有エラー用の IS-IS MIB
次のMIBトラップオブジェクトは、IS-ISネットワークで発生する可能性のある LSP固有エラー
用です。

• ciiCorruptedLSPDetected：メモリに保存されているLSPが破損すると、ciiCorruptedLSPDetected
トラップが生成されます。

• ciiAttemptToExceedMaxSequence：ciiAttemptToExceedMaxSequenceトラップは、生成された
LSPのシーケンス番号によって32ビットシーケンスカウンタがラップアラウンドされ、消
去されたために、再アナウンスを待機するたびに生成されます。

• ciiOwnLSPPurge：ciiOwnLSPPurgeトラップは、使用しているシステム IDを持つ、期間経過
なしの回線から LSPが受信されたときに生成されます。

• ciiSequenceNumberSkip：LSPがシステム IDまたは異なる内容なしで受信されると、シーケン
ス番号を 1つ増やすために ciiSequenceNumberSkipトラップが生成されます。

• ciiAuthenticationTypeFailure：不適切な認証タイプフィールドが入力された回線からLSPが受
信されると、ciiAuthenticationTypeFailure通知が生成されます。これは、エッジトリガー通知
です。

• ciiLSPTooLargeToPropagate：dataLinkBlockSize（データパケットの最大サイズに関するリン
ク固有パラメータ）を超えるサイズの回線を介したLSPの送信が試みられると、LSPが伝達
されないことを示す ciiLSPTooLargeToPropagateトラップが生成されます。これはエッジト
リガー通知であり、同じ回線で受信されるすべての PDUに関して一度だけ生成されます。

CiscoIOSソフトウェアは、このイベントが発生する条件をサポートしていません。そのため、
このトラップは生成されません。

（注）

• ciiOrigLSPBuffSizeMismatch：回線から受信された L1または L2 LSPのサイズが
ciiOriginatingBufferSizeのローカル値を超える場合、または LSPが ciiOriginatingBufferSizeオ
プションとともに受信され、ローカルの ciiOriginatingBufferSizeと PDUオプションフィール
ドの値が一致しない場合、この通知が生成されます。これはエッジトリガー通知であり、一

度だけ生成されます。

この条件をアドバタイズするために使用される発信バッファサイズ TLVは現時点では Cisco
IOSソフトウェアでサポートされていないため、トラップ生成の原因となった条件を判別する
ために十分な情報を使用できません。そのため、このトラップは生成されません。

（注）

• ciiProtocolsSupportedMismatch：ciiProtocolsSupportedMismatchトラップは、サポートされてい
る一致するプロトコルを持たない非疑似ノードセグメント 0 LSPが受信されたときに生成さ
れます。これは、エッジトリガー通知です。
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CiscoIOSソフトウェアは、受信したPDUの場合に一致するプロトコルを検出するためのチェッ
クを IS-IS実装で提供しません。ciiProtocolsSupportedMismatchトラップの生成は、受信した
PDUのプロトコルフィールドで指定されている、サポートされるプロトコルでの不一致を示
しません。

（注）

• ciiLSPErrorDetected：ciiLSPErrorDetectedトラップは、解析エラーによるLSPを受信したこと
を示すために生成されます。

IS-IS hello PDU 固有のエラーの MIB サポート
次のMIBトラップオブジェクトは、IS-ISネットワークで発生する可能性のある hello PDU固有エ
ラー用です。

• ciiVersionSkew：ciiVersionSkewトラップ通知は、異なるバージョンの IS-ISプロトコルを実
行する ISから hello PDUが受信されたときに生成されます。これはエッジトリガー通知であ
り、同じ回線で受信されるすべての PDUに関して一度生成されます。

• ciiAreaMismatch：エリアアドレスを共有しない ISから hello PDUが受信されると、
ciiAreaMismatch通知が生成されます。これはエッジトリガー通知であり、同じ回線で受信さ
れるすべての PDUに関して一度だけ生成されます。

• ciiRejectedAdjacency：正しい hello PDUが受信されたものの、隣接関係が確立されない場合
は、隣接関係の形成が許可されなかったことを示す ciiRejectedAdjacency通知が生成されま
す。これは、エッジトリガー通知です。

IS-IS 遷移状態の変更の MIB サポート
ISに関する遷移状態の変更が発生した場合にネットワークマネージャに通知するには、次のMIB
トラップオブジェクトを使用します。

• ciiDatabaseOverload：ciiDatabaseOverloadトラップオブジェクトは、システムが過負荷状態に
なったとき、または過負荷状態が解消されたときにネットワークマネージャに通知するため

に使用されます。

• ciiAdjacencyChange：IS-IS隣接関係の状態がアップに変更されるか、この状態が変更される
と、ciiAdjacencyChangeトラップ通知が生成されます。

PDUの無効なフィールド値に関連する IS-ISエラーおよび不一致が検出されると SNMP通知が送
信されるようにすることができます。エラーは、一般（すべてのPDUに適用）、LPS関連、およ
び IS-IS hello PDU関連として分類できます。オプションキーワードおよび引数を指定せずに
snmp-server enable traps isis errorsコマンドを入力すると、すべての IS-ISトラップがイネーブル
になります。特定のキーワードおよび引数を入力して特定のトラップをイネーブルにすることも

できます。特定のトラップまたはトラップグループをイネーブルにする方法の詳細については、

snmp-server enable traps isisコマンドページを参照してください。

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
115

IS-IS の MIB
Cisco IS-IS MIBトラップ通知



すべての PDUに適用される次のシステム全体のエラーに関して、IS-ISトラップをイネーブルに
することができます。

•認証

•認証タイプ

•システム IDフィールド長の不一致

•手動で設定されたアドレスのドロップ

•最大エリアアドレス値の不一致

特に IS-IS hello PDUに適用される次のエラーに関して、IS-ISトラップをイネーブルにすることが
できます。

•隣接関係の作成の失敗

• IS間のエリアアドレスの不一致

• IS-ISプロトコルバージョンの不一致

特にLSPに適用される次のエラーに関して、IS-ISトラップをイネーブルにすることができます。

• LSPと発信バッファサイズの不一致

•最大シーケンス番号を超える試み

•無効なチェックサムによるメモリ内の LSPの破損

•受信回線でのパケット解析の失敗

•非疑似ノード LSPサポートされるプロトコルの不一致

•ローカル ISの LSP消去の無効な試み

•大きすぎる LSPによる伝達の失敗

•シーケンス番号をスキップしたシステム IDの設定

IS-IS MIB を有効にする方法

IS-IS の SNMP 通知をホストに送信するためのルータの設定

はじめる前に

ネットワーク上で SNMPがイネーブルになっている必要があります。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config
3. configureterminal
4. snmp-serverhost{hostname | ip-address} [vrfvrf-name] [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth |

noauth| priv]}] community-string [upd-portport] [notification-type]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

SNMPエージェントがすでに実行中かどうかが判別される実
行コンフィギュレーションが表示されます。

showrunning-config

例：

Router# show running-config

ステップ 2   

• SNMPの情報が表示されない場合は、次のステップに進
みます。SNMP情報が表示される場合、必要に応じて、
情報を変更できます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 3   

IS-ISSNMP通知操作の受信者（ターゲットホスト）を指定し
ます。

snmp-serverhost{hostname | ip-address}
[vrfvrf-name] [traps | informs] [version {1
| 2c | 3 [auth | noauth| priv]}]

ステップ 4   

• notification-typeが指定されていない場合は、イネーブル
になっている全通知（トラップまたは応答要求）が、指

community-string [upd-portport]
[notification-type]

例：

Router(config)# snmp-server host

定されたホストに送信されます。指定されたホストに

IS-IS通知だけを送信するには、オプションの isisキー
ワードを notification-typeの値として指定します（例を参
照）。172.16.1.1 traps version 3

mycommunitystring isis

コンフィギュレーションセッションを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 5   
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例

次に、IS-ISの SNMP通知をホストに送信するようにルータを設定する例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server host 172.31.1.1 traps version 3 mycommunity string isis

次の作業

すべての IS-ISトラップをグローバルに有効にするには、すべての IS-ISトラップのイネーブル化,
（118ページ）を参照してください。IS-ISトラップのグループを有効にするには、IS-ISエラート
ラップのイネーブル化, （120ページ）およびIS-ISステート変更トラップをイネーブル化, （121
ページ）を参照してください。

すべての IS-IS トラップのイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsisis
4. nosnmp-serverenabletrapsisis[errors [error-type]] [state-change [state-change-type]]
5. exit
6. showrunning-config[options]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISMIB内に定義されている全SNMP通知をイネーブルにしま
す。

snmp-serverenabletrapsisis

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps isis

ステップ 3   

このステップが必要となるのは、全 IS-ISトラップを
イネーブルにする場合だけです。トラップの特定のグ

ループをイネーブルにするには、IS-ISエラートラッ
プのイネーブル化, （120ページ）またはIS-ISステー
ト変更トラップをイネーブル化,（121ページ）を参照
してください。nosnmp-serverenabletrapsisisコマンド
を入力すると、全 IS-ISトラップがディセーブルにな
ります。

（注）

IS-IS状態変更の SNMP通知の送信をディセーブルにします。nosnmp-serverenabletrapsisis[errors
[error-type]] [state-change
[state-change-type]]

ステップ 4   

このステップが必要となるのは、特定の1つまたは複
数のトラップをディセーブルにする場合だけです。ト

ラップの特定のグループをイネーブルにするには、

IS-ISエラートラップのイネーブル化, （120ページ）
またはIS-ISステート変更トラップをイネーブル化,（
121ページ）を参照してください。

（注）

例：

Router(config)# no snmp-server
enable traps isis state-change
database-overload

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 5   

稼働している設定を表示して、イネーブルになっているトラッ

プを確認します。

showrunning-config[options]

例：

Router# show running-config |
include traps

ステップ 6   

例

次に、全 IS-ISトラップをグローバルにイネーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server enable traps isis

次の作業

すべての IS-ISトラップを有効にせず、1つ以上の IS-ISエラートラップを有効にする場合は IS-IS
エラートラップのイネーブル化, （120ページ）を参照してください。また、1つ以上の IS-IS状
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態変更トラップを有効にする場合は IS-ISステート変更トラップをイネーブル化, （121ページ）
を参照してください。

IS-IS エラートラップのイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsisis[errors [error-type]] [state-change [state-change-type]]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISエラーに関する SNMP通知をイネーブルにします。snmp-serverenabletrapsisis[errors
[error-type]] [state-change
[state-change-type]]

ステップ 3   

• lspキーワードを error-typeに対して入力すると、LSPエ
ラートラップのみがイネーブルになります（error-type

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps isis errors lsp

キーワードのリストについては、『Cisco IOS IPRouting:
ISIS Command Reference』に記載されている
snmp-serverenabletrapsisisコマンドを参照）。

コンフィギュレーションセッションを終了し、グローバル

コンフィギュレーションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   
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例

次に、認証エラーに関する IS-ISトラップだけをイネーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server enable traps isis errors authentication

IS-IS ステート変更トラップをイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsisis [state-change [state-change-type]]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISステート変更の SNMP通知をイネーブルにします。snmp-serverenabletrapsisis
[state-change [state-change-type]]

ステップ 3   

オプションのキーワードを何も指定せずに

snmp-serverenabletrapsisisstate-changeコマンドを実
行すると、両方の IS-ISステート変更トラップがイ
ネーブルになります。

nosnmp-serverenabletrapsisisstate-changeコマンドを
実行すると、両方の IS-ISステート変更トラップが無
効になります。

（注）

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps isis state-change

コンフィギュレーションセッションを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   
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例

次の例は、隣接関係の遷移ステート変更に関連する IS-ISトラップだけをイネーブルにする方法を
示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server enable traps isis state-change adjacency

ルータ上の IS-IS MIB トラップの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config[options]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

現在の実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示し

ます。イネーブルになっているトラップに関する情報が含ま

れています。

showrunning-config[options]

例：

Router# show running-config |
include traps

ステップ 2   

•トラップが有効になっているかどうかを確認します。
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IS-IS の MIB の設定例

IS-IS エラートラップのイネーブル化と確認の例
次に、すべての IS-ISエラートラップをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps isis
Router(config)# end

showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps isis

IS-IS ステート変更トラップをイネーブル化および確認する例
次の例は、ciiDatabaseOverloadトラップと ciiManualAddressDropsトラップをイネーブルにする方
法を示しています。

Router(config)# snmp-server enable traps isis state-change database-overload
Router(config)# snmp-server enable traps isis errors manual-address-drop
Router(config)# end

showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps isis state-change database-overload
snmp-server enable traps isis errors manual-address-drop

次の作業
機能を設定して IS-ISネットワークのコンバージェンス時間と拡張性を改善するには、以下の1つ
以上の章のオプションタスクを実行します。

•「IS-IS高速コンバージェンスのためのベストプラクティスパラメータの設定」

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク

『Cisco IOS XENetworkManagement Configuration
Guide, Release 2』の「Configuring SNMP
Support」

SNMPコンフィギュレーション

『Cisco IOS Network Management Command
Reference』

SNMPコマンド：コマンド構文の詳細、コマン
ドモード、コマンド履歴、デフォルト設定、使

用上の注意事項、および例

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイトル規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-IETF-ISIS-MIB.my
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RFC

タイトルRFC

『Management Information Base for IS-IS』IETF draft draft-ietf-isis-wg-mib-16.txt

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS MIB の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：IS-IS MIB の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）リンクステートルー
ティングプロトコルのMIBサ
ポートを導入します。IS-IS
は、主要なサービスプロバイ

ダーによって一般に好まれるリ

ンクステートルーティングプ

ロトコルとして使用されます。

IS-IS MIB機能は、プロトコル
パラメータに関連する情報を収

集するためのMIBオブジェク
トと、認証の失敗や中継システ

ム（IS）間でのエリアアドレス
の不一致などの重大なプロトコ

ルイベントの発生を通知でき

るトラップ通知オブジェクトを

使用することで、IS-ISネット
ワークの常に変化する状態を継

続して監視できる改善された機

能をサービスプロバイダーに

提供します。IS-ISのMIBオブ
ジェクトおよびトラップオブ

ジェクトによって収集したプロ

トコル情報は、ネットワーク管

理者が、ネットワーク全体のパ

フォーマンスの監視と改善に役

立つ統計情報を生成するために

使用できます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

この機能により、次のコマンド

が変更されました。

snmp-serverenabletrapsisis、
snmp-serverhost

Cisco IOS XE Release 2.1IS-IS MIB
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第 9 章

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する
IS-IS サポート

この機能は、複数のVRF対応の IS-ISインスタンスを提供します。VRF機能によって、インター
ネットサービスプロバイダー（ISP）はルーティングプロトコル情報を分離し、それを適切な
ルーティングテーブルとネットワークネイバーに伝搬することができます。VRF機能を備えた
ルータを使用するほうが、個別のルータを使用してルーティング情報を分離して転送するよりコ

スト効率が高くなります。

• 機能情報の確認, 127 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートの前提条件, 128 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートの制約事項, 128 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートに関する情報, 129 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートの設定方法, 129 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートの設定例, 135 ページ

• その他の参考資料, 138 ページ

• IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートの機能情報, 140 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トの前提条件

•ご使用のネットワークで IS-ISが実行されていることが前提になります。

• VRF設定は、その特定のVRFインスタンスと IS-ISを関連付けるための前提条件です。ただ
し、VRF設定は、IS-ISまたは他の任意のルーティングプロトコルとこれを関連付けること
に依存しません。IS-ISインスタンスは、特定の VRFに関連付けられないうちは、VRF対応
であると言うことができません。

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トの制約事項

IS-IS VRFのサポートは、IPv4だけを対象としています。

IPの VRF単位の IS-ISインスタンスに対する IS-ISサポートを設定するときには、次の 9つのベ
ストプラクティスのガイドラインに従う必要があります。

•コネクションレス型ネットワークサービス（CLNS）を実行している IS-ISインスタンスは、
同じシステム IDを持つ必要があります。

• CLNSまたは IPv6を実行している IS-ISインスタンスは、VRFに関連付けできません。

• IS-ISインスタンスを 1つだけ設定すると、CLNSと IPの両方を実行できます。

•別々の VRF内にある IS-ISインスタンスは同じシステム IDを持てますが、同じ VRF内の
IS-ISインスタンスは一意のシステム IDを持つ必要があります。

• IS-ISインスタンスは、1つの VRFだけに関連付けできます。

• passive-interface defaultコマンドは、VRFごとに 1つの IS-ISインスタンスだけに設定できま
す。

•再配布が可能であるのは、同じ VRF内だけです。

•インターフェイスごとに 1つの IS-ISインスタンスだけをイネーブルにできます。

• 1つのインターフェイスが 1つの IS-ISインスタンスに所属できるのは、それが同じ VRFに
関連付けられている場合だけです。

LDPを使用している場合は、VRFを設定する際に route-targetコマンドを使用することはでき
ません。ルータではマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）ラベルのための BGPを
使用します。

（注）
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IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トに関する情報

VRF 対応 IS-IS
IS-ISは VPNルーティングおよび転送（VRF）対応として設定できます。VRFは、IPルーティン
グテーブル、取得された Cisco Express Forwarding（CEF）テーブル、ルーティングテーブルを使
用する一連のインターフェイス、およびルーティングテーブルに格納されている情報を制御する

ための一連のルールおよびルーティングプロトコルパラメータで構成されています。

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンス機能操作に対する IS-IS サポート
ISPには、重複するハードウェアを必要とすることなく、1つのルータ上で実行される複数のVRF
対応 IS-ISインスタンスを作成する機能があります。IS-ISはVRF対応として有効化できます。ISP
は複数の VRF対応 IS-ISインスタンスを使用して、顧客データを分離し、その一方で適切なサー
ビスプロバイダーにその情報を伝搬することができます。

たとえば、ISPは VRF First、VRF Second、VRF Thirdの 3つの VRFを作成して、3種類の個別の
顧客を表すことができます。VRF対応 IS-ISインスタンスは、作成され、tagFIRST、tagSECOND、
tagTHIRDのように各 VRFに関連付けられます。インスタンスごとに、独自のルーティングプロ
セス、IS-ISデータベースおよびルーティングテーブルがあり、専用の最短パス優先（SPF）ツ
リーが計算されます。

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トの設定方法

VRF の作成

はじめる前に

•ご使用のネットワークで IS-ISが実行されていることが前提になります。

• CEFがプラットフォームにおいてデフォルトでイネーブルになっていない場合は、インスタ
ンスをVRF対応 IS-ISインターフェイスに関連付けるためにCEFをイネーブルにする必要が
あります。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipcef [distributed]
4. ipvrfvrf-name
5. rdroute-distinguisher

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルートプロセッサカードで CEFをイネーブルにします。ipcef [distributed]

例：

Device(config)# ip cef distributed

ステップ 3   

• CEFが特定のプラットフォームにおいてデフォルトで
イネーブルになっていない場合は、ipcefコマンドを使
用してそれを設定する必要があります。

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

ipvrfvrf-name

例：

Device(config)# ip vrf first

ステップ 4   

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま
す。

rdroute-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 1:1

ステップ 5   
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VRF へのインターフェイスのアタッチ

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipvrfforwardingvrf-name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet 0/0

ステップ 3   

インターフェイスまたはサブインターフェイスに VPN
ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを関連付
けます。

ipvrfforwardingvrf-name

例：

Device(config-if)# ip vrf forwarding
vrffirst

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   
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VRF 対応の IS-IS インスタンスの作成

前提条件

VRF対応 IS-ISインスタンスを作成する前に、ルータで IPルーティングを有効にする必要があり
ます。

VRF内で 1つのインスタンスだけをパッシブインターフェイスのデフォルトとして設定でき
ます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードでの VRF 対応 IS-IS インスタンス
の作成

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipaddressip-addressmask [secondary]
5. iprouterisisprocess-tag
6. noshutdown
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
132

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポート
VRF 対応の IS-IS インスタンスの作成



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
GigabitEthernet 0/2/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたはセカ
ンダリ IPアドレスを設定します。

ipaddressip-addressmask [secondary]

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.11.1 255.255.255.255

ステップ 4   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを設
定して、タグをルーティングプロセスに添付します。

iprouterisisprocess-tag

例：

Device(config-if)# ip router isis
tagfirst

ステップ 5   

インターフェイスモードの設定では、iprouterisisコ
マンドにより、そのインターフェイスの以前の設定

が上書きされます。ただし、それは、新しい設定が

インターフェイス所有権を、同じVRFにある別のイ
ンスタンスに、現在設定されている所有者インター

フェイスとして変更しようとしたときにのみです。

別のVRFに関連付けられた 2つのインスタンス間で
変更が試みられると、設定が拒否されます。

（注）

ディセーブルにされたインターフェイスを再起動します。noshutdown

例：

Device(config-if)# no shutdown

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 7   

IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
133

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポート
VRF 対応の IS-IS インスタンスの作成



ルータコンフィギュレーションモードでの VRF 対応 IS-IS インスタンスの作成

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisprocess-tag
4. vrfvrf-name
5. netnetwork-entity-title
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにし、IS-IS
プロセスを指定して、ルータコンフィギュレーション

モードを開始します。

routerisisprocess-tag

例：

Device(config-if)# router isis
tagFirst

ステップ 3   

• Firstという名前の VRFがすでに作成されているこ
とを前提にしています。

IS-ISインスタンスを VRFに関連付けます。vrfvrf-name

例：

Device(config-router)# vrf first

ステップ 4   

CLNSルーティングプロセスの IS-IS NETを設定しま
す。

netnetwork-entity-title

例：

Device(config-router)# net
49.000b.0000.0001.0002.00

ステップ 5   

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
134

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポート
VRF 対応の IS-IS インスタンスの作成



目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 6   

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トの設定例

複数の VRF 対応 IS-IS インスタンスの設定例
次に、VRF Secondを作成し、ルータで routerisisコマンドを入力することにより IS-ISインスタン
スを明示的に作成する例を示します。

Device(config)# ip cef distributed
Device(config)# ip routing
Device(config)# ip vrf Second
Device(config-vrf)# rd 1:1
Device(config-if)# router isis tagSecond
Device(config-router)# vrf Second
Device(config-router)# net 49.000b.0000.0001.0002.00

iprouterisisコマンドを入力すると、VRFThirdが作成され、VRF対応 IS-ISインスタンスが自動的
に作成されます。

Device(config)# ip vrf Third
Device(config-vrf)# rd 1:1
Device(config-if)# interface GigabitEthernet0/2/0
Device(config-if)# ip vrf forwarding Third
Device(config-if)# ip address 172.16.10.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip router isis tagThird
Device(config-if)# no shutdown

プロセスタグ tagThirdを持つ新しい IS-ISインスタンスが自動的に作成され、VRF Thirdに関連付
けられます。showrunning-configコマンドを入力すると、新しい IS-ISインスタンスに関する次の
情報が表示されます。

Device# show running-config
Building configuration...
.
.
.
router isis tagThird
vrf Third
Device(config)# router isis tagThird
Device(config-router)# net 49.000b.0000.0001.0001.00
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次の出力例では、前の例で作成された VRF対応 IS-ISインスタンスに関する情報が確認されてい
ます。

Device# show isis tagThird topology
Tag tagThird:
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
router-02 10 router-02 GE4/3/0 0010.0ddc.e00b
router-03 10 router-03 GE0/2/0 0006.0e03.0c45
router-04 10 router-04 GE4/0/0 000a.f3c3.1c70
. router-04 GE4/1/0 000a.f3c3.1c71
.
.
.
Device# show clns tagSecond neighbors
Tag tagSecond:
System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
router-03 GE0/2/0 00d0.2b7f.9502 Up 9 L2 IS-IS
router-03 PO2/2/0 DLCI 211 Up 27 L2 IS-IS
router-02 PO2/0/0 DLCI 131 Up 29 L2 IS-IS
router-11 GE0/4/0 000e.d79d.7920 Up 7 L2 IS-IS
router-11 GE0/5/0 000e.d79d.7921 Up 8 L2 IS-IS
router-11 PO3/2/0 DLCI 451 Up 24 L2 IS-IS
.
.
.
Device# show isis tagThird database level-2
Tag tagThird:
IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-01.00-00 0x0000000A 0x5E73 914 0/0/0
router-01.03-00 0x00000001 0x8E41 894 0/0/0
router-01.04-00 0x00000001 0x8747 894 0/0/0
router-03.00-00 * 0x00000005 0x55AD 727 0/0/0
router-03.02-00 * 0x00000001 0x3B97 727 0/0/0
router-02.00-00 0x00000004 0xC1FB 993 0/0/0
router-02.01-00 0x00000001 0x448D 814 0/0/0
router-04.00-00 0x00000004 0x76D0 892 0/0/0
Device# show isis tagThird database level-1
Tag tagThird:
IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-03.00-00 * 0x0000000B 0xBDF6 1005 1/0/0
router-03.02-00 * 0x00000001 0xC473 940 0/0/0
router-07.00-00 0x00000006 0x403A 940 0/0/0
Device# show clns tagSecond protocol
IS-IS Router: tagSecond
System Id: 0000.0001.0002.00 IS-Type: level-2-only
Manual area address(es):

49.000b
Routing for area address(es):

49.000b
Interfaces supported by IS-IS:

GigabitEthernet4/1/0 - IP
GigabitEthernet4/0/0 - IP
GigabitEthernet4/3/0 - IP

Redistributing:
static

Distance: 110
RRR level: none
Generate narrow metrics: level-1-2
Accept narrow metrics: level-1-2
Generate wide metrics: none
Accept wide metrics: none

Device# show clns tagThird protocol
IS-IS Router: tagThird
System Id: 0000.0001.0001.00 IS-Type: level-1-2
Manual area address(es):

49.000b
Routing for area address(es):

49.000b
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Interfaces supported by IS-IS:
POS2/2/0 - IP
GigabitEthernet0/2/0 - IP
GigabitEthernet0/4/0 - IP
POS2/0/0 - IP
GigabitEthernet0/5/0 - IP
POS3/2/0 - IP

Redistributing:
static

Distance: 110
RRR level: none
Generate narrow metrics: none
Accept narrow metrics: none
Generate wide metrics: level-1-2
Accept wide metrics: level-1-2

プロセスタグを使用しない IS-IS インスタンスの作成例
次の例では、オプションのプロセスタグを使用しないで IS-ISインスタンスが作成されています。
オプションのプロセスタグを使用しないで IS-ISインスタンスを作成する場合は、process-tag引
数に「null」を指定した showclnsprotocolなどのコマンドを入力することにより、その情報を表示
できます。

Device(config)# router isis
Device(config-router)# vrf first
Device(config-router)# net 49.000b.0000.0001.ffff.00
Device(config-router)# is-type level-1
Device(config)# interface POS 6/1/0
Device(config-if)# ip vrf forwarding first
Device(config-if)# ip address 172.16.2.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip router isis
Device(config-if)# no shutdown

IS-ISインスタンスがオプションのプロセスタグを使用しないで作成されるため、その情報は、
showclnsprotocolコマンドを、process-tag引数に「null」を指定して入力すると表示されます。

Device# show clns null protocol
IS-IS Router: <Null Tag>
System Id: 0000.0001.FFFF.00 IS-Type: level-1
Manual area address(es):

49.000b
Routing for area address(es):

49.000b
Interfaces supported by IS-IS:

POS6/1/0 - IP
Redistributing:
static

Distance: 110
RRR level: none
Generate narrow metrics: level-1-2
Accept narrow metrics: level-1-2
Generate wide metrics: none
Accept wide metrics: none
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IS-IS インスタンスからのルートの再配布の例
次の設定例では、IS-ISインスタンス「null」から tagBLUEという名前の IS-ISインスタンスにルー
トが再配布されています。VRF Blueの OSPFプロセスからのルートは、tagBLUEという名前の
IS-ISインスタンスに再配送されています。

Device(config)# router isis tagBLUE
Device(config-router)# redistribute isis null ip metric 10 route-map isisMAP1
Device(config-router)# redistribute ospf 1 vrf BLUE metric 1 metric-type external
level-1-2
.
.
.
Device(config)# route-map isisMAP1 permit 10
Device(config-route-map)# match route-type level-2 level-1
Device(config-route-map)# set level level-2

例：インターフェイスの所有権の変更

次の設定例では、POSインターフェイス 6/1/0が、プロセスタグ（vrfSecond内）がない「ヌル」
インスタンスのための IS-IS IPルーティング用に最初からイネーブルになっています。新しい設
定では、POSインターフェイス6/1/0の所有権が、同じくvrfSecond内の別のインスタンス tagSecond
に変更されています。

インターフェイスコンフィギュレーションモードで iprouterisisコマンドを使用すると、その
インターフェイスの事前設定が上書きされますが、現在設定されているオーナーインスタン

スと同じ VRF内にある異なるインスタンスに、新しい設定でインターフェイス所有権を変更
しようとしている場合のみであることに注意してください。試行された変更が異なる複数の

VRFに関連付けられている2つのインスタンス間での変更である場合、設定は拒否されます。

（注）

Device(config)# interface POS 6/1/0
Device(config-if)# ip router isis tagSecond
%ISIS: Interface detached from null and to be attached to instance tagBLUE.

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例
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マニュアルタイトル関連項目

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」の
章

Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク

『Cisco IOS ISO CLNS Command Reference』ISO CLNSコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポー
トの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 8：IP の VRF 単位の IS-IS インスタンスに対する IS-IS サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、複数の VRF対応
の IS-ISインスタンスを提供し
ます。VRF機能によって、ISP
はルーティングプロトコル情

報を分離し、それを適切なルー

ティングテーブルとネットワー

クネイバーに伝搬することが

できます。VRF機能を備えた
ルータを使用するほうが、個別

のルータを使用してルーティン

グ情報を分離して転送するより

コスト効率が高くなります。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

このリリースにより、次のコマ

ンドが変更されました。

showclnsneighbors、
showclnsprotocol、
showisisdatabase、
showisistopology、vrf（ルータ
設定）

IPの VRF単位の IS-ISインス
タンスに対する IS-ISサポート
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第 10 章

IS-IS 高速コンバージェンスの概要

この章では、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）高速コンバージェンスのトピック
に関する情報を提供します。この概要の後の章に示されているタスクは、IS-ISネットワークの
コンバージェンス時間を短縮するために役立つ場合があります。

• 機能情報の確認, 143 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスの前提条件, 143 ページ

• IS-ISの高速コンバージェンスに関する情報, 144 ページ

• 次の作業, 145 ページ

• その他の参考資料, 145 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスの概要に関する機能情報, 146 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IS-IS 高速コンバージェンスの前提条件
『Integrated IS-IS Routing Protocol Overview』モジュールで説明されている概念をよく理解してお
く必要があります。
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IS-IS の高速コンバージェンスに関する情報
IS-ISのネットワークコンバージェンス時間を短縮する機能を設定する前に、次の概念を理解して
おく必要があります。

ネットワークコンバージェンス

コンバージェンスとは、単一のネットワーク内ですべてのルータが最適なルートに関して合意に

達するプロセスです。ネットワークイベントによってルートが使用可能または使用不能になった

とき、ルータでは、ルーティングアルゴリズムによる最適なルートの再計算を引き起こすルー

ティングアップデートメッセージをネットワーク経由で送信します。最終的に、すべてのルータ

がルートおよびネットワークトポロジについて合意します。高速コンバージェンスにより、ネッ

トワークのパフォーマンスが得られます。コンバージェンスに時間がかかるルーティングアルゴ

リズムでは、一時的なルーティングループが発生したり、一時的にネットワークが使用不能にな

ることがあります。

ネットワークコンバージェンスプロセスは 3つの段階に分割できます。

1 ルーティングの変更の検出：ネットワーク上のデバイスが、それ自体のコンポーネントの1つ
において障害または変更が発生したことか、ルーティングプロトコルピア上のコンポーネン

トにおける障害または変更によってトポロジが変化したことを検出して対応できる速度。

2 ルーティング変更通知：前の段階における障害やトポロジの変更をネットワーク上の他のデバ

イスに通信できる速度。

3 代替パスの計算：障害やトポロジの変更が通知されているネットワーク上のすべてのデバイス

が、情報を処理して、データが通過できる代替パスを計算する速度。

これらの段階のいずれで改善があってもコンバージェンス全体が向上します。高速コンバージェ

ンスを実現するためのベストプラクティスパラメータを使用して IS-ISルータを設定するための
最初のステップとして推奨されている基本的な設定タスクに加え、いくつかの推奨設定タスクが、

それによって向上可能なネットワークコンバージェンスの段階に従ってグループ化されていま

す。詳細については、次のモジュールを参照してください。

•『IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定』

•『IS-ISネットワークの障害検出時間の短縮』

•『IS-ISネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮』

•『Reducing Alternate-Path Calculation Times in IS-IS Networks』
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より高速なネットワークコンバージェンスを実現するための設計上の

推奨事項

より高速なプロセッサにより、ネットワークコンバージェンスのパフォーマンスを向上させるこ

とができます。

次の作業
機能を設定して IS-ISネットワークのコンバージェンス時間を短縮するには、以下の1つ以上の章
のオプションタスクを実行します。

•「IS-IS高速コンバージェンスのためのベストプラクティスパラメータの設定」

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」

IS-ISネットワークのセキュリティを強化するには、「IS-ISネットワークでのセキュリティの強
化」の章を参照してください。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

「Integrated IS-IS Routing
Protocol Overview」の章

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISサポート
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS 高速コンバージェンスの概要に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 9：IS-IS 高速コンバージェンスの概要に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1IS-IS高速コンバージェンスの
概要
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第 11 章

IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラク
ティスなパラメータの設定

このモジュールでは、ネットワークコンバージェンスを改善するための基本的な手順として推

奨されるパラメータを IS-ISルータに設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 149 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータを設定するための前提条件,
150 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定に関する情報, 150
ページ

• IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定方法, 151 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスのためのベストプラクティスパラメータの設定例, 153 ページ

• 次の作業, 154 ページ

• その他の参考資料, 154 ページ

• IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定に関する機能情報,
155 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラ
メータを設定するための前提条件

•ご使用のネットワークで IS-ISがすでに実行されていることが前提になります。

•このモジュールの作業を実行する前に、『IS-IS高速コンバージェンスの概要』モジュールで
説明されている概念をよく理解しておく必要があります。

IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラ
メータの設定に関する情報

IS-IS ネットワークでコンバージェンス時間を短縮するための一般的な
手順

この章で説明するプロセスは、IS-ISネットワークでコンバージェンス時間を短縮するための一般
的な最初の手順として推奨される設定コマンドで構成されます。以下のプロセスの手順は、ネッ

トワークリソースを節約し、ネットワークコンバージェンスの時間を短縮するために役立つ可能

性があります。

隣接関係、LSDB、および実行する関連 SPF/PRC計算の数を最小限に抑えるために、ために、
is-typeコマンドを使用してすべてのレベル 1ルータをレベル 1として設定しておくことをお勧め
します。また、一部の機能（プレフィックスタグやMPLSトラフィックエンジニアリングの設定
など）では、IS-ISを実行しているルータが、より広いメトリックフィールドを持つ新スタイルの
TLVを生成する必要があるため、metric-stylewideコマンドを使用することをお勧めします。IS-IS
にデフォルトのナローメトリックスタイルの使用する場合、ルータは旧スタイルのタイプ、長

さ、および値（TLV）オブジェクトを生成し、受け入れます。プレフィックスタグの設定の詳細
については、「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」の章を参照してください。
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IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラ
メータの設定方法

IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設
定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis [area- tag]
4. is-type [level-1 | level-1-2 | level-2-only]
5. metric-stylewide [transition] [level-1 | level-2 | level-1-2]
6. set-overload-bit [on-startup {seconds | wait-for-bgp}] [suppress {interlevel| external}]
7. nohellopadding
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングプロトコルとして IS-ISを有効化し、必要に応じ
てプロセスにタグを割り当てます。

routerisis [area- tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスのルーティングレベ
ルを設定します。

is-type [level-1 | level-1-2 |
level-2-only]

例：

Router(config-router)# is-type
level-1

ステップ 4   

•隣接関係、LDSB、および関連する SPFと PRCの計算を最小
限にするために、単一レベルで動作している IS-ISノードを
レベル 1として設定することを推奨します。

また、isis circuit-typeコマンドを入力してインターフェ
イスの IS-ISレベルタイプを設定することもできます。

（注）

すべての IS-ISインターフェイスのメトリック値をグローバルに
変更します。

metric-stylewide [transition] [level-1
| level-2 | level-1-2]

例：

Router(config-router)#
metric-style wide

ステップ 5   

•プレフィックスタギングには、ワイド形式のメトリックが必
要です。

最短パス優先（SPF）を計算するときの中間ホップとしてこのルー
タを使用しないことを他のルータに通知するように、ルータを設

定します。

set-overload-bit [on-startup {seconds
|wait-for-bgp}] [suppress {interlevel|
external}]

例：

Router(config-router)#
set-overload-bit on-startup 360

ステップ 6   

•過負荷ビットを設定すると、ルータが中継ノードとして使用
される前に、BGPテーブルと CEFテーブルを構築する十分
な時間がルータに提供されます。

ルータレベルの IS-IS helloパディングを無効にします。nohellopadding

例：

Router(config-router)# no hello
padding

ステップ 7   

•デフォルトでは、IS-IS Hello PDUはフルMTUサイズまでパ
ディングされるため、頻繁な helloの送信が設定されている
場合には、低帯域幅インターフェイスを経由する時間的制約

のあるアプリケーショントラフィックやインターフェイス

バッファリソースに悪影響が生じることがあります。グロー

バルに helloパディングを無効にすることを推奨します。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 8   

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
152

IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定
IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定



IS-IS 高速コンバージェンスのためのベストプラクティス
パラメータの設定例

ルータで IS-IS をイネーブルにして IS-IS 高速コンバージェンスのため
のベストプラクティスパラメータを設定する例

次に、ルータ Aのインターフェイスで IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにし、ルータ
Aで IS-ISをイネーブルにし、IS-ISネットワークコンバージェンスを最適化するために推奨され
る基本コマンドでルータ Aを設定する例を示します。

ルータ A

!
clns routing
process-max-time 50
ip routing protocol purge interface
router isis
passive-interface Loopback0
net 49.1962.XXXX.XXXX.XXXX.00
is-type level-2-only
ispf level-2
log-adjacency-changes
ignore-lsp-errors
metric-style wide level-2
external overload signalling !Configure on Cisco 12000 series Internet routers
set-overload-bit on-startup 180
max-lsp-lifetime 65535
lsp-refresh-interval 65000
spf-interval 5 1 50
prc-interval 5 1 50
lsp-gen-interval 5 1 50
no hello padding
authentication mode md5 level-2
authentication key-chain ON
mpls traffic-eng router-id Loopback0
mpls traffic-eng level-2
!
interface GigabitEthernet x/x/x
negotiation auto
ip router isis
mtu 4470
isis network point-to-point
isis metric <metric> level-2
isis circuit-type level-2-only
isis authentication mode md5 level-2
isis authentication key-chain ON
carrier-delay ms 0
dampening
interface POSx/y/x
carrier-delay msec 0
dampening
ip router isis
no peer neighbor-route
isis metric 1 level-2
isis circuit-type level-2-only
isis authentication mode md5 level-2
isis authentication key-chain ON
pos ais-shut
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pos report lais
pos report lrdi
pos report pais
pos report prdi
pos report slos
pos report slof
!
key chain ON
key 1
key-string mypassword

次の作業
機能を設定して IS-ISネットワークのコンバージェンス時間を短縮するには、以下の1つ以上の章
のオプションタスクを実行します。

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「IS-IS高速コンバージェンスの概要」Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラ
メータの設定に関する機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 10：IS-IS 高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1IS-IS高速コンバージェンスの
ベストプラクティスなパラメー

タの設定
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第 12 章

IS-IS ネットワークの障害検出時間の短縮

このモジュールでは、ネットワークの高速コンバージェンスを達成するために役立つ IS-IS設定
のカスタマイズ方法について説明します。このモジュールでは、ネットワークパフォーマンス

を高めるための、 IS-ISを実行しているルータがリンク障害とトポロジ変更を検出する方法、重
要なトポロジ変更の更新をネイバーへ送信する方法、ネイバーから受信したトポロジ変更の更新

へ対応する方法を最適化するためのその他の作業について説明します。

• 機能情報の確認, 157 ページ

• IS-ISネットワークの障害検出時間を短縮するための前提条件, 158 ページ

• IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮に関する情報, 158 ページ

• IS-ISネットワークで障害検出時間を短縮する方法, 159 ページ

• IS-ISネットワークで障害検出時間を短縮するための設定例, 165 ページ

• 次の作業, 165 ページ

• その他の参考資料, 165 ページ

• IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮に関する機能情報, 166 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS ネットワークの障害検出時間を短縮するための前提
条件

『IS-IS高速コンバージェンスの概要』モジュールで説明されている概念をよく理解しておく必要
があります。

IS-IS ネットワークでの障害検出時間の短縮に関する情報
IPイベント減衰機能は、設定可能な指数関数的遅延メカニズムを導入し、過剰なインターフェイ
スフラッピングイベントによるネットワーク内のルーティングプロトコルおよびルーティング

テーブルに対する影響を抑制します。ネットワークオペレータはこの機能を使用して、フラッピ

ングが発生しているローカルインターフェイスをルータが自動的に特定して、選択的にダンプニ

ングするように設定し、再度安定するまでネットワークから切り離すことができます。この動作

によってネットワークの安定性が高まり、コンバージェンス時間がさらに短縮されます。

helloパラメータの調整は、リンクタイプでリンク障害の検出が迅速に行われない場合にのみ考慮
します。helloインターバルとhello乗数の標準のデフォルト値は、10秒および3秒です。したがっ
て、乗数とインターバルを掛けるとデフォルトのホールド時間は 30秒になります。

hello間隔が長い場合、帯域幅と CPU利用率を節約できますが、hello間隔は短い方が望ましい状
況もあります。トラフィックエンジニアリング（TE）トンネルを使用する巨大なコンフィギュ
レーションの場合、TEトンネルが IS-ISを Interior Gateway Protocol（IGP）として使用していると
きに、IPルーティングプロセスがネットワークの入力点にあるルータで再開されると、TEトン
ネルはすべて、デフォルトの hello間隔で再シグナルされます。再シグナル化を回避するには、
hello間隔を短くします。hello間隔をさらに短く設定するには、isishello-intervalコマンドを使用
して、IS-ISの hello間隔を手動で短くする必要があります。

ブロードキャストメディア上のポイントツーポイントの隣接関係を設定すると、カスタマーネッ

トワークでのコンバージェンス時間を短縮できます。これは、システムによる代表ルータ（DR）
の選択が阻止され、データベースの同期に CSNPを使用することによるフラッディングが防止さ
れ、また最短パス優先（SPF）の計算が簡素化されるためです。

迅速なネットワーク障害検出の重要性

IS-ISネットワークをカスタマイズして、ネットワーク障害の検出の所要時間を短縮できます。障
害が迅速に検出されると、ネットワークは迅速に対応して、代替パスを迅速に選択でき、ネット

ワーク収束の速度が向上します。
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IS-IS ネットワークで障害検出時間を短縮する方法

IP イベントダンプニングを使用した障害検出時間の短縮

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. dampening[half-life-periodreuse-threshold] [suppress-thresholdmax-suppress-time [restart-penalty]]
5. end
6. showdampeninginterface
7. showinterfacedampening

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interfacetypenumber

例：

ステップ 3   

インターフェイス減衰をイネーブル化します。dampening[half-life-periodreuse-threshold]
[suppress-thresholdmax-suppress-time
[restart-penalty]]

ステップ 4   

•キーワードまたは引数なしでdampeningコマンドを入
力すると、デフォルトの設定パラメータでインターフェ

イスダンプニングが有効になります。例：

Device(config-if)# dampening half-life-period、reuse-threshold、
suppress-threshold、max-suppress-timeおよび
restart-penalty引数のデフォルト値は、それぞれ、
5、1000、2000、20、2000です。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• restart-penalty引数のタイマーを手動で設定する場合
は、すべての引数に対して手動で値を入力する必要が

あります。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

ダンプニングされたインターフェイスのサマリーを表示し

ます。

showdampeninginterface

例：

Device# show dampening interface

ステップ 6   

減衰されたローカルルータ上のインターフェイスを表示し

ます。

showinterfacedampening

例：

Device# show interface dampening

ステップ 7   

リンク障害検出時間を短縮するための IS-IS hello パラメータの調整

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfaceinterface-typeinterface-number
4. isishello-interval{seconds |minimal} [level-1 | level-2]
5. isishello-multipliermultiplier [level-1 | level-2]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfaceinterface-typeinterface-number

例：

ステップ 3   

IS-IS hello PDUの送信間隔を指定します。isishello-interval{seconds |minimal}
[level-1 | level-2]

ステップ 4   

•デフォルト値は10です。ホールド時間は、helloインターバル
× hello乗数になります。minimalキーワードを指定した場合、例：

Device(config-if)# isis
hello-interval 5 level-1

ホールドタイムは 1秒で、hello乗数を基準に hello間隔が計
算されます。

• hello間隔は、シリアルポイントツーポイントインターフェイ
スを除き、レベル 1およびレベル 2について個別に設定でき
ます（1つのタイプの hello PDUのみがシリアルリンクで送信
されるため、その PDUはレベル 1またはレベル 2に依存しま
せん）。level-1および level-2のキーワードは、X.25、SMDS、
およびフレームリレーマルチアクセスネットワークまたは

LANインターフェイスに対して使用します。

helloインターバルを短くすると、コンバージェンスが迅
速に実行されますが、帯域幅と CPU使用率が増大しま
す。また不正な障害検出イベントによってネットワーク

が不安定になるおそれもあります。hello間隔が長いほど
帯域幅と CPUが節約されます。特に、大きな hello乗数
と組み合わせて使用する場合、この設定によりネットワー

クの全体的な安定性が高まりますが、その結果として一

般的にはネットワークコンバージェンスが低速になりま

す。

（注）

ネイバーが見落とすことができる IS-IS hello PDUの数を指定しま
す。見落とされた数がこの値を超えると、ルータは隣接装置がダウ

ンしていると宣言します。

isishello-multipliermultiplier [level-1 |
level-2]

例：

Device(config-if)# isis
hello-multiplier 6 level-1

ステップ 5   

•デフォルト値は 3です。乗数を 1とするのは非常に果敢と言
えます。少なくとも 3とすることを推奨します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   
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ブロードキャストメディア上での IS-IS ポイントツーポイント隣接関
係の設定

ブロードキャストメディアに接続された2台のネットワークデバイスだけで構成される IS-ISネッ
トワークに対して、次の作業を実行します。通常、このようなネットワークはブロードキャスト

リンクではなく、ポイントツーポイントリンクとして設定されます。

ポイントツーポイントインターフェイスではなくマルチポイントインターフェイスを使用す

ると、ネットワークに擬似ノードが作成されるようになります。擬似ノードを追加するという

ことは、ルータがそれについての情報を保持する必要があることを意味します。ルータのトポ

ロジデータベースのサイズを小さくして、その結果としてルータのメモリ要件を減らし、関

係するノードの数を1つ減らしてSPF計算の効率を高めるために、可能な場合はポイントツー
ポイントインターフェイスを設定します。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface interface-type interface-number
4. isis network point-to-point
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブルに
します。

イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-type interface-number

例：

ステップ 3   

ブロードキャストメディアと Integrated IS-ISルーティング
プロトコルを使用するネットワーキングデバイス 2台だけ

isis network point-to-point

例：

Device(config-if)# isis network
point-to-point

ステップ 4   

のネットワークを設定し、ブロードキャストリンクではな

くポイントツーポイントリンクとして機能するようにしま

す。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

IS-IS のネットワークコンバージェンスにかかる時間の監視

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. isisdisplaydelimiter [returncount | charactercount]
4. exit
5. showisisdatabase [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
6. showisis[process-tag]route
7. showisisspf-log
8. showisis[process-tag]topology

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

複数のエリアから出力される表示を読みやすくするため

に、表示される情報を区切るために使用するデリミタを

指定します。

isisdisplaydelimiter [returncount |
charactercount]

例：

Device(config)# isis display delimiter
return 2

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisisdatabase [level-1] [level-2] [l1] [l2]
[detail] [lspid]

ステップ 5   

例：

Device# show isis database detail

IS-IS学習ルートについて、IS-ISレベル 1フォワーディン
グテーブルを表示します。

showisis[process-tag]route

例：

Device# show isis financetag route

ステップ 6   

ルータがフルSPF計算の頻度と、実行理由を表示します。showisisspf-log

例：

Device# show isis spf-log

ステップ 7   

すべてのエリアで接続済みルータのリストを表示します。showisis[process-tag]topology

例：

Device# show isis financetag topology

ステップ 8   

•プロセスタグを指定した場合は、出力は指定された
ルーティングプロセスに制限されます。プロセスタ

グに「null」を指定すると、タグを指定していない
ルータプロセスの出力だけが表示されます。プロセ

スタグを指定しない場合は、すべてのプロセスの出

力が表示されます。
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IS-IS ネットワークで障害検出時間を短縮するための設定
例

障害検出時間を短縮して高速コンバージェンスを実現するための IS-IS
の設定例

次に、IPイベントダンプニングを使用するようにイーサネットインターフェイス 0/0を設定し、
半減期を 30秒、再使用しきい値を 1,500、抑制しきい値を 10,000、最大抑制時間を 120秒に設定
する例を示します。より迅速な障害検出のために IS-IS helloパラメータも調整しています。

enable
configure terminal
interface Ethernet 0/0
dampening 30 1500 10000 120
isis hello-interval minimal
isis hello-multiplier 3

次の作業
IS-ISネットワーク収束時間を改善するためにその他の機能を設定するには、次のモジュールで説
明されているオプション作業を適宜実行してください。

•『IS-IS高速コンバージェンスのベストプラクティスなパラメータの設定』

•『IS-ISネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮』

•『Reducing Alternate-Path Calculation Times in IS-IS Networks』

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク
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標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS ネットワークでの障害検出時間の短縮に関する機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 11：IS-IS ネットワークでの障害検出時間の短縮に関する機能情報

機能情報ソフトウェアリリース機能名

双方向フォワーディング検出

（BFD）は、すべてのメディア
タイプ、カプセル化、トポロ

ジ、およびルーティングプロ

トコルのために短時間での転送

パス障害検出を提供するために

設計された検出プロトコルで

す。高速転送パス障害検出に加

えて、BFDはネットワーク管
理者に整合性のある障害検出方

法を提供します。ネットワーク

管理者は BFDを使用して、さ
まざまなルーティングプロト

コルの helloメカニズムで、変
動速度ではなく一定速度で転送

パスの障害を検出できるため、

ネットワークプロファイリン

グおよびプランニングが容易に

なります。また、再コンバー

ジェンス時間の整合性が保た

れ、予測可能になります。

IPv4での BFDに対する IS-IS
サポート

ネットワークが、ブロードキャ

ストメディアに接続されたネッ

トワークデバイス 2台だけで
構成されていて、Integrated
IS-ISプロトコルを使用してい
る場合は、リンクをブロード

キャストリンクとしてではな

くポイントツーポイントとして

扱う方が適切です。この機能に

よって、このようなネットワー

クデバイス間で IS-ISがポイン
トツーポイントリンクとして

動作するようにする新しいコマ

ンドが導入されています。

ブロードキャストメディア上

での Integrated IS-ISポイント
ツーポイントの隣接関係
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第 13 章

IPv6 ルーティング：IPv6 の IS-IS マルチトポ
ロジサポート

IPv6の IS-ISマルチトポロジサポートにより、IS-ISは単一エリアまたはドメイン内で独立した
トポロジのセットを維持できます。

• 機能情報の確認, 169 ページ

• IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート, 170 ページ

• IPv6ルーティングの設定方法：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート, 171 ページ

• IPv6ルーティングの設定例：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート, 177 ページ

• その他の参考資料, 180 ページ

• IPv6ルーティングに関する機能情報：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート, 181 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ルーティング：IPv6 の IS-IS マルチトポロジサポー
ト

IS-IS Enhancements for IPv6
IPv6における IS-ISは、IPv4における IS-ISと同じように機能し、同じ利点が多数あります。IS-IS
への IPv6の機能拡張により、IS-ISは IPv4およびOSIルートに加えて IPv6プレフィックスをアド
バタイズできます。また、IS-ISコマンドラインインターフェイス（CLI）の機能拡張により、IPv6
固有のパラメータを設定できます。IPv6 IS-ISでは、IS-ISによってサポートされるアドレスファ
ミリが、OSIや IPv4に加えて IPv6も含まれるように拡張されています。

IPv6における IS-ISは、シングルトポロジモードまたはマルチトポロジモードをサポートしま
す。

IS-IS Multitopology Support for IPv6
IPv6の IS-ISマルチトポロジサポートにより、IS-ISは単一エリアまたはドメイン内で独立したト
ポロジのセットを維持できます。このモードを使用すると、IS-ISが設定されているすべてのイン
ターフェイスで同じネットワークアドレスファミリのセットをサポートする必要がなくなりま

す。また、IS-ISエリア（レベル 1ルーティングの場合）またはドメイン（レベル 2ルーティング
の場合）内のすべてのルータで同じネットワーク層アドレスファミリのセットをサポートする必

要がなくなります。複数のSPFが設定済みのトポロジごとに1つずつ実行されるため、特定のネッ
トワークアドレスファミリをルーティング可能にするには、エリアまたはドメイン内のルータの

サブセットに接続が存在するだけで十分です。

isis ipv6 metricコマンドを使用して、IPv6用のインターフェイスと IPv4用のインターフェイスに
異なるメトリックを設定できます。

IPv6のマルチトポロジサポートを使用する場合は、metric-style wideコマンドを使用して、新ス
タイルの TLVを使用するように IS-ISを設定します。これは、リンクステートパケット（LSP）
で IPv6情報をアドバタイズするために使用される TLVは、拡張メトリックだけを使用するよう
に定義されているためです。

IPv6 のシングルトポロジサポートからマルチトポロジサポートへの移
行

エリアまたはドメイン内のすべてのルータは、同じタイプの IPv6サポート（シングルトポロジま
たはマルチトポロジ）を使用する必要があります。マルチトポロジモードで動作しているルータ

は、シングルトポロジモードのルータが IPv6トラフィックをサポートできるかどうかを認識でき
ないため、IPv6トポロジに欠陥が生じます。シングルトポロジのサポートから柔軟性の高いマル
チトポロジのサポートに移行するために、マルチトポロジ移行モードが用意されています。
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マルチトポロジ移行モードでは、シングルトポロジの IS-IS IPv6サポートモードで動作している
ネットワークは、ルータをマルチトポロジの IS-IS IPv6サポートに対応するようにアップグレー
ドしている間でも動作を継続できます。移行モードでは、両方のタイプの TLV（シングルトポロ
ジとマルチトポロジ）はすべての設定済み IPv6アドレスについてLSPで送信されますが、ルータ
はシングルトポロジモードで動作し続けます（つまり、シングルトポロジモードのトポロジに関

する制約事項が適用されます）。エリアまたはドメイン内のすべてのルータをマルチトポロジIPv6
に対応するようにアップグレードし、移行モードで動作させたあとで、移行モードを設定から削

除できます。エリアまたはドメイン内のすべてのルータがマルチトポロジ IPv6モードで動作する
と、シングルトポロジモードのトポロジに関する制約事項は適用されなくなります。

IPv6 ルーティングの設定方法：IPv6 の IS-IS マルチトポロ
ジサポート

IPv6 に対する Multitopology IS-IS の設定
マルチトポロジ IS-IS for IPv6を設定するときに transitionキーワードを使用すると、IS-ISの IPv6
シングルトポロジ SPFモードで作業しているユーザは、マルチトポロジ IS-ISへのアップグレー
ド中でも作業を継続できます。各ルータが transitionキーワードを使用して設定された後、各ルー
タで transitionキーワードを削除できます。移行モードがイネーブルになっていない場合、シング
ルトポロジモードで動作しているルータとマルチトポロジモードで動作しているルータ間の IPv6
接続は確立できません。

マルチトポロジ IS-ISへのアップグレード中は既存の IPv6トポロジを引き続き使用できます。オ
プションの isisipv6metricコマンドを使用すると、マルチトポロジモードでの動作時に IPv6トラ
フィックと IPv4トラフィックのリンクコストを区別できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. metric-stylewide [transition] [level-1 | level-2 | level-1-2
5. address-familyipv6[unicast |multicast]
6. multi-topology [transition]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブルに
し、ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisisarea-tag

例：

Device(config)# router isis area2

ステップ 3   

IS-ISを実行しているルータを、新スタイルの TLVだけを生成
して受け入れるように設定します。

metric-stylewide [transition] [level-1 |
level-2 | level-1-2

例：

Device(config-router)# metric-style
wide level-1

ステップ 4   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-familyipv6[unicast |multicast]

例：

Device(config-router)#
address-family ipv6

ステップ 5   

• unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレスファ
ミリを指定します。 address-familyipv6コマンドでunicast
キーワードが指定されていない場合、ルータはデフォル

トでユニキャスト IPv6アドレスファミリのコンフィギュ
レーションモードになります。

マルチトポロジ IS-IS for IPv6をイネーブルにします。multi-topology [transition]

例：

Device(config-router-af)#
multi-topology

ステップ 6   

•オプションの transitionキーワードを指定すると、IS-IS
IPv6ユーザはマルチトポロジモードへのアップグレード
中に引き続きシングルトポロジモードを使用できます。

Customizing IPv6 IS-IS
IPv6 IS-ISの新しいアドミニストレーティブディスタンス、IPv6 IS-ISでサポートされる等コスト
パスの最大数、IPv6 IS-ISのサマリープレフィックス、およびデフォルトの IPv6ルート（::/0）を
アドバタイズする IS-ISインスタンスを設定するには、次の作業を実行します。部分的なルート計
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算（PRC）間のホールドダウン時間と、マルチトポロジ IS-ISの使用時にCisco IOSXEソフトウェ
アが SPF計算を実行する頻度の設定方法についても説明します。

ネットワークに合せて IPv6の IS-ISマルチトポロジをカスタマイズできますが、多くの場合、そ
の必要はありません。この機能のデフォルトは、ほとんどのカスタマーや機能の要件を満たすよ

うに設定されています。デフォルトを変更する場合は、IPv4のコンフィギュレーションガイドや
IPv6コマンドリファレンスを参照して、該当する構文を探してください。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisisarea-tag
4. address-familyipv6[unicast |multicast]
5. default-informationoriginate[route-map map-name]
6. distancevalue
7. maximum-pathsnumber-paths
8. summary-prefixipv6-prefixprefix-lengthlevel-1 | level-1-2| level-2]
9. prc-intervalseconds [initial-wait] [secondary-wait
10. spf-interval [level-1 | level-2] seconds initial-wait] [secondary-wait
11. exit
12. interfacetypenumber
13. isisipv6metricmetric-value [level-1 | level-2 | level-1-2

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブル
にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

routerisisarea-tag

例：

Router(config)# router isis area2

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコン
フィギュレーションモードを開始します。

address-familyipv6[unicast |multicast]

例：

Router(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 4   

• unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレス
ファミリを指定します。address-family ipv6コマンド
でunicastキーワードが指定されていない場合、ルータ
はデフォルトでユニキャスト IPv6アドレスファミリ
のコンフィギュレーションモードになります。

（任意）デフォルトの IPv6ルートを IS-ISルーティングド
メインに挿入します。

default-informationoriginate[route-map
map-name]

例：

Router(config-router-af)#
default-information originate

ステップ 5   

• route-mapキーワードと map-name引数には、IPv6デ
フォルトルートがアドバタイズされる条件を指定しま

す。

• route mapキーワードを省略すると、IPv6デフォルト
ルートは無条件にレベル 2でアドバタイズされます。

（任意）IPv6ルーティングテーブル内の IPv6 IS-ISルート
のアドミニストレーティブディスタンスを定義します。

distancevalue

例：

Router(config-router-af)# distance 90

ステップ 6   

• value引数は、10～ 254の整数です。（値 0～ 9は、
内部で使用するために予約されています）。

（任意）IPv6 IS-ISがサポートできる等コストルートの最大
数を定義します。

maximum-pathsnumber-paths

例：

Router(config-router-af)# maximum-paths
3

ステップ 7   

•このコマンドは、IPv6ボーダーゲートウェイプロト
コル（BGP）とルーティング情報プロトコル（RIP）も
サポートしています。

• number-paths引数は、1～ 64の整数です。BGPのデ
フォルトは 1本のパス、IS-ISと RIPのデフォルトは
16本のパスです。

（任意）レベル 1-2ルータがサマリーをアドバタイズする
ときに直接レベル 1プレフィックスをアドバタイズするの

summary-prefixipv6-prefixprefix-lengthlevel-1
| level-1-2| level-2]

例：

Router(config-router-af)# summary-prefix
2001:DB8::/24

ステップ 8   

ではなく、レベル 1プレフィックスをレベル 2で集約でき
るようにします。

• summary-prefixコマンドの ipv6-prefix引数は、RFC
2373に記載された形式にする必要があり、16ビット値
をコロンで区切った 16進でアドレスを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

• prefix-length引数は、アドレスのうち連続する上位何
ビットがプレフィックス（アドレスのネットワーク部）

を構成するかを示す 10進数値です。10進数値の前に
スラッシュ記号が必要です。

（任意）マルチトポロジ IS-IS for IPv6の PRC間のホールド
ダウン時間を設定します。

prc-intervalseconds [initial-wait]
[secondary-wait

例：

Router(config-router-af)# prc-interval
20

ステップ 9   

（任意）Cisco IOS XEソフトウェアがマルチトポロジ IS-IS
for IPv6の SPF計算を実行する頻度を設定します。

spf-interval [level-1 | level-2] seconds
initial-wait] [secondary-wait

例：

Router(config-router-af)# spf-interval
30

ステップ 10   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

し、ルータをルータコンフィギュレーションモードに戻し

ます。

exit

例：

Router(config-router-af)# exit

ステップ 11   

•このステップを繰り返して、ルータコンフィギュレー
ションモードを終了し、ルータをグローバルコンフィ

ギュレーションモードに戻します。

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config-router)# interface
GigabitEthernet 0/0/1

ステップ 12   

（任意）マルチトポロジ IS-IS for IPv6メトリックの値を設
定します。

isisipv6metricmetric-value [level-1 | level-2 |
level-1-2

例：

Router(config-if)# isis ipv6 metric 20

ステップ 13   
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IPv6 IS-IS の設定と動作の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipv6protocols[summary]
3. showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology
4. showclns [process-tag] neighborsinterface-typeinterface-number] [area] [detail]
5. showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber] [detail]
6. showisis [process-tag] database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
7. showisisipv6rib[ipv6-prefix]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

アクティブな IPv6ルーティングプロセスのパラメー
タと現在の状態を表示します。

showipv6protocols[summary]

例：

Device# show ipv6 protocols

ステップ 2   

すべてのエリア内の IS-ISを実行しているすべての接
続済みルータのリストを表示します。

showisis [process-tag] [ipv6 | *] topology

例：

Device# show isis topology

ステップ 3   

エンドシステム（ES）、中継システム（IS）、および
マルチトポロジ IS-IS（M-ISIS）ネイバーを表示しま
す。

showclns [process-tag]
neighborsinterface-typeinterface-number] [area]
[detail]

例：

Device# show clns neighbors detail

ステップ 4   

IS-ISネイバーの IS-IS隣接情報を表示します。showclnsarea-tagis-neighbors[typenumber]
[detail]

ステップ 5   

• detailキーワードを使用すると、ネイバーの IPv6
リンクローカルアドレスが表示されます。例：

Device# show clns is-neighbors detail
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisis [process-tag] database [level-1]
[level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]

ステップ 6   

•この例では、detailキーワードを使用して、各
LSPの内容を表示します。例：

Device# show isis database detail

IPv6のローカル RIBを表示します。showisisipv6rib[ipv6-prefix]

例：

Device# show isis ipv6 rib

ステップ 7   

IPv6 ルーティングの設定例：IPv6 の IS-IS マルチトポロジ
サポート

例：マルチトポロジ IS-IS の IS-IS IPv6 メトリックの設定
次に、IS-IS IPv6メトリックの値を 20に設定する例を示します。

interface GigabitEthernet 0/0/1
isis ipv6 metric 20

例：IS-IS for IPv6 の設定
次の例では、showipv6protocolsコマンドを使用して、アクティブな IPv6ルーティングプロセス
のパラメータと現在の状態に関する出力情報を表示しています。

Device# show ipv6 protocols
IPv6 Routing Protocol is "connected"
IPv6 Routing Protocol is "static"
IPv6 Routing Protocol is "isis"
Interfaces:
GigabitEthernet0/0/3
GigabitEthernet0/0/1
Serial1/0/1
Loopback1 (Passive)
Loopback2 (Passive)
Loopback3 (Passive)
Loopback4 (Passive)
Loopback5 (Passive)

Redistribution:
Redistributing protocol static at level 1

Address Summarization:
L2: 2001:DB8:33::/16 advertised with metric 0
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L2: 2001:DB8:44::/16 advertised with metric 20
L2: 2001:DB8:66::/16 advertised with metric 10
L2: 2001:DB8:77::/16 advertised with metric 10

次の例では、showisistopologyコマンドを使用して、すべてのエリア内の IS-ISを実行しているす
べての接続済みルータに関する出力情報を表示しています。

Device# show isis topology
IS-IS paths to level-1 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000C
0000.0000.000D 20 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
0000.0000.000F 10 0000.0000.000F GE0/0/1 0050.e2e5.d01d
0000.0000.00AA 10 0000.0000.00AA Se1/0/1 *HDLC*
IS-IS paths to level-2 routers
System Id Metric Next-Hop Interface SNPA
0000.0000.000A 10 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000B 20 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000C --
0000.0000.000D 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063
0000.0000.000E 30 0000.0000.000A GE0/0/3 0010.f68d.f063

次の例では、showclnsis-neighborsコマンドを使用して、ローカルルータによって他の IS-ISネイ
バーとの必要なすべての IS-IS隣接が形成されていることを確認するための出力情報を表示してい
ます。ネイバーの IPv6リンクローカルアドレスを表示するには、detailキーワードを指定しま
す。

Device# show clns is-neighbors detail
System Id Interface State Type Priority Circuit Id Format
0000.0000.00AA Se1/0/1 Up L1 0 00 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::YYYY:D37C:C854:5
Uptime: 17:21:38

0000.0000.000F Et0/0/1 Up L1 64 0000.0000.000C.02 Phase V
Area Address(es): 49.0001
IPv6 Address(es): FE80::XXXX:E2FF:FEE5:D01D
Uptime: 17:21:41

0000.0000.000A Et0/0/3 Up L2 64 0000.0000.000C.01 Phase V
Area Address(es): 49.000b
IPv6 Address(es): FE80::ZZZZ:F6FF:FE8D:F063
Uptime: 17:22:06

次の例では、showclnsneighborsコマンドにdetailキーワードを指定して、エンドシステム（ES）
ネイバーと中継システム（IS）ネイバーの両方に関する詳細な出力情報を表示しています。

Device# show clns neighbors detail
System Id Interface SNPA State Holdtime Type Protocol
0000.0000.0007 GE3/3 aa00.0400.6408 UP 26 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 172.16.0.42*
Uptime: 00:21:49
0000.0C00.0C35 GE3/2 0000.0c00.0c36 Up 91 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.42*
Uptime: 00:21:52
0800.2B16.24EA GE3/3 aa00.0400.2d05 Up 27 L1 M-ISIS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.42*
IPv6 Address(es): FE80::2B0:8EFF:FE31:EC57
Uptime: 00:00:27
0800.2B14.060E GE3/2 aa00.0400.9205 Up 8 L1 IS-IS
Area Address(es): 20
IP Address(es): 192.168.0.30*
Uptime: 00:21:52
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次の例では、showisisdatabaseコマンドに detailキーワードを指定して、他のルータから受信した
LSPとそれらのルータがアドバタイズしている IPv6プレフィックスに関する詳細な出力情報を表
示しています。

Device# show isis database detail
IS-IS Level-1 Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0C00.0C35.00-00 0x0000000C 0x5696 325 0/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Area Address: 39.0001
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.0C35
--More--
0000.0C00.40AF.00-00* 0x00000009 0x8452 608 1/0/0
Area Address: 47.0004.004D.0001
Topology: IPv4 (0x0) IPv6 (0x2)
NLPID: 0xCC 0x8E
IP Address: 172.16.21.49
Metric: 10 IS 0800.2B16.24EA.01
Metric: 10 IS 0000.0C00.62E6.03
Metric: 0 ES 0000.0C00.40AF
IPv6 Address: 2001:DB8::/32
Metric: 10 IPv6 (MT-IPv6) 2001:DB8::/64
Metric: 5 IS-Extended cisco.03
Metric: 10 IS-Extended cisco1.03
Metric: 10 IS (MT-IPv6) cisco.03

IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0000.000A.00-00 0x00000059 0x378A 949 0/0/0
Area Address: 49.000b
NLPID: 0x8E
IPv6 Address: 2001:DB8:1:1:1:1:1:1
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:3:YYYY::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8:2:YYYY::/64
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000A.01
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000B.00
Metric: 10 IS-Extended 0000.0000.000C.01
Metric: 0 IPv6 11:1:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:2:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:3:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:4:YYYY:1:1:1:1:1/128
Metric: 0 IPv6 11:5:YYYY:1:1:1:1:1/128

0000.0000.000A.01-00 0x00000050 0xB0AF 491 0/0/0
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000A.00
Metric: 0 IS-Extended 0000.0000.000B.00

次の例では、showisisipv6ribコマンドの出力を示しています。アスタリスク（*）は、IS-ISルー
トとしてマスター IPv6 RIBにインストールされているプレフィックスを示します。各プレフィッ
クスのあとにすべてのパスが優先順に表示されています。つまり、先頭に最適なパス、そのあと

に次善パスが表示されています。

Device# show isis ipv6 rib

IS-IS IPv6 process "", local RIB
2001:DB8:88:1::/64
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]

* 2001:DB8:1357:1::/64
via FE80::202:7DFF:FE1A:9471/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 10 LSP [4/9]

* 2001:DB8:45A::/64
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L1 metric 20 LSP [C/6]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACC9/GigabitEthernet2/0/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
via FE80::210:7BFF:FEC2:ACCC/GigabitEthernet2/1/0, type L2 metric 20 LSP [3/7]
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

『IS-ISネットワークのリンク
障害およびトポロジ変更の通知

時間の短縮』モジュール

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipv6/command/reference/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipv6/command/reference/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IPv6 ルーティングに関する機能情報：IPv6 の IS-IS マルチ
トポロジサポート

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 12：IPv6 ルーティングに関する機能情報：IPv6 の IS-IS マルチトポロジサポート

機能情報リリース機能名

IPv6の IS-ISマルチトポロジサ
ポートにより、IS-ISは単一エ
リアまたはドメイン内で独立し

たトポロジのセットを維持でき

ます。

address-family ipv6、
multi-topology、router isisの各
コマンドが追加または変更され

ました。

Cisco IOS XE Release 2.6IPv6ルーティング：IPv6の
IS-ISマルチトポロジサポート
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http://www.cisco.com/support
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第 14 章

IS-IS ネットワークのリンク障害およびトポ
ロジ変更の通知時間の短縮

このモジュールの作業では、ルータからネイバーへのリンク障害およびトポロジ変更の情報の送

信に要する時間を短縮するために、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）をカスタマ
イズする方法について説明します。IS-ISタイマーを調整し、それによって、デバイスがルーティ
ングアップデートを送信するために要する時間を削減できます。

• 機能情報の確認, 183 ページ

• IS-ISネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時間を短縮するための前提条件, 184
ページ

• IS-ISネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間の短縮に関する情報, 184
ページ

• IS-ISネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時間を短縮する方法, 187 ページ

• IS-ISネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時間を短縮するための設定例, 192
ページ

• 次の作業, 192 ページ

• その他の参考資料, 193 ページ

• IS-ISネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間を短縮するための機能情報,
194 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IS-IS ネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時
間を短縮するための前提条件

このモジュールの作業を実行する前に、『IS-IS高速コンバージェンスの概要』モジュールで説明
されている概念をよく理解しておく必要があります。

IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通
知時間の短縮に関する情報

IS-IS での LSP の生成間隔とライフタイム
リンクステートプロトコルデータユニット（PDU）のLSP調整値を最大値まで高めると、フラッ
ディングメカニズムによるリソース消費のために、フラッディングは大きく減少します。ルータ

が LSPを再生成するまで待機できる最長時間は約 18.7時間です。

高速コンバージェンスに影響する IS-IS のスロットリングタイマー
頻度は低いものの実際のリンク障害に繋がるおそれのあるイベントにはより迅速に対応し、また

実際のリンク障害に繋がる見込みは低いものの頻繁に発生するイベントにはより着実に対応でき

るよう、IS-ISを設定できます。IS-ISのコンバージェンスのスピードと安定性は、さまざまなス
ロットリングタイマーに設定した値によって影響されます。スロットリングタイマーを使用する

と、外部イベントに対する反応時間が短くなりますが、ルーティング情報ベース（RIB）の情報を
保持するための専用のリソースの量が増えるという相反する状況が生じます。次の項目について

理解しておく必要があります。

IS-IS の PDU

IS-ISはデータリンク PDUにデータをカプセル化します。PDUには次の 4つの異なるタイプがあ
り、それぞれがレベル 1またはレベル 2になることができます。

• LSP：LSPは 2つの IS-ISネイバー間で送信される PDUです。LSPには、ネイバーとの隣接
関係、接続された IPプレフィックス、オープンシステム相互接続（OSI）エンドシステム、
エリアアドレスなど、ネイバーとパスのコストに関する情報が含まれます。LSPは、受信側
ルータでルーティングテーブルを維持するために使用されます。
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• IIH：IS-IS Hello PDUは隣接関係を確立して維持するために使用します。デフォルトでは、
Intermediate-to-Intermediate Hello（IIH）は最大伝送ユニット（MTU）のサイズまでパディン
グされます。

• PSNP:Partial Sequence Number PDU(PSNP)には、既知の LSPのサブセットのみの要約が含ま
れます。PSNPは、新しい完全な LSPのバージョンを要求するか、更新された LSPの受信を
通知することで、リンクステート情報を確認および要求するために使用します。

• CSNP：Complete Sequence Number PDU（CSNP）には、発行ルータにとって既知であるすべ
ての LSPの要約が含まれます。

LSP に関連するインターバルと指数バックオフタイマー

次のタイマーとインターバルは、IS-ISルータによって生成される LSPに関連しています。

• LSPリフレッシュインターバル：ルータが自身の LSPをリフレッシュ（再作成と再フラッ
ディング）するまで待機する秒数を指定します（0～ 65535）。

•最大LSPライフタイム：LSPのヘッダーに記述されるライフタイムの値を指定します。ライ
フタイムはすべての IS-ISルータで古い LSPをエージアウトおよび消去するために使用され
ます。

次の指数バックオフタイマーは、SPF計算、部分的なルート計算（PRC）の処理、および LSPの
生成を制御するために IS-ISに実装されました。

• PRCインターバル：連続する 2つの PRC間の秒数を指定します。トポロジに影響しない変
更、たとえばアドバタイズされた外部プレフィックスなどが検出されると、PRCがトリガー
されます。

• LSP生成インターバル：各ノード単位で特定の LSPの新しいバージョンを作成する間隔を秒
で指定します。

• SPFインターバル：連続する 2回の SPF計算の間の秒数を指定します。

これらの指数バックオフタイマーの目的は最初のイベントに対して迅速に対応できるようにする

ことです。しかし絶えず変化がある状況では、ルータのCPUがダウンするのを防ぐために速度を
低下させる働きがあります。指数バックオフのアルゴリズムは次のようになります。

1 最初のイベントにより、SPF、PRC、または LSPの生成がトリガーされます。

2 インターバルに対して設定されている最初の待機時間によって、最初のイベントと、SPF、
PRC、LSPの生成が開始されるまでの時間が決まります。

3 インターバルに対して設定されている増分の待機時間により、連続して行われるSPFの実行、
PRCの実行、LSPの生成までルータが待機する時間の長さが決まります。この増分値は、連続
するイベントの間で最大値に達するまで指数的に増えていきます。たとえば増分値は、1番目
と 2番目のイベントの間は 1倍の増分値、2番目と 3番目のイベントの間は 2倍の増分値、3
番目と 4番目のイベントの間は 4倍の増分値、4番目と 5番目のイベントの間は 8倍の増分値
というように、設定されている最大インターバル（連続するSPFの実行、PRCの実行、LSPの
生成の間でルータが待機する秒数）に達するまで変化していきます。
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4 設定された最大待機インターバルの値の2倍の期間、新しいトリガーが受信されなかった場合
は、ネットワークが安定したことになり、安定状態で迅速な動作ができる状態に戻ります。そ

して最初の待機インターバルに戻ります。

SPF、PRC、LSPの生成タイマーの推奨設定を確認してください。

IS-IS Hello PDU タイマー

各サブネットに必要とされる隣接関係のコンバージェンス時間に応じて、さまざまな IS-IS hello
タイマーを設定する必要があります。隣接関係が急速に失われることが検出された場合は、タイ

マーの時間を短くする必要があります。これらのタイマーは、導入後や、ネットワークの安定性

とコンバージェンスに対する正確な監視が行われた後に、必要に応じて変更できます。

• Helloインターバル：IIH PDUの連続する 2回の送信間の秒数。

•最小Helloインターバル：Helloインターバルを設定すると、ホールド時間が 1秒に設定され
ます。Fast Helloが使用されている場合、Hello乗数の重要性が変わります。Hello乗数が 1秒
あたりに送信される Helloの数になるためです。

• Hello乗数：ホールド時間を計算するために使用する 1～ 300の整数です。ホールド時間と
は、ルータがネイバーが失われたと宣言するまで IIHを待機する秒数です。ルータではHello
インターバルと Hello乗数を乗算してホールド時間を決定します。不要な隣接関係のリセッ
トが行われるのを避けるために、IIHPDUの頻繁な損失が検出される場合には、そのインター
フェイスのデフォルト値である 3を大きな値にします。

• IS-IS再送信インターバル：ポイントツーポイントリンクに対して、IS-ISのリンクステート
PDUを再送信するまでの間隔を秒数で指定します。

CSNP Interval

CSNPインターバルは、CSNP PDUの連続する 2回の送信の間隔を秒数で指定します。CSNPは、
ブロードキャストメディアに接続されているすべてのルータを対象として、それらのデータベー

スを同期する目的で代表ルータ（DIS）によって生成されます。また隣接関係を設定する際に、ポ
イントツーポイントネットワークの隣接ルータによって生成されます。CSNPはすべてのルータ
のデータベースを最新の状態に保つために使用されます。CSNPインターバルの値を小さくする
と、同期の速度が速くなります。ただし CSNPインターバルの値が小さすぎると、PSNP PDUの
送信が集中的にトリガーされます。DIS（代表中継システム）と同期しておらず、そのためにデー
タベースに追加の LSPを必要とするすべてのルータが PSNPを送信します。

SPF、PRC、LSPの生成に関する指数バックオフタイマーは、ネットワークの安定性とルーティ
ングドメイン内で必要とされる安定性のレベルに応じて調整する必要があります。たとえば、小

さな値を設定するとコンバージェンスが高速になりますが、ルートのフラッピングによってネッ

トワークが変化した場合にリソースの使用率が高まるという潜在的なリスクがあります。大きな

値を設定すると、コンバージェンスが低速になってネットワークの安定性が保たれます。

LSP生成インターバルについてはデフォルト値の 5秒のままにして、また LSP最大ライフタイム
は 65,535秒に増やすことを推奨します。これによって、LSPの生成と更新に必要なCPU使用量を
節約することができます。

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
186

IS-IS ネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮
高速コンバージェンスに影響する IS-IS のスロットリングタイマー



SPFに基づいたルーティングアルゴリズムを使用している場合に、最初に必要な遅延の値が40ミ
リ秒よりも短いと、SPFをトリガーした LSPがネイバーにフラッディングされる前に SPFが開始
されることがあります。ルータは SPF計算を実行する前に、少なくとも SPFをトリガーした LSP
をフラッディングする必要があります。LSPのフラッディングは、LSP内のネットワークの更新
が可能な限り迅速にネットワークへ伝播されるようにするために必要です。

IS-IS ネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時
間を短縮する方法

SPF PRC および LSP 生成の指数バックオフタイマーの調整

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. spf-interval[level-1 | level-2] spf-max-wait [spf-initial-wait spf-second-wait]
5. prc-intervalprc-max-wait[prc-initial-wait prc-second-wait]
6. lsp-gen-interval [level-1 | level-2] lsp-max-wait [lsp-initial-wait lsp-second-wait]
7. max-lsp-lifetime [hours] value
8. lsp-refresh-intervalseconds
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPルーティングプロトコルとして IS-ISを有効化し、必要
に応じてプロセスにタグを割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

SPF計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。spf-interval[level-1 | level-2] spf-max-wait
[spf-initial-wait spf-second-wait]

ステップ 4   

spf-max-wait、spf-initial-waitおよび spf-second-wait
引数の推奨値は、それぞれ 5、1、20です。

（注）

例：

Router(config-router)# spf-interval 5
1 20

RPC計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズします。prc-intervalprc-max-wait[prc-initial-wait
prc-second-wait]

ステップ 5   

prc-max-wait、prc-initial-waitおよび
prc-second-wait引数の推奨値は、それぞれ 5、
1、20です。

（注）

例：

Router(config-router)# prc-interval 5
1 20

LSPが生成される最小間隔を設定します。lsp-gen-interval [level-1 | level-2]
lsp-max-wait [lsp-initial-wait lsp-second-wait]

ステップ 6   

lsp-max-wait、lsp-initial-waitおよび lsp-second-wait
引数の推奨値は、それぞれ 5、1、20です。

（注）

例：

Router(config-router)# lsp-gen-interval
5 1 20

LSPが更新されずに保持される最大時間を設定します。max-lsp-lifetime [hours] value

例：

Router(config-router)# max-lsp-lifetime
65535

ステップ 7   

• LSPの生成に使用されるネットワークリソースを削
減するには、LSPの最大有効期間の値を 65535に増
やします。

LSPが更新される最小間隔を設定します。lsp-refresh-intervalseconds

例：

Router(config-router)#
lsp-refresh-interval 65000

ステップ 8   

• LSPの更新に使用されるネットワークリソースを削
減するには、LSPの更新間隔を最大値の 65000秒に
増やします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 9   
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LSP のIS-IS 高速フラッディングのイネーブル化
fast-floodコマンドを設定するときは、isis retransmit-intervalコマンドと isis
retransmit-throttle-intervalコマンドをデフォルト値のままにしておくことをお勧めします。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. fast-floodlsp-number
5. end
6. showrunning-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにし
て、必要に応じて、タグをプロセスに割り当て、ルータコ

ンフィギュレーションモードになります。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 3   

LSPの高速フラッディングを実行します。fast-floodlsp-number

例：

Router(config-router)# fast-flood
20

ステップ 4   

• fast-floodコマンドを設定するときは、isis
retransmit-intervalコマンドと isis
retransmit-throttle-intervalコマンドをデフォルト値の
ままにしておくことをお勧めします。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）高速フラッディングがイネーブルになっているこ

とを確認します。

showrunning-config

例：

Router# show running-config

ステップ 6   

IS-IS のネットワークコンバージェンスにかかる時間の監視

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. isisdisplaydelimiter [return count | character count]
4. exit
5. showisisdatabase [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
6. showisis[area-tag] routes
7. showisisspf-log
8. showisis[process-tag] topology

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

（任意）複数のエリアから出力される表示を読みやすくす

るために、表示される情報を区切るために使用するデリミ

タを指定します。

isisdisplaydelimiter [return count |
character count]

例：

Router(config)# isis display
delimiter return 2

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Router(config)# exit

ステップ 4   

（任意）IS-ISリンクステートデータベースを表示します。showisisdatabase [level-1] [level-2] [l1]
[l2] [detail] [lspid]

ステップ 5   

例：

Router# show isis database detail

（任意）IS-IS学習ルートについて、IS-ISレベル1フォワー
ディングテーブルを表示します。

showisis[area-tag] routes

例：

Router# show isis financetag routes

ステップ 6   

（任意）ルータがフルSPF計算を実行した頻度と、実行理
由を表示します。

showisisspf-log

例：

Router# show isis spf-log

ステップ 7   

（任意）すべてのエリアのすべての接続済みルータのリス

トを表示します。

showisis[process-tag] topology

例：

Router# show isis financetag topology

ステップ 8   

•プロセスタグを指定した場合は、出力は指定された
ルーティングプロセスに制限されます。プロセスタ

グに「null」を指定すると、タグを指定していないルー
タプロセスの出力だけが表示されます。プロセスタ

グを指定しない場合は、すべてのプロセスの出力が表

示されます。
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IS-IS ネットワークでリンク障害とトポロジ変更の通知時
間を短縮するための設定例

IS-IS での LSP の生成を調整する例
次の例では、LSP値をその最大限まで調整して、LSPのフラッディングを減らし、その結果とし
てリソースの消費量も減るようにルータを設定しています。IS-ISタイマーを調整することによ
り、ルータがルーティングの更新を送信するためにかかる時間を短縮できます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router isis
Router(config-router)# isis tag 200
Router(config-router)# lsp-gen-interval 5
Router(config-router)# max-lsp-lifetime 65535
Router(config-router)# lsp-refresh-interval 65000

例：LSP の IS-IS 高速フラッディングの調整
次に、fast-floodコマンドを入力して、SPF計算が開始される前に、SPFを呼び出す最初の 7個の
LSPをフラッディングするようにルータを設定する例を示します。show running-configコマンド
を入力すると、出力から、このルータで高速フラッディングが有効になっていることを確認でき

ます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# router isis first
Router(config-router)# fast-flood 7
Router(config-router)# end
Router# show running-config | include fast-flood

fast-flood 7

次の作業
機能を設定して IS-ISネットワークのコンバージェンス時間と拡張性を改善するには、以下の1つ
以上の章のオプションタスクを実行します。

•「IS-IS高速コンバージェンスのためのベストプラクティスパラメータの設定」

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでの代替パス計算時間の短縮」
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その他の参考資料
ここでは、高速コンバージェンスと拡張性を実現する IS-IS設定タスクに関する参照情報を提供し
ます。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

『Integrated IS-IS Routing Protocol Overview』Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク

『IS-IS高速コンバージェンスの概要』モジュー
ル

高速コンバージェンスと拡張性を達成するため

の IS-ISのカスタマイズ

『IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISマルチトポ
ロジサポート』モジュール

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISマルチトポロ
ジサポート

RFC

TitleRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通
知時間を短縮するための機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 13：IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間を短縮するための機能情報

機能情報ソフトウェアリリース機能名

fast-floodコマンド機能を使用
する IS-ISの LSP高速フラッ
ディングにより、ネットワーク

で新しいリンクステート PDU
（LSP）が生成されて、この新
しい LSPによって最短パス優
先（SPF）がトリガーされた場
合の Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）のコンバージェンス時
間が短縮されます。

この機能によって fast-floodコ
マンドが導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.6fast-floodコマンドを使用する
IS-ISの LSP高速フラッディン
グ

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
194

IS-IS ネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮
IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間を短縮するための機能情報

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
195

IS-IS ネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮
IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間を短縮するための機能情報



   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
196

IS-IS ネットワークのリンク障害およびトポロジ変更の通知時間の短縮
IS-IS ネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間を短縮するための機能情報



第 15 章

ルートタグの IS-IS サポート

ルートタグの IS-ISサポート機能では、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルート
プレフィックスにタグ付けし、ルートマップ内でそれらのタグを使用して、IS-ISルートの再配
布やルートリークを制御できます。その結果、ネットワークの拡張性が高まり、デバイス更新

のコンバージェンスが迅速化します。

• 機能情報の確認, 197 ページ

• ルートタグに対する IS-ISサポートの前提条件, 198 ページ

• ルートタグの IS-ISサポートに関する情報, 198 ページ

• ルートタグの IS-ISサポートの設定方法, 203 ページ

• ルートタグに対する IS-ISサポートの設定例, 226 ページ

• 次の作業, 230 ページ

• その他の参考資料, 231 ページ

• IS-ISネットワークでの代替パス計算の短縮に関する機能情報, 232 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ルートタグに対する IS-IS サポートの前提条件
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートタグは、ルートマップで使用されるた
め、ルートマップを設定する方法を理解する必要があります。

ルートタグを使用するには、metric-stylewideコマンドを設定する必要があります。（metric-style
narrowコマンドはデフォルトで設定されています）タグ値は、タイプ、長さ、値（TLV）のタイ
プ 135用のサブ TLV 1に設定されています。

ルートタグを、ルート再配布、ルートリークなど、ルートタグの使用目的であるタスクを理解

する必要があります。

『IS-IS高速コンバージェンスの概要』モジュールで説明している概念をよく理解しておく必要が
あります。

IS-ISルートにタグを付ける前に、次の決定を行う必要があります。

•ルートまたは再配布ルート（あるいはその両方）のために値を設定する目標。

•ネットワーク内でルートにタグを付ける場所。

•ネットワーク内でタグを参照する場所。

•どのタグ付け方式を使用するか。この方式によって実行するタスクが決まります。

ルートタグの IS-IS サポートに関する情報

ルートの再配布

デバイスでは、他の任意のルーティングプロトコル、スタティック設定、または接続されたイン

ターフェイスから学習した外部プレフィックス、またはルートを再配布できます。再配布された

ルートはレベル 1のデバイスまたはレベル 2のデバイスで許可されます。レベル 1ルートとして
挿入されたレベル 2ルートをルートリークと呼びます。

再配布されるルートの IS-IS キャッシュ
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）は、他のルーティングプロトコルまたは別の
IS-ISレベルから再配布されるルートを、IS-ISが保持するローカル再配布キャッシュにキャッシュ
します。キャッシュは自動的に実行され、設定は必要ありません。再配布されるルートのキャッ

シュにより、ルートが IS-ISに再配布される場合の IS-ISコンバージェンス時間が改善されます。
再配布されるルートの IS-ISキャッシュにより、リンクステートパケット（LSP）プロトコルデー
タユニット（PDU）生成のパフォーマンスが向上し、ネットワークの拡張性が大幅に向上しま
す。
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代替パス計算時間を短縮するための RIB 内の IP プレフィックス更新の
優先順位付け

IS-ISルーティング情報ベース（RIB）またはルーティングテーブルの更新に要する時間は、更新
する必要のある変更された Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プレフィックスまた
はルートの数によって異なります。RIBの中で最初に高プライオリティプレフィックスが更新さ
れるように、重要な IS-IS IPプレフィックスにタグを付け、タグ付きプレフィックスを優先する
ようにデバイスを設定できます。たとえば、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPN
環境でのデバイスのループバックアドレスは、高プライオリティプレフィックスと見なされま

す。

IS-IS のプライオリティ主導による IP プレフィックスの RIB へのインストール
デバイスが Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを実行しているネット
ワークでは、一貫したトポロジの概観がネットワーク内のすべてのデバイスに配信されている場

合に、コンバージェンスが達成されます。ネットワークイベントによってトポロジが変更される

と、コンバージェンスを発生させるために、いくつかの手順を実行する必要があります。最初に

トポロジの変更（たとえば、インターフェイスの状態の変更）を検出したデバイスが、更新され

たルーティング情報（リンクステートプロトコルデータユニット（PDU）の形式）を他のデバ
イスにフラッディングすることで、トポロジの変更を他のデバイスに通知する必要があります。

トポロジの変更を検出したデバイスを含むすべてのデバイスが、更新されたトポロジ情報を使用

して最短パスを再計算し（最短パス優先（SPF）を実行）、SPF計算の更新された出力をデバイス
のルーティング情報ベース（RIB）に提供する必要があります。それによって、最終的に、更新さ
れたルーティング情報がパケットの転送に使用されます。すべてのデバイスがこれらの基本ステッ

プを実行するまで、いくつかの宛先は一時的に到達不能になる可能性があります。より高速なコ

ンバージェンスは、古いトポロジ情報、つまり、更新されたルーティング情報によって古くなっ

た以前のルーティング情報がパケットの転送に使用される期間を最小限にすることで、ネットワー

クパフォーマンスを高めます。

SPFの実行後、IS-ISはRIBに更新されたルートをインストールする必要があります。IS-ISによっ
てアドバタイズされたプレフィックスの数が多いと、最初のプレフィックスがインストールされ

てから最後のプレフィックスがインストールされるまでの時間が大きく影響します。プライオリ

ティ主導によって IPプレフィックスを RIBにインストールすることで、IS-ISによってアドバタ
イズされたプレフィックスのサブセットにより高いプライオリティを指定できます。これらのプ

レフィックスへのパスへの更新は、この指定がないプレフィックスへの更新より先にインストー

ルされます。プライオリティ主導の IPプレフィックスは、重要な IS-IS IPプレフィックスのコン
バージェンス時間を短縮し、結果としてこれらのプレフィックスに依存するルートの更新は迅速

化されます。より高速な更新によって、古い情報がこれらの宛先へのパケットの転送に使用され

る期間が短くなります。

プレフィックスの特徴として、3レベルの重要性のいずれかを保持しています。

1 高プライオリティプレフィックス：高速コンバージェンス用に指定されたタグがタグ付けされ

たプレフィックス。
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2 中プライオリティプレフィックス：高プライオリティプレフィックスとして指定されていな

い /32プレフィックス。

3 低プライオリティプレフィックス：その他のすべてのプレフィックス。

IS-ISがRIBを更新すると、関連付けられた重要度レベルに基づいて、プレフィックスが順番に更
新されます。

一部の IS-IS IPプレフィックスに高プライオリティタグを割り当てると、それらの高プライオリ
ティのプレフィックスは、ルーティングテーブルの中で、より低いプライオリティのプレフィッ

クスより先に更新されます。一部のネットワークでは、高プライオリティプレフィックスは、プ

ロバイダーエッジ（PE）のループバックアドレスです。重要な IS-IS IPプレフィックスのコン
バージェンス時間が短縮され、結果として、グローバルな RIBおよび Cisco Express Forwardingで
発生する更新プロセスのコンバージェンス時間が短縮されます。

再配布を制御するためにタギングされる IS-IS ルート
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートのタギングにより、それらの再配布を制
御できます。「ルートリーク」という用語は、ルートのタギングによる配布の制御を示します。

IS-IS ネットワークでのルート集約による拡張性の向上
集約は、ルーティングプロトコルの拡張性を向上させる重要な要素です。集約により、エリアま

たはルーティングドメイン全体にフラッディングされるルーティングアップデートの数が削減さ

れます。たとえば、マルチエリアの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネットワー
クでは、適切なアドレッシング方式により、大きすぎるレベル 2データベースにレベル 1エリア
から来たアップデートが不必要に入力されることを禁止することで、集約を最適化できます。

デバイスは、プレフィックスが内部プレフィックス、ローカル再配布、またはレベル 1デバイス
再配布のいずれから来た場合でも、再配布でプレフィックスを集約できます。レベル 2からレベ
ル1にリークされたルートとレベル1からレベル2にアドバタイズされたルートも集約できます。

IS-IS のルートタグの利点
IS-ISでルートタグ機能がサポートされたことにより、インターフェイスの IPアドレスにタグを
付け、そのタグを使用し、ルートマップを用いて管理ポリシーを適用できるようになりました。

intermediate system-to-intermediate system（IS-IS）ルートにタグを付けると、再配布を制御すること
ができます。ルートマップを設定すると、IS-ISの IPプレフィックス（ルート）にタグを設定す
ることや、タグを照合（おそらく別のデバイスで）して IS-ISルートを再配布することができま
す。match tagコマンドと set tagコマンドは、IS-ISでルートタグ機能がサポートされる前から他
のプロトコルのために存在していました。しかし IS-IS用の実装ではなかったため、IS-ISネット
ワークで指定しても何も実行されませんでした。

集約ルートにタグを付け、次にルートマップを使用してタグを照合し、そのルートに 1つ以上の
属性を設定することができます。
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IS-IS ルートタグの特性
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートタグ番号の最大長は 4バイトです。タグ
値は、タイプ、長さ、値（TLV）タイプ 135のサブ TLV 1に設定されます。

IS-IS IPルート（プレフィックス）に設定できるタグは 1つだけです。タグは、ルートをアドバタ
イズするリンクステートパケット（LSP）プロトコルデータユニット（PDU）で送信されます。
タグをルートだけに設定すると、ネットワークには影響しません。タグで照合した後に管理ポリ

シー（再配布、ルート集約、ルートリークなど）を適用することによって、エリアまたはレベル

1/レベル 2境界でルートタグを使用できます。

タグはPDUに関する新しい情報であるため、インターフェイスのタグを設定（isis tagコマンドを
使用）すると、デバイスから新しい LSPが生成されます。

ルートタグに基づく IS-IS ルートリーク
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートをタギングすることによってルートリー
ク（再配布）を設定できます。適切なルートのみが再配布（またはリーク）されるため、ネット

ワークの拡張性が改善され、デバイス更新のコンバージェンス時間が短縮されます。ルートリー

クを設定し、タグで照合する場合は、ルートマップ（配布リストではなく）を使用します。

IS-ISルートタグを使用する一般的な手順は、「ルートのタギング」と「ルートの値の設定または
ルートの再配布のためのタグの参照」の 2つです。

IS-ISルートのタギングには、「インターフェイスに直接接続されたネットワークへのルートのタ
ギング」、「ルートマップでのタグの設定」、または「集約ルートのタギング」の 3つの方法が
あります。タギングの方式は、タグの使用方法には関係ありません。

ルートにタギングすると、そのタグを使用して値（メトリック、ネクストホップなど）の設定や

ルートの再配布を行うことができます。1つのデバイスでルートにタギングすることができます
が、必要に応じて、他のデバイスのタグを参照することもできます。たとえば、タグを持つデバ

イスA上のインターフェイスにタギングし、デバイス B上のタグを照合して値を設定し、ルート
マップを使用して値に基づいてデバイス C上のルートを再配布することができます。

IS-IS に再配布されるルートの数の制限
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）の IS-ISへの再配布で発生すると思われる、大量の IP
ルートが Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）に誤って挿入されると、ネットワーク
で深刻なフラッディング状態になるおそれがあります。ルートの再配布数を制限すると、この潜

在的な問題を回避できます。設定済みの最大値に達するとルートの再配布を禁止するように IS-IS
を設定するか、再配布されたプレフィックスの数が最大値に達するとシステム警告を生成するよ

うにソフトウェアを設定することができます。

再配布されるルートの数に制限を設定しないと、場合によっては、リンクステートパケット（LSP）
がフルになり、ルートがドロップされる可能性があります。そのような場合に、LSPのフル状態
の結果が適切で予測可能な方法によって処理されるように、どのルートを抑制するかを指定でき

ます。
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通常、LSPがフル状態になる原因は再配布です。デフォルトでは、LSPがフル状態になると、IS-IS
に再配布される外部ルートが抑制されます。IS-ISは、1つのレベルに LSPに関する 255のフラグ
メントを持つことができます。いずれかのフラグメントでスペースがなくなると、LSPFULLエ
ラーメッセージが生成されます。

LSPがフル状態になる原因となった問題が解決されると、LSPFULL状態をクリアできます。

再配布されるプレフィックスの制限と同時に警告の生成のみを選択することはできません。（注）

接続された IP プレフィックスを LSP アドバタイズメントから除外する
ことによるルーティングテーブル更新プロセスの効率化

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）コンバージェンス時間を短縮するには、リンク
ステートパケット（LSP）内で伝送される IPプレフィックスの数を制限します。インターフェイ
スをアンナンバードとして設定するとプレフィックスが制限されます。ただし、ネットワーク管

理上の理由から、ナンバードインターフェイスを持ちながら IS-ISへのインターフェイスアドレ
スのアドバタイズを防ぐ必要があることがあります。2つの代替方式によって、ルーティングテー
ブルのエントリの過密が回避され、それによって IS-ISコンバージェンス時間が短縮されます。ご
使用のネットワークタイプに最適な方式を選択するには、次のセクションで説明する概念を理解

しておく必要があります。

IS-IS のコンバージェンス時間を短縮する小規模な方法
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスに対して、ネイバーに IPネッ
トワークをアドバタイズしないように明示的に設定することができます（no isis advertise-prefix
コマンドを使用します）。この方式は小規模なネットワークでは適用が可能ですが、十分な拡張

性はありません。ネットワーク上に数十台または数百台のデバイスがあり、関係する物理ネット

ワークが10倍ほどになる場合は、このコマンドを各デバイスの設定に追加するのは実用的とは言
えません。

IS-IS コンバージェンス時間を短縮する大規模な方法
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）コンバージェンスを短縮する方法は、デバイス
にパッシブインターフェイスのみをアドバタイズするための IS-ISインスタンスを設定すること
です（advertise-passive-onlyコマンドを使用）。このコマンドは、「ループバックインターフェ
イスで IS-ISを有効にするユーザは、通常、ループバックをパッシブに設定する」という事実に依
存しています（この設定は、ループバックの背後にネイバーが見つかる可能性はないため、ルー

プバックを通じて不要なHelloパケットが送信されるのを防ぐために行われます）。したがって、
ループバックのみをアドバタイズする場合や、ループバックがすでにパッシブに設定されている

場合は、IS-ISインスタンスごとに advertise-passive-onlyコマンドを設定することで、ルーティン
グテーブルのデータ過剰を防ぐことができます。
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LSP アドバタイズメントで接続されているネットワークの IP プレフィックスを除外
する利点

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスのサブネットワークのアドバ
タイジングを止めるか、パッシブ（ループバック）インターフェイスに属する IS-ISプレフィック
スのみがアドバタイズされるようにすることで、IS-ISのコンバージェンス時間を短縮できます。
高速コンバージェンスが必要な場合には常に、「接続されている IPプレフィックスをLSPアドバ
タイズメントから除外する IS-ISメカニズム」の機能が推奨されます。

ルートタグの IS-IS サポートの設定方法

IS-IS のインクリメンタル SPF の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. ispf [level-1 | level-2 | level-1-2] [seconds]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

必要に応じて、IntermediateSystem-to-IntermediateSystem（IS-IS）
を IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにし、プロセ
スにタグを割り当てます。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISのインクリメンタル SPFをイネーブルにします。ispf [level-1 | level-2 | level-1-2]
[seconds]

ステップ 4   

•引数 secondsは、このコマンドを設定した後、インクリメ
ンタル SPFがアクティブになる秒数を表します。指定で例：

Device(config-router)# ispf
level-1-2 60

きる範囲は 1～ 600です。デフォルト値は 120秒です。
seconds引数が適用されるのは、IS-ISをイネーブルにして
いる場合だけです。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

IS-IS IP プレフィックスへのハイプライオリティタグの割り当て

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. iprouterisis[area-tag]
5. isistagtag-value
6. exit
7. routerisis[area-tag]
8. iproutepriorityhightagtag-value
9. end
10. showisisrib[ip-address | ip-address-mask]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface
Ethernet 0

ステップ 3   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにして、必要に
応じて、タグをプロセスに割り当てます。

iprouterisis[area-tag]

例：

Router(config-if)# ip router
isis tag13

ステップ 4   

area-tag引数が指定されていない場合、ヌルタグと想定さ
れ、プロセスがヌルタグで参照されます。この名前は、指

定ルータでのすべての IP、またはコネクションレス型ネッ
トワークサービス（CLNS）ルータプロセス内で一意でな
ければなりません。

（注）

この IPプレフィックスが IS-IS LSPに設定されている場合に、イン
ターフェイスに設定された IPアドレスにタグを設定します。

isistagtag-value

例：

Router(config-if)# isis tag
17

ステップ 5   

• tag-value引数は 1～ 4294967295の範囲の整数値を必要とし、
IS-ISルートでタグとして機能します。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 6   

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにして、IS-ISプロセスを
指定します。ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis
marketing

ステップ 7   

area-tag引数が指定されていない場合、ヌルタグと想定さ
れ、プロセスがヌルタグで参照されます。この名前は、指

定ルータのすべての IPまたはCLNSルータプロセスで一意
でなければいけません。

（注）

指定したタグ値に関連付けられているプレフィックスにハイプライ

オリティを割り当てます。

iproutepriorityhightagtag-value

例：

Router(config-router)# ip
route priority high tag 17

ステップ 8   

• tag-value引数で指定された 1から 4294967295の範囲にある特定
のルートタグを使用して、IS-IS IPプレフィックスにハイプラ
イオリティを割り当てます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コンフィギュレー

ションファイルに保存し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 9   

IPバージョン 4 IS-ISローカル RIBの特定のルートのパスを表示しま
す。

showisisrib[ip-address |
ip-address-mask]

例：

Router# show isis rib
255.255.255.0

ステップ 10   

• IS-ISでは、すべての IS-ISルーティング情報のローカルデータ
ベースが保持されます。このローカルデータベースは、IS-IS
ローカル RIBと呼ばれます。これには、グローバル IPルーティ
ングテーブルでは保持されない追加の属性が含まれます。ロー

カル RIBのコンテンツへのアクセスは、show isis ribコマンドを
サポートするために使用されます。このアクセスは、このコマ

ンドで、プライオリティ駆動 IPプレフィックス RIBインストー
ル機能に関するルーティング情報を確認するために使用されま

す。

トラブルシューティングのヒント

debug isis rib localコマンドを入力することで、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
リンクステートパケット（LSP）プロトコルデータユニット（PDU）によってアドバタイズされ
る IPプレフィックスが現在 IS-ISローカルルーティング情報ベース（RIB）内で更新中であるか
どうかを確認することができます。

インターフェイスに直接接続されたネットワークのルートのタギング

はじめる前に

• IS-ISルートタグはルートマップで使用されるため、ルートマップの設定方法を理解する必
要があります。

•ルートタグを使用するには、metric-style wideコマンドを設定する必要があります（
metric-stylenarrowコマンドはデフォルトで設定されています）。タグ値は、TVL（タイプ、
長さ、値）タイプ 135のサブ TLV 1に設定されます。

•ルートタグの使用目的のタスク（ルート再配布、ルート集約、ルートリークなど）を理解
する必要があります。

IS-ISルートをタギングする前に、次のことを決定してください。
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1 ルートの値の設定またはルートの再配布（あるいはその両方）の目的。

2 ルートをタギングするネットワーク内の場所。

3 タグを参照するネットワーク内の場所。

4 使用するタギング方式（これにより、このセクションのどのタスクを実行するかが決まる）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipaddressip-addressmask
5. ipaddressip-addressmasksecondary
6. isistagtag-value
7. end
8. showisisdatabaseverbose
9. showiproute[ip-address [mask] [longer-prefixes] | protocol [process-id] | list [access-list-number |

access-list-name]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを設定します。interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface ethernet 0

ステップ 3   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定しま
す。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address 10.1.1.1
255.255.255.0

ステップ 4   

•この例では、ネットワーク 10.1.1.0にタギングされ
ます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスのセカンダリ IPアドレスを設
定します。

ipaddressip-addressmasksecondary

例：

Router(config-if)# ip address 10.2.2.1
255.255.255.0 secondary

ステップ 5   

•この例では、ネットワーク 10.2.2.0にタギングされ
ます。

IPプレフィックスが IS-ISLSPに設定されている場合に、
このインターフェイスで設定された IPアドレスにタグを
設定します。

isistagtag-value

例：

Router(config-if)# isis tag 120

ステップ 6   

•タグは整数にする必要があります。

（任意）グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 7   

（任意）IS-ISリンクステートデータベースに関する詳
細情報（ルートタグなど）が表示されます。

showisisdatabaseverbose

例：

Router# show isis database verbose

ステップ 8   

•タグを確認するには、このステップを実行します。

（任意）ルーティングテーブルの現在の状態を表示しま

す。

showiproute[ip-address [mask]
[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list
[access-list-number | access-list-name]]

ステップ 9   

•タグを確認するには、このステップを実行します。
例：

Router# show ip route 10.1.1.1
255.255.255.0

次の作業

タグを適用しても、タグを使用してルートマップ内でこれを参照し、値を設定するか、ルートを

再配布するか、またはその両方を行うまで特に効果はありません。「タグによる値の設定とルー

トの再配布」のセクションに進んでください。
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ルートマップを使用したルートのタグ付け

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. route-mapmap-tag [permit | deny] [sequence-number]
4. matchtagtag-value[...tag-value]
5. 必要な一致基準ごとに追加の matchコマンドを使用します。
6. settagtag-value
7. タグ付きルートとともに他の何かを処理するかどうかに応じて、別の値を設定します。
8. 設定する値ごとに、ステップ 7を繰り返します。
9. 必要な route-mapステートメントごとに、ステップ 3 ~ 8を繰り返します。
10. end
11. showisisdatabaseverbose
12. showiproute[ip-address [mask] [longer-prefixes] | protocol [process-id] | [listaccess-list-number |

[access-list-name]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプ

ロトコルへ、またはある IS-ISレベルから別の IS-ISレ
ベルへルートを再配布するための条件を定義します。

route-mapmap-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map static-color
permit 15

ステップ 3   

•このコマンドにより、ルータはルートマップコン
フィギュレーションモードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定されたタグ番号がタグ付けされたルートを

照合します。

matchtagtag-value[...tag-value]

例：

Router(config-route-map)# match tag 15

ステップ 4   

•初めてタグを設定する場合は、タグを照合できま
せん。これは、タグを変更する場合の任意の手順

です。

（任意）『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
Command Reference』で適切な matchコマンドを参照し
てください。

必要な一致基準ごとに追加の matchコマ
ンドを使用します。

ステップ 5   

•必要な一致基準ごとに、この手順を繰り返します。

設定するタグ番号を指定します。settagtag-value

例：

Router(config-route-map)# set tag 10

ステップ 6   

（任意）『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
CommandReference』で次の setコマンドを参照してくだ
さい。

タグ付きルートとともに他の何かを処理す

るかどうかに応じて、別の値を設定しま

す。

ステップ 7   

• setlevel

• setmetric

• setmetric-type

（任意）設定する値ごとに、ステップ7を繰り返し
ます。

ステップ 8   

（任意）必要な route-mapステートメントごとに、
ステップ 3 ~ 8を繰り返します。

ステップ 9   

（任意）グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-route-map)# end

ステップ 10   

（任意）ルートタグを含む IS-ISリンクステートデータ
ベースに関する詳細が表示されます。

showisisdatabaseverbose

例：

Router# show isis database verbose

ステップ 11   

•タグを確認するには、この手順を実行します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルーティングテーブルの現在の状態を表示し

ます。

showiproute[ip-address [mask]
[longer-prefixes] | protocol [process-id] |
[listaccess-list-number | [access-list-name]]

ステップ 12   

•タグを確認するには、この手順を実行します。
例：

Router# show ip route 10.1.1.1
255.255.255.0

次の作業

タグを適用しても、タグを使用してルートマップ内でこれを参照し、値を設定するか、ルートを

再配布するか、またはその両方を行うまで特に効果はありません。「タグによる値の設定とルー

トの再配布」に進んでください。

サマリーアドレスのタギング

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. metric-stylewide
5. summary-addressaddressmask{level-1 | level-1-2 | level-2} [tag tag-value] [metric metric-value]
6. end
7. showisisdatabaseverbose
8. showiproute[ip-address [mask] [longer-prefixes] | protocol [process-id] | [list access-list-number |

[access-list-name]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルに
して、必要に応じて、タグをプロセスに割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

IPアドレスのタイプ、長さ、および値（TLV）オブジェ
クト 135を生成し、受け入れるように、IS-ISを実行する
ルータを設定します。

metric-stylewide

例：

Router(config-router)# metric-style wide

ステップ 4   

IS-ISの集約アドレスを作成します。summary-addressaddressmask{level-1 |
level-1-2 | level-2} [tag tag-value] [metric
metric-value]

ステップ 5   

タギングされたルートが集約され、タグが

summary-addressコマンドで明示的に設定され
ていない場合は、タグが失われます。

（注）

例：

Router(config-router)# summary-address
192.168.0.0 255.255.0.0 tag 12345
metric 321

（任意）グローバルコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 6   

（任意）IS-ISリンクステートデータベースに関する詳細
情報（ルートタグなど）が表示されます。

showisisdatabaseverbose

例：

Router# show isis database verbose

ステップ 7   

•タグを確認するには、このステップを実行します。

（任意）ルーティングテーブルの現在の状態を表示しま

す。

showiproute[ip-address [mask]
[longer-prefixes] | protocol [process-id] | [list
access-list-number | [access-list-name]]

ステップ 8   

•タグを確認するには、このステップを実行します。
例：

Router# show ip route 10.1.1.1
255.255.255.0

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
212

ルートタグの IS-IS サポート
サマリーアドレスのタギング



次の作業

タグを適用しても、値を設定するためにタグをルートマップ内で参照することでそれを使用しな

ければ、ネットワークにとって価値はありません。集約ルートを再配布することはほとんどあり

ません。「タグを使用した値の設定またはルートの再配布」セクションに進んでください。

タグによる値の設定とルートの再配布

はじめる前に

すでに、ルートマップでインターフェイスにタグを適用してしるか、集約ルートにタグを適用し

ている必要があります。再配布を制御するためにタギングされる IS-ISルート, （200ページ）を
参照してください。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. route-mapmap-tag [permit | deny] [sequence-number]
4. matchtagtag-value
5. 必要な一致基準ごとに matchコマンドを指定します。
6. タグ付きルートで実行するタスクに応じて、値を設定します。
7. 設定する値ごとにステップ 6を繰り返します。
8. 目的のルートマップステートメントごとにステップ 3 ~ 7を繰り返します。
9. exit
10. routerisis
11. metric-stylewide
12. redistributeprotocol[process-id] [level-1| level-1-2|level-2] [metricmetric-value] [metric-typetype-value]

[route-mapmap-tag]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプ

ロトコルへ、またはある IS-ISレベルから別の IS-ISレ
ベルへ、ルートを再配布する条件を定義します。

route-mapmap-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map static-color
permit 15

ステップ 3   

•このコマンドを入力すると、ルートマップコン
フィギュレーションモードになります。

（任意）このタグ番号でタギングされたルートと一致

するルートに、後続の setコマンドを適用します。
matchtagtag-value

例：

Router(config-route-map)# match tag 120

ステップ 4   

（任意）『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
CommandReference』で適切なmatchコマンドを参照し
ます。

必要な一致基準ごとにmatchコマンドを指
定します。

ステップ 5   

（任意）『Cisco IOS IP Routing: Protocol-Independent
CommandReference』で次の setコマンドを参照します。

タグ付きルートで実行するタスクに応じ

て、値を設定します。

ステップ 6   

• setlevel

• setmetric

• setmetric-type

（任意）設定する値ごとにステップ 6を繰り返しま
す。

ステップ 7   

（任意）目的のルートマップステートメントごと

にステップ 3 ~ 7を繰り返します。
ステップ 8   

（任意）グローバルコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 9   

（任意）IS-ISルーティングプロトコルをイネーブル
にして、IS-ISプロセスを指定します。

routerisis

例：

Router(config)# router isis

ステップ 10   

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
214

ルートタグの IS-IS サポート
タグによる値の設定とルートの再配布



目的コマンドまたはアクション

IPアドレスのタイプ、長さ、および値（TLV）オブ
ジェクトを生成し、受け入れるように、IS-ISを実行す
るルータを設定します。

metric-stylewide

例：

Router(config-router)# metric-style wide

ステップ 11   

（任意）ルートを 1つのルーティングドメインから他
のルーティングドメインに再配布します。

redistributeprotocol[process-id] [level-1|
level-1-2|level-2] [metricmetric-value]
[metric-typetype-value] [route-mapmap-tag]

ステップ 12   

例：

Router(config-router)# redistribute
static ip metric 2 route-map static-color

IS-IS 再配布ルートの数の制限

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. redistributeprotocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [as-number] [metricmetric-value]

[metric-typetype-value] [match {internal | external 1 | external 2}] [tagtag-value] [route-mapmap-tag]
5. redistribute maximum-prefixmaximum [percentage] [warning-only | withdraw]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

必要に応じて、intermediate system-to-intermediate system
（IS-IS）を IPルーティングプロトコルとしてイネーブルに
し、プロセスにタグを割り当てます。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

ルートを1つのルーティングドメインから他のルーティング
ドメインに再配布します。

redistributeprotocol [process-id] {level-1 |
level-1-2 | level-2} [as-number]
[metricmetric-value] [metric-typetype-value]

ステップ 4   

[match {internal | external 1 | external 2}]
[tagtag-value] [route-mapmap-tag]

例：

Device(config-router)# redistribute
eigrp 10 level-1

IS-ISへの再配布が許可される IPプレフィックスの最大数を
設定します。

redistribute maximum-prefixmaximum
[percentage] [warning-only | withdraw]

例：

Device(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 80

ステップ 5   

•引数 maximumのデフォルト値はありません。

• percentage値はデフォルトで 75%に設定されています。

• withdrawキーワードを指定した場合、プレフィックス
の最大数を超えると、IS-ISは外部 IPプレフィックスな
しでリンクステートプロトコルデータユニット（PDU）
フラグメントを再作成します。つまり、再配布されたプ

レフィックスが PDUから削除されます。

warning-onlyキーワードをこのコマンドで設定する
と、再配布数の制限は設定されません。警告メッ

セージのログが記録されます。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 6   
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IS-IS へのプレフィックスの再配布数に関する警告の要求

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. redistributeprotocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [as-number] [metricmetric-value]

[metric-typetype-value]match {internal | external 1 | external 2}] [tagtag-value] [route-mapmap-tag]
5. redistribute maximum-prefixmaximum [percentage] [warning-only | withdraw]
6. lsp-full suppress {[external] [interlevel] | none}
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングプロトコルとして Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）を有効にし、必要に応
じて、プロセスにタグを割り当てます。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルーティング
ドメインに再配布します。

redistributeprotocol [process-id] {level-1 |
level-1-2 | level-2} [as-number]
[metricmetric-value]

ステップ 4   

[metric-typetype-value] match {internal |
external 1 | external 2}] [tagtag-value]
[route-mapmap-tag]

例：

Device(config-router)# redistribute
eigrp 10 level-1
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目的コマンドまたはアクション

IPプレフィックスの最大数が IS-IS内に再配布されたときに
警告メッセージのログが記録されます。

redistribute maximum-prefixmaximum
[percentage] [warning-only | withdraw]

例：

Device(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 80 warning-only

ステップ 5   

• warning-onlyキーワードが含まれているため、IS-ISへの
プレフィックスの再配布数に制限は設定されません。

• maximum引数のデフォルト値はありません。

• percentage値はデフォルトで 75%に設定されています。

•この例の設定では、1000の 80%（800個のプレフィック
ス再配布）の場合と、1000個のプレフィックス再配布の
場合の 2つの警告が生成されます。

（任意）リンクステートパケット（LSP）プロトコルデータ
ユニット（PDU）がいっぱいになったときにどのルートを抑
制するかを制御します。

lsp-full suppress {[external] [interlevel] |
none}

例：

Device(config-router)# lsp-full
suppress external interlevel

ステップ 6   

•デフォルトは、externalです（再配布されたルートが抑
制されます）。

• interlevelキーワードでは、別のレベルからのルートが抑
制されます。

• externalおよび intervalは、両方指定することも、個別
に指定することもできます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 7   
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接続された IP プレフィックスを小規模な範囲で除外

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipaddressip-addressnetmask
5. noipdirected-broadcast
6. iprouterisis[area-tag]
7. noisisadvertise-prefix
8. exit
9. IPプレフィックスをアドバタイズしない各インターフェイスについてステップ 3～ 8を繰り返
します。

10. routerisis[area-tag]
11. netnetwork-entity-title
12. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface Ethernet 0

ステップ 3   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressnetmask

例：

Router(config-if)# ip address
192.168.20.1 255.255.255.0

ステップ 4   

•ネットワークマスクは、ドットで 4つの部分に分け
られた 10進数のアドレスとして、またはプレフィッ
クスとして示すことができます。この例では、ドット
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目的コマンドまたはアクション

で 4つの部分に分けられた 10進数が使用されていま
す。

（任意）誘導ブロードキャストの物理ブロードキャストへ

の変換をディセーブルにします。

noipdirected-broadcast

例：

Router(config-if)# no ip
directed-broadcast

ステップ 5   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを
設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添付し

ます。

iprouterisis[area-tag]

例：

Router(config-if)# ip router isis

ステップ 6   

IS-ISインターフェイスごとのLSPアドバタイズメントで、
接続されたネットワークの IPプレフィックスのアドバタ
イズを防止します。

noisisadvertise-prefix

例：

Router(config-if)# no isis
advertise-prefix

ステップ 7   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 8   

（任意）IPプレフィックスをアドバタイズしな
い各インターフェイスについてステッ

プ 3～ 8を繰り返します。

ステップ 9   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにし
て、必要に応じて、タグをプロセスに割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 10   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

ルーティングプロセスの IS-IS Network Entity Title（NET）
を設定します。

netnetwork-entity-title

例：

Router(config-router)# net
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

ステップ 11   

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コンフィ

ギュレーションファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンモードを終了して特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 12   
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接続された IP プレフィックスを大規模な範囲で除外

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfaceloopbacknumber
4. ipaddressip-addressnetmask
5. noipdirected-broadcast
6. exit
7. interfacetypenumber
8. ipaddressip-addressnetmask
9. noipdirected-broadcast
10. iprouterisis[area-tag]
11. exit
12. routerisis[area-tag]
13. passive-interface [default] type number
14. netnetwork-entity-title
15. advertise-passive-only
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ループバックインターフェイスを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interfaceloopbacknumber

例：

Router(config)# interface loopback
0

ステップ 3   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressnetmask

例：

Router(config-if)# ip address
192.168.10.1 255.255.255.255

ステップ 4   

•ネットワークマスクは、ドットで 4つの部分に分けら
れた10進数のアドレスとして、またはプレフィックス
として示すことができます。この例では、ドットで 4
つの部分に分けられた 10進数が使用されています。

（任意）誘導ブロードキャストの物理ブロードキャストへ

の変換をディセーブルにします。

noipdirected-broadcast

例：

Router(config-if)# no ip
directed-broadcast

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 6   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface Ethernet
0

ステップ 7   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ipaddressip-addressnetmask

例：

Router(config-if)# ip address
192.168.20.1 255.255.255.0

ステップ 8   

•ネットワークマスクは、ドットで 4つの部分に分けら
れた10進数のアドレスとして、またはプレフィックス
として示すことができます。この例では、ドットで 4
つの部分に分けられた 10進数が使用されています。

（任意）誘導ブロードキャストの物理ブロードキャストへ

の変換をディセーブルにします。

noipdirected-broadcast

例：

Router(config-if)# no ip
directed-broadcast

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを
設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添付し

ます。

iprouterisis[area-tag]

例：

Router(config-if)# ip router isis

ステップ 10   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 11   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにし
て、必要に応じて、タグをプロセスに割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Router(config)# router isis

ステップ 12   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

インターフェイスでのルーティングアップデートの送信を

ディセーブルにします。

passive-interface [default] type number

例：

Router(config-router)#
passive-interface loopback 0

ステップ 13   

ルーティングプロセスの IS-IS NETを設定します。netnetwork-entity-title

例：

Router(config-router)# net
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

ステップ 14   

パッシブインターフェイスに属するプレフィックスだけを

アドバタイズするように IS-ISを設定します。
advertise-passive-only

例：

Router(config-router)#
advertise-passive-only

ステップ 15   

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コンフィ

ギュレーションファイルに保存し、コンフィギュレーショ

ンモードを終了して特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 16   
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IS-IS のネットワークコンバージェンスにかかる時間の監視

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. isis display delimiter [returncount | charactercount]
4. exit
5. show isis database [level-1] [level-2] [l1] [l2] [detail] [lspid]
6. show isis [area-tag] route
7. show isis [area-tag] [ipv6 | *] spf-log
8. show isis [process-tag] topology

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

複数のエリアから出力される表示を読みやすくするため

に、表示される情報を区切るために使用するデリミタを指

定します。

isis display delimiter [returncount |
charactercount]

例：

Device(config)# isis display delimiter
return 2

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクス
テートデータベースを表示します。

show isis database [level-1] [level-2] [l1]
[l2] [detail] [lspid]

例：

Device# show isis database detail

ステップ 5   

IS-IS学習ルートについて、IS-ISレベル 1フォワーディン
グテーブルを表示します。

show isis [area-tag] route

例：

Device# show isis financetag route

ステップ 6   

デバイスが最短パス優先（SPF）の完全な計算を実行した
頻度と理由を表示します。

show isis [area-tag] [ipv6 | *] spf-log

例：

Device# show isis spf-log

ステップ 7   

すべてのエリア内の接続されたすべてのデバイスのリスト

を表示します。

show isis [process-tag] topology

例：

Device# show isis financetag topology

ステップ 8   

•プロセスタグを指定した場合は、出力は指定された
ルーティングプロセスに制限されます。プロセスタ

グに「null」を指定すると、タグを指定していないデ
バイスプロセスの出力だけが表示されます。プロセ

スタグを指定しない場合は、すべてのプロセスの出

力が表示されます。

例

次の show isis spf-logコマンドの出力例では、以下の情報が表示されています。

• SPFが実行された時刻

• SPF計算の総経過時間

• SPF計算でトポロジを構成するノードの数

• SPF計算を発生させたトリガーの数

• SPF計算のトリガーの原因に関する情報

Device# show isis spf-log

Level 1 SPF log
When Duration Nodes Count Last trigger LSP Triggers
00:15:46 3124 40 1 milles.00-00 TLVCODE
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00:15:24 3216 41 5 milles.00-00 TLVCODE NEWLSP
00:15:19 3096 41 1 deurze.00-00 TLVCODE
00:14:54 3004 41 2 milles.00-00 ATTACHFLAG LSPHEADER
00:14:49 3384 41 1 milles.00-01 TLVCODE
00:14:23 2932 41 3 milles.00-00 TLVCODE
00:05:18 3140 41 1 PERIODIC
00:03:54 3144 41 1 milles.01-00 TLVCODE
00:03:49 2908 41 1 milles.01-00 TLVCODE
00:03:28 3148 41 3 bakel.00-00 TLVCODE TLVCONTENT
00:03:15 3054 41 1 milles.00-00 TLVCODE
00:02:53 2958 41 1 mortel.00-00 TLVCODE

ルートタグに対する IS-IS サポートの設定例

例：IS-IS IP プレフィックスへの高プライオリティタグ値の割り当て
次に、ip route priority highコマンドを使用して、IS-IS IPプレフィックスにタグ値 200を割り当
てる例を示します。

interface Ethernet 0
ip router isis
isis tag 200
!
router isis
ip route priority high tag 200

例：インターフェイスに直接接続されているネットワークのルートの

タグ付けとそれらの再配布

次に、2つのインターフェイスに異なるタグ値をタグ付けする例を示します。デフォルトでは、
これらの 2つの IPアドレスは IS-ISレベル 1およびレベル 2のデータベースに設定されています。
ただし、redistributeコマンドを使用してルートマップをタグ 110に一致させると、IPアドレス
172.16.10.5 255.255.255.0のみがレベル 2データベースに登録されます。

interface ethernet 1/0
ip address 192.168.129.1 255.255.255.0
ip router isis
isis tag 120
interface ethernet 1/1
ip address 172.16.10.5 255.255.255.0
ip router isis
isis tag 110
router isis
net 49.0001.0001.0001.0001.00
redistribute isis ip level-1 into level-2 route-map match-tag
route-map match-tag permit 10
match tag 110

例：ルートマップを使用した IS-IS ルートの再配布
ルートタグを使用するシナリオでは、1つのデバイスでいくつかのコマンドを設定し、別のデバ
イスでその他のコマンドを設定する場合があります。たとえば、ネットワークのエッジにあるデ
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バイス上のタグで照合し、別のタグを設定するルートマップがあり、別のデバイスで、別のルー

トマップのタグに基づいたルートの再配布を設定するような場合です。

次の図は、フラットなレベル 2の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）エリアを示し
ています。左端には、デバイスAからいくつかの IPプレフィックスに到達するスタティックルー
トがあります。デバイス Aは IS-ISにスタティックルートを再配布します。デバイス BはBorder
Gateway Protocol（BGP）を実行し、BGPに IS-ISルートを再配布した後に、タグを使用して、別
のタグ値に基づき、別の管理ポリシーを適用します。

図 7：ルートマップを使用した IS-IS ルートの再配布の例

デバイス A

router isis
net 49.0000.0000.0001.00
metric-style wide
redistribute static ip route-map set-tag
!
route-map set-tag permit 5
set tag 10

デバイス B

router bgp 100
redistribute isis level-2 route-map tag-policy
route-map tag-policy permit 20
match tag 10
set metric 1000

例：サマリーアドレスのタギングとルートマップの適用

次の図は、レベル 1のエリアが 2つあり、それらの間にレベル 2のエリアが 1つある状態を表し
ています。デバイスAとデバイス Bはレベル 1とレベル 2のエッジデバイスであり、レベル 2エ
リアにあります。エッジデバイス Aでは、レベル 2の Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）データベースに入力される IPアドレスの数を減らすためにサマリーアドレスが設定さ
れています。また、サマリーアドレスに 100というタグ値が設定されています。
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デバイス Bでは、サマリーアドレスがレベル 1へリークされ、タグ値に基づいて管理ポリシーが
適用されています。

図 8：サマリーアドレスのタギング

デバイス A

router isis
net 49.0001.0001.0001.00
metric-style wide
summary-address 10.0.0.0 255.0.0.0 tag 100

デバイス B

router isis
net 49.0002.0002.0002.0002.0
metric-style wide
redistribute isis ip level-2 into level-1 route-map match-tag
route-map match-tag permit 10
match tag 100

例：アクセスリストおよびルートマップを使用した IS-IS ルートのフィ
ルタリングと再配布

この例では、最初の redistribute isis ipコマンドで、レベル 2に対するレベル 1ルートの再配布を
制御します。90のタグが付いた、IPプレフィックスが 192.168.130.5/24ではないルートだけが、
レベル 1からレベル 2に再配布されます。

第 2の redistribute isis ipコマンドは、レベル 2からレベル 1ドメインへのルートリークを制御し
ます。60または 50のタグの付いたルートだけがレベル 2からレベル 1に再配布されます。

interface ethernet 1
ip address 192.168.130.5 255.255.255.0
ip router isis
isis tag 60
!
interface ethernet 2
ip address 192.168.130.15 255.255.255.0
ip router isis
isis tag 90
!
interface ethernet 3
ip address 192.168.130.25 5 255.255.255.0
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ip router isis
isis tag 50
!
router isis
net 49.0001.0001.0001.0001.00
metric-style wide
redistribute isis ip level-1 into level-2 route-map redist1-2
redistribute isis ip level-2 into level-1 route-map leak2-1
!
access-list 102 deny ip host 192.168.130.5 host 255.255.255.255
access-list 102 permit ip any any
!
route-map leak2-1 permit 10
match tag 60
!
route-map leak2-1 permit 20
match tag 50
!
route-map redist1-2 permit 10
match ip address 102
match tag 90

例：ルートの再配布数に関する IS-IS の制限
次の例で、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）に再配布できるプレフィックスの最
大数を 1200に設定する方法を示します。再配布されたプレフィックス数が 1200の 80 %（960個
のプレフィックス）に達すると、警告メッセージのログが記録されます。1200個のプレフィック
スが再配布されると、IS-ISは外部プレフィックスなしでリンクステートパケット（LSP）のフラ
グメントを再構築するため、再配布は行われません。

router isis 1
redistribute maximum-prefix 1200 80 withdraw

例：ルートの再配布数に関する警告の要求

次の例で、2種類の警告メッセージのログの記録を許可する方法を示します。最初のメッセージ
は、再配布されたプレフィックス数が 600の 85 %（510個のプレフィックス）に達したときに生
成され、2番目のメッセージは、再配布されたプレフィックス数が 600に達したときに生成され
ます。ただし、再配布されるプレフィックス数は制限されていません。LSPFULL状態が発生する
と、外部プレフィックスが抑制されます。

router isis 1
redistribute maximum-prefix 600 85 warning-only
lsp-full suppress external

接続された IP プレフィックスを小規模な範囲で除外する例
次に、イーサネットインターフェイス 0で no isis advertise-prefixコマンドを使用する例を示しま
す。ループバックインターフェイス 0の IPアドレスだけがアドバタイズされます。

!
interface loopback 0
ip address 192.168.10.1 255.255.255.255
no ip directed-broadcast
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!
interface Ethernet 0
ip address 192.168.20.1 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
ip router isis
no isis advertise-prefix
.
.
.
router isis
passive-interface loopback 0
net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
log-adjacency-changes
!

例：接続された IP プレフィックスの大規模な除外
次に、advertise-passive-onlyコマンドを IS-ISインスタンス全体に適用し、それによって、IS-ISが
イーサネットインターフェイス 0の IPネットワークをアドバタイズしないように設定する例を示
します。ループバックインターフェイス 0の IPアドレスだけがアドバタイズされます。

!
interface loopback 0
ip address 192.168.10.1 255.255.255.255
no ip directed-broadcast
!
interface Ethernet0
ip address 192.168.20.1 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
ip router isis
.
.
.
router isis
passive-interface Loopback0
net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
advertise-passive-only
log-adjacency-changes
!

次の作業
機能を設定して Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネットワークのコンバージェン
ス時間を短縮するには、『IP Routing: IS-IS Configuration Guide』にある以下の 1つ以上の章のオプ
ションタスクを実行します。

•「IS-IS高速コンバージェンスの概要」

•「IS-ISネットワークでの障害検出時間の短縮」

•「IS-ISネットワークでのリンク障害およびトポロジ変更通知時間の短縮」
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Intermediate System-to-Intermediate Systems
(IS-IS) TLVs』

IS-ISのタイプ/長さ/値（TLV）とその使用方法
の説明。

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

『IS-IS Route Leaking』IS-ISルートリーク

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」の
章

Cisco IS-ISのコンセプト情報の概要と各 IS-IS
モジュールへのリンク

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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IS-IS ネットワークでの代替パス計算の短縮に関する機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 14：IS-IS ネットワークでの代替パス計算の短縮に関する機能情報

機能情報リリース機能名

再配布されたルートの IS-IS
キャッシュ機能は、ルートが

IS-ISに再配布されている場合
の Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）コンバージェンス時間
を改善します。このドキュメン

トでは、IS-ISの再配布された
ルートを監視および維持するた

めの新しいコマンドを紹介して

います。

12.0(27)S

12.2(25)S

12.3(7)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

再配布されたルートの IS-IS
キャッシュ

Integrated IS-ISは、最短パス優
先（SPF）ルートを計算するた
めに、インクリメンタルSPFア
ルゴリズムを使用するように設

定できます。インクリメンタル

SPFは、フルSPFアルゴリズム
よりも効率的で、ネットワーク

イベントに対応する新しいルー

ティングトポロジで、IS-ISを
より速く収束することができま

す。

12.0(24)S

12.2(18)S

12.3(2)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

IS-ISのインクリメンタル SPF
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機能情報リリース機能名

IS-ISのルート再配布数の制限
機能では、他のプロトコルまた

は他の IS-ISプロセスから IS-IS
に再配布可能な最大プレフィッ

クス数をユーザが定義できま

す。こうした制限により、ルー

タが大量のルートの再配布でフ

ラッディングを起こすことを回

避できます。

12.0(25)S

12.2(18)S

12.3(4)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

IS-ISのルート再配布数の制限

このドキュメントでは、リンク

ステートPDU（LSP）アドバタ
イズメントから接続されたネッ

トワークの IPプレフィックス
を除外し、それによって IS-IS
コンバージェンス時間を短縮す

るための 2つの Integrated
Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）メカニズムについて説
明します。

12.0(22)S

12.2(18)S

12.3(2)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

接続された IPプレフィックス
を LSPアドバタイズメントか
ら除外する IS-ISメカニズム

IS-ISのプライオリティ主導に
よるプレフィックスのRIBへの
インストール機能では、より迅

速なコンバージェンスを達成す

る1つの方法として、グローバ
ルルーティングテーブル内の

処理とインストールを迅速化す

るために、IS-ISによってアド
バタイズされる IPプレフィッ
クスのサブセットを指定できま

す。たとえば、Voice over IP
（VoIP）トラフィックが、その
他のタイプのパケットよりも速

く更新されるようにするため

に、VoIPゲートウェイアドレ
スが最初に処理されるようにす

る必要が生じることがありま

す。

12.0(26)S

12.2(18)SXE

12.2(25)S

12.3(4)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

IS-ISのプライオリティ主導に
よる IPプレフィックスの RIB
へのインストールのサポート
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機能情報リリース機能名

ルートタグの IS-ISサポート機
能は、IS-ISルートプレフィッ
クスにタグ付けし、ルートマッ

プ内でそれらのタグを使用し

て、IS-ISルートの再配布や
ルートリークを制御する機能

を提供します。

12.2(18)S

12.2(27)SBC

12.3(2)T

Cisco IOS XE 3.1.0 SG

ルートタグの IS-ISサポート
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第 16 章

IS-IS ネットワークでのセキュリティの強化

この章では、ネットワークで Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを使
用する場合にネットワークセキュリティを強化するプロセスについて説明します。パスワード

を設定し、不正なルータが IS-ISネットワーク内のルータと隣接関係を形成することを防止し、
IS-IS HMAC-MD5認証および拡張クリアテキスト認証機能を使用することができます。

• 機能情報の確認, 235 ページ

• IS-ISネットワークのセキュリティを強化するための前提条件, 236 ページ

• IS-ISネットワークのセキュリティ強化に関する情報, 236 ページ

• IS-ISネットワークでセキュリティを強化する方法, 238 ページ

• IS-ISネットワークのセキュリティ強化のための設定例, 252 ページ

• その他の参考資料, 253 ページ

• IS-ISネットワークのセキュリティを強化するための機能情報, 254 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS ネットワークのセキュリティを強化するための前提
条件

•このモジュールの作業を実行する前に、『Integrated IS-ISRouting ProtocolOverview』モジュー
ルおよび『Configuring a Basic IS-IS Network』モジュールで説明している概念をよく理解して
おく必要があります。

•ご使用のネットワークで IS-ISがすでに実行されていることが前提になります。

IS-IS ネットワークのセキュリティ強化に関する情報

不正な情報の IS-IS ネットワークへの混入を防止する重要性
不正なルーティングメッセージがネットワークルーティングドメインに入り込むのを防ぐため

に、このモジュールで説明されているセキュリティ機能を設定することを推奨します。無許可の

デバイスがリンクステートデータベースに誤ったルーティング情報を入力するのを防ぐために、

各インターフェイスに認証パスワードを設定したり、各 IS-ISエリアにエリアパスワードを設定
したりすることができます。また、IS-IS認証のタイプとして、IS-IS HMAC-MD5または拡張クリ
アテキスト認証のいずれかを設定できます。

ここでは、IS-IS認証の設定作業について説明します。IS-ISHMAC-MD5とクリアテキストの 2つ
のタイプの認証がサポートされています。ユーザが実行する作業は、認証を導入するか、または

既存の認証方式から移行するかによって異なります。

認証を設定する前に、次の点を決定する必要があります。

• IS-ISインスタンスごと、および個別の IS-ISインターフェイスごと、またはそのどちらかに
認証を設定するかどうか（どちらの作業もこのセクションに記載されています）。

•どのレベルで認証を使用するか。

•どのタイプの認証（IS-IS HMAC-MD5またはクリアテキスト）を使用するか。

IS-IS の認証機能
新しい IS-ISの認証方式（IS-IS HMAC-MD5およびクリアテキスト）は、前のセクションの「イ
ンターフェイスごとの認証パスワードの設定」および「レベル 1でのパスワードの設定」で説明
した以前の方式のパスワード設定コマンドに比べて、次のようないくつかの利点があります。

•ソフトウェア設定が表示されるときにパスワードが暗号化されます。

•パスワードの管理や変更がより容易になります。

•ネットワークの運用を中断させることなく、新しいパスワードに変更できます。

   IP ルーティング：ISIS コンフィギュレーションガイド
236

IS-IS ネットワークでのセキュリティの強化
IS-IS ネットワークのセキュリティを強化するための前提条件



•中断なしでの認証の移行がサポートされています。この場合は、ルータで認証なし、あるい
は古い認証情報を使用しての PDUの受け入れを許可して、その場合でも現在の認証を使用
して PDUを送信するよう設定します。このような移行は、認証なしの状態からあるタイプ
の認証に移行するとき、認証タイプを変更するとき、またキーを変更するときに便利です。

IS-ISの PDUには、リンクステート PDU（LSP）、LAN Hello、ポイントツーポイント Hello、
Complete Sequence Number PDU（CSNP）、Partial Sequence Number PDU(PSNP)の 5つのタイプが
あります。IS-ISのHMAC-MD5認証またはクリアテキストパスワード認証は、これら5つのPDU
タイプすべてに適用できます。認証は異なる IS-ISレベルで個別にイネーブルにすることができま
す。インターフェイスに関連する PDU（LAN Hello、ポイントツーポイント Hello、CSNP、およ
び PSNP）は、さまざまなインターフェイスでの認証、さまざまなレベル、またさまざまなパス
ワードでイネーブルにすることができます。

認証モードまたは古いパスワードモードは、特定の範囲（IS-ISインスタンスまたはインターフェ
イス）およびレベルで設定できます。ただし両方を設定することはできません。ただし、異なる

範囲およびレベルに対して、異なるモードを設定することができます。混合モードを意図してい

る場合は、異なるモードには異なるキーを使用して、PDUで暗号化されたパスワードが危険にさ
らされないようにする必要があります。

IS-IS クリアテキスト認証の利点
IS-ISクリアテキスト（プレーンテキスト）認証はarea-passwordコマンドまたはdomain-password
コマンドの使用によって提供される機能と同じ機能を提供します。ただし、クリアテキスト認証

を使用すると、前述した柔軟な鍵管理機能が利用されます。

IS-IS の HMAC-MD5 認証の利点
•現在 IS-ISでは、クリアテキスト認証より安全性の高いMD5認証をサポートしています。
IS-ISの HMAC-MD5認証では、各 IS-ISプロトコルデータユニット（PDU）に HMAC-MD5
ダイジェストを追加します。HMACは暗号学的ハッシュ関数を使用するメッセージ認証符号
（MAC）のためのメカニズムです。ダイジェストを使用すると、IS-ISルーティングプロト
コルレベルでの認証が可能になります。この認証では、不正なルーティングメッセージが

ネットワークルーティングドメインに挿入されるのを防ぎます。

• MD5認証またはクリアテキスト認証は、レベル 1またはレベル 2で別々にイネーブルにす
ることができます。

•パスワードは、ルーティングメッセージを中断させずに新しいパスワードに変更できます。

•ネットワークの移行の目的で、認証なしで、または誤った認証情報を使用して PDUを受け
入れるようにネットワークデバイスを設定することができますが、その場合でも PDUは認
証とともに送信されます。このような移行は、認証を使用していない状態から何らかのタイ

プの認証に移行する途中である場合、認証タイプを変更中の場合、キーの変更中の場合など

に行われることが考えられます。

使用するセキュリティ認証をあるタイプから別のタイプに移行する前に、すべてのルータがその

新しい認証タイプをサポートする新しいイメージを使用してロードされている必要があります。
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ルータは、すべてのルータが新しい認証方式をサポートする新しいイメージでロードされ、さら

にすべてのルータがその新しい認証方式を使用するように設定されるまで、元の認証方式を使用

し続けます。すべてのルータが必要なイメージでロードされた後は、「IS-ISインスタンスの
HMAC-MD5またはクリアテキスト認証の設定, （243ページ）」で説明する新しい認証方式の設
定手順に従う必要があります。また、IS-ISエリアまたは個々の IS-ISインターフェイスに対して
認証を設定するかどうかを決める必要もあります。どちらの作業も参照先のセクションに含まれ

ています。

ある認証方式から別の認証方式へ円滑に移行するには、IS-IS PDUの認証を引き続きイネーブ
ルにして、示されている順序に従って作業を実行します。これにはあるルータですべての手順

を実行する前に、ルータからある手順を実行しているルータに移動する必要があります。

（注）

古いクリアテキスト認証から HMAC-MD5 認証への移行

MD5認証を設定すると、area-passwordと domain-passwordのコマンド設定が新しい認証コマン
ドによって自動的に上書きされます。MD5認証を設定すると、isis passwordのコマンド設定が新
しい認証コマンドによって自動的に上書きされます。

古いクリアテキスト認証から新しいクリアテキスト認証への移行

クリアテキスト認証の古い方法からクリアテキスト認証の新しい方法に移行するメリットは次の

とおりです。

•パスワードの変更とメンテナンスが容易です。

•システム設定が表示される際にパスワードを暗号化できます（鍵管理を使用する場合）。

IS-IS ネットワークでセキュリティを強化する方法

インターフェイスごとの認証パスワードの設定

パスワードはプレーンテキストとしてやり取りされるため、これにより提供されるセキュリ

ティは限定されています。

（注）
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. isispasswordpassword[level-1| level-2]
5. 設定するインターフェイスパスワードごとにステップ 4を繰り返します。
6. end
7. showipinterface [typenumber] [brief]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスの認証パスワードを設定します。isispasswordpassword[level-1| level-2]

例：

Device(config-if)# isis password sjpass
level-1

ステップ 4   

•ルーティングレベルごとに異なるパスワードを割
り当てるには、level-1および level-2キーワードを
使用します。

• level-1または level-2キーワードを指定すると、レ
ベル 1ルーティングまたはレベル 2ルーティング
だけのパスワードがそれぞれディセーブルになり

ます。

--設定するインターフェイスパスワードご

とにステップ 4を繰り返します。
ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   

IP用に設定されたインターフェイスが使用可能かどう
かのステータスを表示します。

showipinterface [typenumber] [brief]

例：

Device# show ip interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 7   

レベル 1 でのパスワードの設定

このパスワードはプレーンテキストとしてやり取りされるため、この機能が提供するセキュ

リティは限定されています。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. area-passwordpassword
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブルにして、必
要に応じて、タグをプロセスに割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Device(config)# router isis
salesarea

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

IS-ISエリア認証パスワードを設定します。area-passwordpassword

例：

Device(config-router)#
area-password companyz

ステップ 4   

•あるエリアに存在するすべてのデバイスでarea-passwordコ
マンドを使用することにより、不正デバイスによる、リンク

ステートデータベースへの誤ったルーティング情報の挿入

を阻止できます。

•このパスワードは、レベル 1のプロトコルデータユニット
（PDU）リンクステート PDU（LSP）、Complete Sequence
Number PDU（CSNP）、および Partial Sequence Number PDU
（PSNP）に挿入されます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

レベル 2 でのパスワードの設定

このパスワードはプレーンテキストとしてやり取りされるため、この機能が提供するセキュ

リティは限定されています。

（注）
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. domain-passwordpassword [authenticatesnp {validate | send-only}]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングプロトコルとして IS-ISを有効化し、必要に応じて
プロセスにタグを割り当てます。

routerisis[area-tag]

例：

Device(config)# router isis
salesarea

ステップ 3   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

IS-ISルーティングドメイン認証パスワードを設定します。domain-passwordpassword
[authenticatesnp {validate |
send-only}]

ステップ 4   

authenticatesnpキーワードを指定して、validateキーワー
ドも send-onlyキーワードも指定しなかった場合、IS-IS
ルーティングプロトコルは SNPにパスワードを挿入しま
せん。

（注）

あるエリアに存在するすべてのデバイスでdomain-password
コマンドを使用することにより、不正デバイスによる、リ

ンクステートデータベースへの誤ったルーティング情報の

挿入を阻止できます。

（注）

このパスワードは、レベル 2の PDUリンクステート PDU
（LSP）、Complete Sequence Number PDU（CSNP）、およ
び Partial Sequence Number PDU（PSNP）に挿入されます。
authenticatesnpキーワードを指定して、validateまたは
send-onlyキーワードを指定した場合、IS-ISルーティング
プロトコルは Sequence Number PDU（SNP）にパスワード
を挿入します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-router)#
domain-password company2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

IS-IS 認証の設定

HMAC-MD5 認証またはクリアテキスト認証の初回設定

IS-IS インスタンスの HMAC-MD5 またはクリアテキスト認証の設定

はじめる前に

暗号化キーによる HMAC-MD5またはクリアテキスト認証を使用するには、Integrated IS-ISルー
ティングプロトコルを設定する必要があります。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. keychainname-of-chain
4. keykey-id
5. key-stringtext
6. exit
7. exit
8. routerisis [area-tag]
9. authenticationsend-only [level-1 | level-2]
10. 通信する各デバイスに対してステップ 1～ 9を繰り返します。
11. authenticationmode{md5 | text}[level-1 | level-2]
12. authenticationkey-chainname-of-chain[level-1 | level-2]
13. 通信する各ルータに対してステップ 11と 12を繰り返します。
14. noauthenticationsend-only
15. 通信する各デバイスに対してステップ 14を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにし、認

証キーのグループを識別します。

keychainname-of-chain

例：

Device(config)# key chain remote3754

ステップ 3   

キーチェーンの認証キーを識別します。keykey-id

例：

Device(config-keychain)# key 100

ステップ 4   

• key-id引数は数字である必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

キーの認証文字列を指定します。key-stringtext

例：

Device(config-keychain-key)# key-string
mno172

ステップ 5   

• text引数には、1～ 80文字の大文字と小文字の英
数字を指定できます。ただし、最初の文字を数値

にすることはできません。

キーチェーンコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-keychain-key)# exit

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-keychain)# exit

ステップ 7   

IS-ISを IPルーティングプロトコルとしてイネーブル
にして、必要に応じて、タグをプロセスに割り当てま

す。

routerisis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis 1

ステップ 8   

•ルータコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

IS-ISインスタンスに対して、送信される IS-IS PDUの
み（受信 PDUは含まれない）にMD5認証が実行され
るように指定します。

authenticationsend-only [level-1 | level-2]

例：

Device(config-router)# authentication
send-only

ステップ 9   

各デバイスに同じキーストリングを使用してくださ

い。

通信する各デバイスに対してステップ 1～
9を繰り返します。

ステップ 10   

IS-ISインスタンスに対して、IS-IS PDUで使用される
認証のタイプを指定します。

authenticationmode{md5 | text}[level-1 |
level-2]

例：

Device(config-router)# authentication
mode md5

ステップ 11   

• MD5認証の場合は md5を指定します。

•クリアテキスト認証の場合は、textを指定しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISインスタンスに対してMD5認証がイネーブルに
なります。

authenticationkey-chainname-of-chain[level-1
| level-2]

例：

Device(config-router)# authentication
key-chain remote3754

ステップ 12   

--通信する各ルータに対してステップ 11と
12を繰り返します。

ステップ 13   

IS-ISインスタンスに対して、送受信される IS-IS PDU
にMD5認証が実行されるように指定します。

noauthenticationsend-only

例：

Device(config-router)# no authentication
send-only

ステップ 14   

•ステップ 9では、送信される IS-IS PDUのみに実
行される認証をイネーブルにしました。ステップ

14では、noauthenticationsend-onlyコマンドを入
力することで、送受信されるPDUに認証が実行さ
れるようになります。

--通信する各デバイスに対してステップ 14
を繰り返します。

ステップ 15   
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IS-IS インターフェイスの HMAC-MD5 またはクリアテキスト認証の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. keychainname-of-chain
4. keykey-id
5. key-stringtext
6. exit
7. exit
8. interfacetypenumber
9. isisauthenticationsend-only [level-1 | level-2]
10. 通信するデバイスごとにステップ 1～ 9を繰り返します。
11. isisauthenticationmode{md5 | text}[level-1 | level-2]
12. isisauthenticationkey-chainname-of-chain[level-1 | level-2]
13. 通信するルータごとにステップ 11～ 12を繰り返します。
14. noisisauthenticationsend-only
15. 通信するデバイスごとにステップ 14を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにし、

認証キーのグループを識別します。

keychainname-of-chain

例：

Device(config)# key chain multistate87723

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

キーチェーンの認証キーを識別します。keykey-id

例：

Device(config-keychain)# key 201

ステップ 4   

• key-idは数字である必要があります。

キーの認証文字列を指定します。key-stringtext

例：

Device(config-keychain-key)# key-string
idaho

ステップ 5   

• text引数には、1～ 80文字の大文字と小文字
の英数字を指定できます。ただし、最初の文

字を数値にすることはできません。

キーチェーンコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-keychain-key)# exit

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-keychain)# exit

ステップ 7   

インターフェイスを設定します。interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface gigabitethernet
0/0/0

ステップ 8   

指定した IS-ISインターフェイスで送信された（受
信ではなく）PDUに対してのみ認証が実行される
ように指定します。

isisauthenticationsend-only [level-1 | level-2]

例：

Device(config-if)# isis authentication
send-only

ステップ 9   

各デバイスで同じキー文字列を使用してください。通信するデバイスごとにステップ 1～ 9を繰
り返します。

ステップ 10   

IS-ISインターフェイスに対して使用する認証のタ
イプを指定します。

isisauthenticationmode{md5 | text}[level-1 |
level-2]

例：

Device(config-if)# isis authentication mode
md5

ステップ 11   

• MD5認証の場合は md5を指定します。

•クリアテキスト認証の場合は textを指定しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISインターフェイスのMD5認証を有効にしま
す。

isisauthenticationkey-chainname-of-chain[level-1
| level-2]

例：

Device(config-if)# isis authentication
key-chain multistate87723

ステップ 12   

--通信するルータごとにステップ 11～ 12を繰
り返します。

ステップ 13   

指定した IS-ISインターフェイスで送信および受信
された PDUに対して認証が実行されるように指定
します。

noisisauthenticationsend-only

例：

Device(config-if)# no isis authentication
send-only

ステップ 14   

--通信するデバイスごとにステップ14を繰り返
します。

ステップ 15   

新しい認証タイプへの移行

手順の概要

1. すべてのデバイスに、目的の新しい認証方式をサポートするために必要なイメージをロードし
ます。

2. HMAC-MD5認証またはクリアテキスト認証の初回設定,（243ページ）の適切なタスクに従っ
て、インターフェイスと IS-ISエリアの両方で新しい認証モードを設定します。

手順の詳細

ステップ 1 すべてのデバイスに、目的の新しい認証方式をサポートするために必要なイメージをロードします。

ステップ 2 HMAC-MD5認証またはクリアテキスト認証の初回設定, （243ページ）の適切なタスクに従って、イン
ターフェイスと IS-ISエリアの両方で新しい認証モードを設定します。
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すでに認証が設定されているネットワークに追加される新しいルータでの認証の設

定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. keychainname-of-chain
4. keykey-id
5. key-stringtext
6. exit
7. exit
8. interfacetypenumber
9. isisauthenticationmode{md5 | text}[level-1 | level-2]
10. isisauthenticationkey-chainname-of-chain[level-1 | level-2]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにし、

認証キーのグループを識別します。

keychainname-of-chain

例：

Device(config)# key chain multistate87723

ステップ 3   

キーチェーンの認証キーを識別します。keykey-id

例：

Device(config-keychain)# key 201

ステップ 4   

• key-id引数は数字である必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

キーの認証文字列を指定します。key-stringtext

例：

Device(config-keychain-key)# key-string
idaho

ステップ 5   

• text引数には、1～ 80文字の大文字と小文字の
英数字を指定できます。ただし、最初の文字を

数値にすることはできません。

キーチェーンコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-keychain-key)# exit

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-keychain)# exit

ステップ 7   

インターフェイスを設定します。interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface gigabitethernet
0/0/0

ステップ 8   

IS-ISインターフェイスに使用する認証のタイプを
指定します。

isisauthenticationmode{md5 | text}[level-1 |
level-2]

例：

Device(config-if)# isis authentication mode
md5

ステップ 9   

• MD5認証の場合は md5を指定します。

•クリアテキスト認証の場合は、textを指定し
ます。

IS-ISインターフェイスに対するMD5認証をイネー
ブルにします。

isisauthenticationkey-chainname-of-chain[level-1
| level-2]

例：

Device(config-if)# isis authentication
key-chain multistate87723

ステップ 10   
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IS-IS ネットワークのセキュリティ強化のための設定例

例：IS-IS HMAC-MD5 認証の設定
次に、GigabitEthernetインターフェイス 3/0/0（Hello PDU上）および IS-ISインスタンス（LSP、
CSNPおよび PSNP PDU上）の IS-IS HMAC-MD5認証のキーチェーンとキーを設定する例を示し
ます。

!
key chain cisco
key 100
key-string tasman-drive
!
interface GigabitEthernet3/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.252
ip router isis real_secure_network
isis authentication mode md5 level-1
isis authentication key-chain cisco level-1
!
router isis real_secure_network
net 49.0000.0101.0101.0101.00
is-type level-1
authentication mode md5 level-1
authentication key-chain cisco level-1
!

IS-IS クリアテキスト認証の設定例
次に、GigabitEthernetインターフェイス 3/0/0（Hello PDU上）および IS-ISインスタンス（LSP、
CSNPおよび PSNP PDU上）の IS-ISクリアテキスト認証のキーチェーンとキーを設定する例を
示します。

!
key chain cisco
key 100
key-string tasman-drive
!
interface GigabitEthernet3/0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.252
ip router isis real_secure_network
isis authentication mode text level-1
isis authentication key-chain cisco level-1
!
router isis real_secure_network
net 49.0000.0101.0101.0101.00
is-type level-1
authentication mode text level-1
authentication key-chain cisco level-1
!
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

『IS-ISネットワークのリンク
障害およびトポロジ変更の通知

時間の短縮』モジュール

IPv6ルーティング：IPv6の IS-ISマルチトポロジサポート

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipv6/command/reference/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipv6/command/reference/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS ネットワークのセキュリティを強化するための機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 15：IS-IS ネットワークのセキュリティを強化するための機能情報

機能情報リリース機能名

IS-ISHMAC-MD5認証機能は、
各 Intermediate
System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルデータユ
ニット（PDU）に HMAC-MD5
ダイジェストを追加します。ダ

イジェストによって、不正な

ルーティングメッセージがネッ

トワークルーティングドメイ

ンに入り込むのを防御できるた

め、IS-ISルーティングプロト
コルレベルでの認証が可能に

なります。IS-ISクリアテキス
ト（プレーンテキスト）認証

は、パスワードがソフトウェア

設定の表示時に暗号化され、さ

らに、パスワードをより容易に

管理および変更できるように強

化されています。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズのアグリゲーションサー

ビスルータで導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1IS-ISHMAC-MD5認証および拡
張クリアテキスト認証
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第 17 章

IS-IS の IPv6 管理タグ

IS-ISの IPv6管理タグ機能によって、ルートマップで管理ポリシーを適用するために使用できる
IPv6プレフィックスにタグを付けられるようになりました。たとえば、エリアとドメインの境界
間および異なるルーティングプロトコル間でルート再配布を制御することや、Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートにポリシーを適用することができます。

• 機能情報の確認, 257 ページ

• IS-IS IPv6管理タグに関する情報, 258 ページ

• IS-ISの IPv6管理タグの設定方法, 258 ページ

• IS-IS IPv6管理タグの設定例, 269 ページ

• その他の参考資料, 271 ページ

• IS-ISの IPv6管理タグに関する機能情報, 272 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS IPv6 管理タグに関する情報

IPv6 プレフィックスの IS-IS 管理タグ
IPv6プレフィックスの IS-IS管理タグの値を設定できます。その後、IS-ISが生成するリンクステー
トプロトコルデータユニット（PDU）と LSPから取得するリンクステート PDUに IS-ISが挿入
する IPv6プレフィックスのタグの値を指定できます。

IS-IS の IPv6 管理タグの設定方法

IS-IS IPv6 プレフィックスへのタグの割り当て

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerisis[area-tag]
4. netnet1
5. metric-style wide
6. interface[typenumber]
7. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits/prefix-length}
8. ipv6 router isis [area-tag]
9. isisipv6tagtag-value
10. end
11. showisisdatabaseverbose

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IS-ISルーティングプロトコルをイネーブルにし、IS-ISプ
ロセスを指定して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

routerisis[area-tag]

例：

Device(config)# router isis tag13

ステップ 3   

ルーティングプロセスの IS-ISネットワークエンティティ
テーブル（NET）を設定します。

netnet1

例：

Device(config-router)# net
49.0000.0000.0100.00

ステップ 4   

新しいスタイル、タイプ、長さ、値オブジェクト（TLV）
のみを生成し受け入れるように、IS-ISを実行しているルー
タを設定します。

metric-style wide

例：

Device(config-router)# metric-style
wide

ステップ 5   

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface[typenumber]

例：

Device(config-router)# interface
GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 6   

IPv6の一般的なプレフィックスに基づいて IPv6アドレス
を設定し、インターフェイスにおける IPv6処理をイネー
ブルにします。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits/prefix-length}

例：

Device(config-if)# ipv6 address
2005::1/64

ステップ 7   

インターフェイス上で IPv6の IS-ISルーティングプロセス
を設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添付

します。

ipv6 router isis [area-tag]

例：

Device(config-if)# ipv6 router isis
area1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスプレフィックスに関連付けられ、IS-IS LSP
に適用される管理タグ値を設定します。

isisipv6tagtag-value

例：

Device(config-if)# isis ipv6 tag 200

ステップ 9   

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コンフィ

ギュレーションファイルに保存し、特権 EXECモードに
戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 10   

（任意）ルートタグを含む IS-ISリンクステートデータ
ベースに関する詳細が表示されます。

showisisdatabaseverbose

例：

Device# show isis database verbose

ステップ 11   

•タグを確認するには、このコマンドを入力します。

IS-IS IPv6 プレフィックスへのハイプライオリティ管理タグの割り当て

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router isis [area-tag]
4. address-family ipv6
5. ipv6 route priority hightagtag-value
6. exit
7. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセス
を設定し、エリア指示子をルーティングプロセスに添付

して、ルータコンフィギュレーションモードになります。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 4   

IS-IS IPv6プレフィックスにハイプライオリティタグを割
り当てます。

ipv6 route priority hightagtag-value

例：

Device(config-router-af)# ipv6 route
priority high tag 200

ステップ 5   

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ルータコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6   

（任意）ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7   
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IS-IS の IPv6 管理タグによるルートの再配布

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router isis [area-tag]
4. address-family ipv6
5. redistributeisis[process-id] {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2}[distribute-listlist-name]

[route-mapmap-tag]
6. exit
7. exit
8. route-mapmap-tag [permit | deny] [sequence-number]
9. matchtagtag-value[...tag-value]
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを
設定し、エリア指示子をルーティングプロセスに添付して、

ルータコンフィギュレーションモードになります。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISを再配布先と再配布元の両方のプロトコルとして使用
して、あるルーティングドメインから別のルーティングド

メインへ IPv6ルートを再配布します。

redistributeisis[process-id] {level-1 |
level-2} into {level-1 |
level-2}[distribute-listlist-name]
[route-mapmap-tag]

ステップ 5   

例：

Device(config-router-af)#
redistribute isis level-1 into
level-2 route-map IPV6-PERMIT-TAG

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6   

（任意）ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロト

コルへ、またはある IS-ISレベルから別の IS-ISレベルへ、
ルートを再配布する条件を定義します。

route-mapmap-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Device(config)# route-map match-tag

ステップ 8   

•このコマンドを入力すると、ルータはルートマップコ
ンフィギュレーションモードになります。

指定されたタグ番号によってタギングされたルートを照合し

ます。

matchtagtag-value[...tag-value]

例：

Device(config-route-map)# match tag
100

ステップ 9   

•タグを初めて設定する場合は、タグを照合できません。
このステップは、タグを変更する場合のオプションで

す。

（任意）ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 10   
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IS-IS IPv6 管理タグを使用したルートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6route [vrfvrf-name] ipv6-prefix/prefix-length {ipv6-address | interface-typeinterface-number

[ipv6-address]} [nexthop-vrf [vrf-name | default]] [administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast |multicast] [next-hop-address] [tagtag]

4. router isis [area-tag]
5. address-family ipv6
6. redistributeisis[process-id] {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2}[distribute-listlist-name]

[route-mapmap-tag
7. exit
8. exit
9. route-mapmap-tag [permit | deny] [sequence-number]
10. settagtag-value
11. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

スタティック IPv6ルートを確立します。ipv6route [vrfvrf-name] ipv6-prefix/prefix-length
{ipv6-address | interface-typeinterface-number

ステップ 3   

[ipv6-address]} [nexthop-vrf [vrf-name |
default]] [administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast |
multicast] [next-hop-address] [tagtag]

例：

Router(config)# ipv6 route 2033::1/64
GigabitEthernet 0/0/0
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセ
スを設定して、エリア指示子をルーティングプロセス

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 4   

に添付し、ルータコンフィギュレーショモードを開始

します。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開

始します。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 5   

ターゲットプロトコルとソースプロトコルの両方とし

て IS-ISを使用して、あるルーティングドメインから別
redistributeisis[process-id] {level-1 | level-2}
into {level-1 | level-2}[distribute-listlist-name]
[route-mapmap-tag

ステップ 6   

のルーティングドメインへ IPv6ルートを再配布しま
す。

例：

Device(config-router-af)# redistribute
isis level-1 into level-2 route-map
IPV6-PERMIT-TAG

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーション

モードを終了し、ルータコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7   

（任意）ルータコンフィギュレーションモードを終了

し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 8   

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプ

ロトコルへ、またはある IS-ISレベルから別の IS-ISレ
ベルへルートを再配布するための条件を定義します。

route-mapmap-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map set-tag

ステップ 9   

•このコマンドにより、ルータはルートマップコン
フィギュレーションモードを開始します。

宛先ルーティングプロトコルのタグ値を設定します。settagtag-value

例：

Router(config-route-map)# set tag 300

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルートマップコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11   

IS-IS IPv6 タグのサマリープレフィックスへの適用

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router isis [area-tag]
4. address-family ipv6
5. ipv6route [vrfvrf-name] ipv6-prefix/prefix-length {ipv6-address | interface-typeinterface-number

[ipv6-address]} [nexthop-vrf [vrf-name | default]] [administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast |multicast] [next-hop-address] [tagtag]

6. exit
7. exit
8. router isis [area-tag]
9. address-family ipv6
10. redistributeisis[process-id] {level-1| level-2} into {level-1 |level-2} distribute-listlist-name
11. summary-prefixipv6-prefix/prefix-length {level-1 | level-1-2| level-2} tagtag-value
12. end
13. showisisdatabaseverbose

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを
設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添付

し、ルータコンフィギュレーショモードを開始します。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 3   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 4   

スタティック IPv6ルートを確立します。ipv6route [vrfvrf-name]
ipv6-prefix/prefix-length {ipv6-address |

ステップ 5   

interface-typeinterface-number
[ipv6-address]} [nexthop-vrf [vrf-name |
default]] [administrative-distance]
[administrative-multicast-distance | unicast |
multicast] [next-hop-address] [tagtag]

例：

Device(config-router-af)# ipv6 route
11:1:1:1:1:1::/96 GigabitEthernet 0/0/0

（任意）アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、ルータコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 6   

（任意）ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 7   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティングプロセスを
設定して、エリア指示子をルーティングプロセスに添付

し、ルータコンフィギュレーショモードを開始します。

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6

ステップ 9   

ターゲットプロトコルとソースプロトコルの両方として

IS-ISを使用して、あるルーティングドメインから別のルー
ティングドメインへ IPv6ルートを再配布します。

redistributeisis[process-id] {level-1| level-2}
into {level-1 |level-2} distribute-listlist-name

例：

Device(config-router-af)# redistribute
static level-2 metric 50

ステップ 10   

レベル 1-2ルータがサマリーをアドバタイズするときに直
接レベル1プレフィックスをアドバタイズするのではなく、

summary-prefixipv6-prefix/prefix-length
{level-1 | level-1-2| level-2} tagtag-value

例：

Device(config-router-af)#
summary-prefix 11:1:1:1::/64 tag 600

ステップ 11   

レベル 1プレフィックスをレベル 2で集約できるようにし
ます。

• summary-prefixコマンドの ipv6-prefix引数は、RFC
2373に記載された形式にする必要があり、16ビット
値をコロンで区切った 16進数でアドレスを指定しま
す。

• prefix-length引数は、アドレスのうち連続する上位何
ビットがプレフィックス（アドレスのネットワーク

部）を構成するかを示す 10進数値です。10進数値の
前にスラッシュ記号が必要です。

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コンフィ

ギュレーションファイルに保存し、特権EXECモードに戻
ります。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 12   

（任意）ルートタグを含む IS-ISリンクステートデータ
ベースに関する詳細が表示されます。

showisisdatabaseverbose

例：

Device# show isis database verbose

ステップ 13   

•タグを確認するには、この手順を実行します。
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IS-IS IPv6 管理タグの設定例

例：IS-IS IPv6 プレフィックスへのタグの割り当て

Device(config)# router isis
Device(config-router)# net 49.0000.0000.0100.00
Device(config-router)# metric-style wide
Device(config-router)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# ipv6 address 2005::1/64
Device(config-if)# ipv6 router isis
Device(config-if)# isis ipv6 tag 200
Device(config-if)# end
Device# show isis database verbose

IS-IS Level-1 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
Device.00-00 * 0x00000001 0xD27D 1189 0/0/0
Area Address: 49
NLPID: 0x8E
Hostname: Device
IPv6 Address: 2005::1
Metric: 10 IPv6 2005::/64
Route Admin Tag: 200

IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
Device.00-00 * 0x00000001 0xD27D 1189 0/0/0
Area Address: 49
NLPID: 0x8E
Hostname: Device
IPv6 Address: 2005::1
Metric: 10 IPv6 2005::/64
Route Admin Tag: 200

例：IS-IS IPv6 プレフィックスへのハイプライオリティの管理タグの割
り当て

Device(config)# router isis
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# ipv6 route priority high tag 200

例：IS-IS IPv6 管理タグを使用したルートの再配布

Device(config)# router isis
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute isis level-1 into level-2 route-map match-tag
Device(config-router-af)# route-map match-tag
Device(config-route-map)# match tag 100
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例:IS-IS の IPv6 管理タグを使用してルートを設定

Device(config)# ipv6 route 2033::1/64 GigabitEthernet 0/0/0
Device(config)# router isis
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute static level-2 route-map set-tag
Device(config-router-af)# route-map set-tag
Device(config-route-map)# set tag 300
Device(config-route-map)# end
Device# show isis database verbose level-2

Device.00-00 * 0x0000004E 0x9805 1197 0/0/0
Area Address: 33
NLPID: 0xCC 0x8E
Hostname: Device
IP Address: 10.100.100.20
IPv6 Address: 2001:DB8::100
IPv6 Address: 2001:DB8::200
Metric: 10 IS-Extended route500.01
Metric: 10 IP 10.100.100.0/24
Metric: 10 IPv6 2001:DB8::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8::/64
Metric: 10 IPv6-Interarea 11:1:1:1:1:1:1:1/128
Metric: 20 IPv6-Interarea 2003:DB8::/64
Metric: 0 IPv6 2033::/64
Route Admin Tag: 300

例:サマリープレフィックスへの IS-IS の IPv6 管理タグの適用

Device(config)# router isis
Device(config)# ipv6 route 11:1:1:1:1:1::/96 GigabitEthernet 0/0/0
Device(config)# router isis
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute static level-2 metric 50
Device(config-router-af)# summary-prefix 11:1:1:1::/64 tag 600
Device(config-route-map)# end
Device# show isis database verbose level-2

IS-IS Level-2 Link State Database:
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
Device.00-00 * 0x00000007 0x4AA7 1174 0/0/0
Area Address: 33
NLPID: 0xCC 0x8E
Hostname: Device
IP Address: 10.100.100.20
IPv6 Address: 2001:DB8::100
IPv6 Address: 2001:DB8::200
Metric: 10 IS-Extended route500.01
Metric: 10 IP 10.100.100.0/24
Metric: 10 IPv6 2001:DB8::/64
Metric: 10 IPv6 2001:DB8::/64
Metric: 10 IPv6 11:1:1:1::/64
Route Admin Tag: 600

(Summary route 11:1:1:1::/64 is advertised with tag 600)
Device(config-router-af)#
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マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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IS-IS の IPv6 管理タグに関する機能情報
機能情報リリース機能名

ルートマップによって管理ポ

リシーを適用するために使用で

きる IPv6プレフィックスにタ
グを割り当てることができま

す。

ipv6 route priority high、isis
ipv6 tag、redistribute isis
(ipv6)、show isis database
verbose、summary-prefix (ipv6
IS-IS)の各コマンドが追加また
は変更されました。

15.2(4)M

15.2(4)S

Cisco IOS Release XE 3.6S

15.2(1)SY

IS-ISの IPv6管理タグ
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第 18 章

IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイ
ズ

IS-IS IPv6によるパッシブのみのアドバタイズ機能では、パッシブインターフェイスに接続され
ている IPv6プレフィックスのみをアドバタイズし、接続されているその他の IPv6プレフィック
スを除外するように、デバイス上の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタ
ンスを設定できます。

• 機能情報の確認, 273 ページ

• IS-IS IPv6によるパッシブのみのアドバタイズの前提条件, 274 ページ

• IS-IS IPv6によるパッシブのみのアドバタイズに関する情報, 274 ページ

• パッシブだけをアドバタイズするように IS-IS IPv6を設定する方法, 275 ページ

• IS-IS IPv6によるパッシブのみのアドバタイズの設定例, 277 ページ

• その他の参考資料, 278 ページ

• IS-IS IPv6によるパッシブのみのアドバタイズに関する機能情報, 279 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイズの前提条件
接続されたネットワークの IPv6プレフィックスを IS-ISのリンクステートプロトコル（LSP）デー
タユニットのアドバタイズメントから除外する目的で、IS-ISで IPv6のパッシブのみをアドバタ
イズする機能を使用するには、その前に IS-ISルーティングプロトコルを設定する必要がありま
す。『IPルーティング：ISISコンフィギュレーションガイド』の「基本的な IS-ISネットワーク
の設定」のセクションを参照してください。

IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイズに関する情
報

パッシブインターフェイスでのみ許可される IPv6 プレフィックス
LSPアドバタイズメントのパッシブインターフェイスに属する IPv6プレフィックスだけを許可す
るように、デバイスの IS-ISインスタンスを設定することができます。この設定によって、LSPア
ドバタイズメントで伝送される IPv6プレフィックスの数を減らすことができます。
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パッシブだけをアドバタイズするように IS-IS IPv6 を設定
する方法

パッシブインターフェイス IPv6 プレフィックスだけをアドバタイズす
るデバイス上の IS-IS インスタンスの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router isis [area-tag]
4. netnet1
5. interface loopbacknumber
6. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits/prefix-length}
7. exit
8. interfacetypenumber
9. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits/prefix-length}
10. ipv6 router isis [area-tag]
11. exit
12. router isis [area-tag]
13. passive-interface [default] typenumber
14. address-family ipv6
15. advertise passive-only
16. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティング
プロセスを設定し、エリア指示子をルーティン

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis area1

ステップ 3   

グプロセスに添付して、ルータコンフィギュ

レーションモードになります。

ルーティングプロセスの IS-IS Network Entity
Table（NET）を設定します。

netnet1

例：
Device(config-router)# net
47.0010.0000.0000.0000.0001.0001.1111.1111.1111.00

ステップ 4   

ループバックインターフェイスを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface loopbacknumber

例：

Device(config-router)# interface loopback 0

ステップ 5   

インターフェイスのプライマリ IPv6アドレス
を設定します。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name
sub-bits/prefix-length}

例：

Device(config-if)# ipv6 address
2001:688:1001:1000::1/128

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 7   

インターフェイスタイプを設定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface FastEthernet 0/0

ステップ 8   

インターフェイスの IPv6アドレスを設定しま
す。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name
sub-bits/prefix-length}

例：

Device(config-if)# ipv6 address
2001:688:1001:100A::1/64

ステップ 9   

インターフェイス上で IPv6の IS-ISルーティン
グプロセスを設定し、エリア指示子をルーティ

ipv6 router isis [area-tag]

例：

Device(config-if)# ipv6 router isis area1

ステップ 10   

ングプロセスに添付して、ルータコンフィギュ

レーションモードになります。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに

戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 11   

インターフェイス上で IPの IS-ISルーティング
プロセスを設定し、エリア指示子をルーティン

router isis [area-tag]

例：

Device(config)# router isis area1

ステップ 12   

グプロセスに添付して、ルータコンフィギュ

レーションモードになります。

インターフェイスでのルーティングアップデー

トの送信をディセーブルにします。

passive-interface [default] typenumber

例：

Device(config-router)# passive-interface loopback
0

ステップ 13   

アドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family ipv6

例：

Device(config-router)# address-family ipv6

ステップ 14   

パッシブインターフェイスに属する IPv6プレ
フィックスだけをアドバタイズするようにIS-IS
を設定します。

advertise passive-only

例：

Device(config-router-af)# advertise passive-only

ステップ 15   

（任意）コンフィギュレーションコマンドを

実行コンフィギュレーションファイルに保存

し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 16   

IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイズの設定例

例：デバイスの IS-IS インスタンスをパッシブインターフェイスだけ
をアドバタイズするように設定

Device> enable
Device# configure terminal
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Device(config)# router isis area1
Device(config-router)# net 47.0010.0000.0000.0000.0001.0001.1111.1111.1111.00
Device(config-router)# interface loopback 0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:688:1001:1000::1/128
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Ethernet 0/0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:688:1001:100A::1/64
Device(config-if)# ipv6 router isis area1
Device(config-if)# exit
Device(config)# router isis area1
Device(config-router)# passive-interface loopback 0
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# advertise passive-only

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

『Cisco IOS IS-IS Command
Reference』

IS-ISコマンド

『IP Routing: ISIS Configuration
Guide』の「Configuring a Basic
IS-IS Network」の章

Integrated IS-ISルーティングプロトコルの設定

標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイズに関する機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 16：IS-IS IPv6 によるパッシブのみのアドバタイズに関する機能情報

機能情報リリース機能名

パッシブインターフェイスに

属する IPv6プレフィックスの
みをアドバタイズし、その他の

接続されている IPv6プレ
フィックスは除外するように、

デバイスの IS-ISインスタンス
を設定できます。

次のコマンドが導入または変更

されました。advertise
passive-only（IPv6）。

15.2(4)M

Cisco IOS XE Release 3.6S
IS-IS IPv6によるパッシブのみ
のアドバタイズ
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第 19 章

IS-IS IPv6 マルチプロセスのサポート

IS-IS IPv6マルチプロセスサポート機能により、複数の IS-IS IPv6インスタンス間での IPv6ルー
トの相互再配布がサポートされ、IS-IS IPv6インスタンスが非デフォルトのVirtual Routing and
Forwarding（VRF）インスタンスにルートをインストールすることが可能になります。

• 機能情報の確認, 281 ページ

• IS-ISで IPv6マルチプロセスをサポートするための前提条件, 282 ページ

• IS-IS IPv6マルチプロセスのサポートに関する情報, 282 ページ

• IS-IS IPv6マルチプロセスのサポートの設定方法, 283 ページ

• IS-IS IPv6複数プロセスサポートの設定例, 288 ページ

• IS-IS IPv6複数プロセスのサポートに関するその他の関連資料, 288 ページ

• IS-IS IPv6マルチプロセスサポートに関する機能情報, 289 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IS-IS で IPv6 マルチプロセスをサポートするための前提条
件

• ISISで IPv6を設定する前に、IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにする必要があ
ります。

•インターフェイスに IPv6アドレスを割り当てるか ipv6 enableコマンドを使用してインター
フェイスで IPv6をイネーブルにした後、そのインターフェイスを ISIS IPv6インスタンスに
関連付ける必要があります。

• Virtual Routing and Forwarding（VRF）を定義し、VRFで IPv6アドレスファミリをイネーブ
ルにした後、ISIS IPv6インスタンスとその VRFを関連付ける必要があります。

IS-IS IPv6 マルチプロセスのサポートに関する情報

IS-IS IPv6 複数プロセスサポートの概要
IS-IS IPv6複数プロセスサポート機能により、最大 28個の IPv6対応 IS-ISインスタンスを作成で
き、デフォルト VRFだけでなく任意の VRFにこれらの IPv6インスタンスを関連付けることがで
きます。デバイスでは、デフォルトのVRFを含め、同じVRF内の複数の IPv6 IS-ISインスタンス
間で IPv6ルートを再配布できます。デバイスでは、デフォルトの VRF内のルーティングプロト
コルを含め、IS-ISインスタンスと、同じ VRF内で動作している RIP、OSPFv3などの他のルー
ティングプロトコル間でルートを再配布することもできます。
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IS-IS IPv6 マルチプロセスのサポートの設定方法

IS-IS IPv6 マルチプロセスのサポートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. vrf definitionvrf-name
4. address-family ipv6 [unicast]
5. exit
6. exit
7. interfacetypenumber
8. （任意） vrf forwardingvrf-name
9. ipv6addressipv6-prefix/prefix-length
10. ipv6routerisisprocess-tag
11. exit
12. 別のインターフェイスに IPv6のための IS-ISルーティングプロセスと VRFを設定するには、
ステップ 7からステップ 11を繰り返します。

13. routerisisprocess-tag
14. （任意） vrfvrf-name
15. netnetwork-entity-title
16. is-type [level-1 | level-1-2 | level-2-only]
17. log-adjacency-changes
18. address-family ipv6 [unicast]
19. redistributesource-protocol [process-id] [route-map map-tag]
20. redistribute isis[process-id] {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} distribute-listlist-name
21. exit
22. exit
23. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
24. match route-type {level-1 | level-2}
25. set metric metric-value
26. set level {level-1 | level-2 | level-1-2}
27. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

Virtual Routing and Forwarding（VRF）ルーティングテーブル
インスタンスを設定し、VRFコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

vrf definitionvrf-name

例：

Device(config)# vrf definition v1

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコン
フィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast]

例：

Device(config-vrf)# address-family
ipv6

ステップ 4   

unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレ
スファミリを指定します。address-family ipv6コ
マンドで unicastキーワードが指定されていない場
合、デバイスはデフォルトでユニキャスト IPv6ア
ドレスファミリのコンフィギュレーションモード

になります。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了し、

VRFコンフィギュレーションモードを開始します。
exit

例：

Device(config-vrf-af)# exit

ステップ 5   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グローバル
コンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 6   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
FastEthernet 0/2

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

インターフェイスまたはサブインターフェイスに Virtual
Routing and Forwarding（VRF）または仮想ネットワークを関
連付けます。

vrf forwardingvrf-name

例：

Device(config-if)# vrf forwarding v1

ステップ 8   

インターフェイスの IPv6アドレスを設定します。ipv6addressipv6-prefix/prefix-length

例：

Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8::/32

ステップ 9   

インターフェイスに IPv6の IS-ISルーティングプロセスを設
定し、ルーティングプロセスにタグを付けます。

ipv6routerisisprocess-tag

例：

Device(config-if)# ipv6 router isis
v1a

ステップ 10   

インターフェイスモードの ipv6routerisisコマンド
を設定すると、そのインターフェイスの以前の設

定は上書きされます。ただし、新しい設定がイン

ターフェイスのオーナーシップを現在設定されて

いるオーナーインスタンスと同じVRFにある別の
インターフェイスに変更しようとするものである

場合に限られます。別の VRFに関連付けられた 2
つのインスタンス間で変更が試みられると、設定

が拒否されます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 11   

--別のインターフェイスに IPv6のため
の IS-ISルーティングプロセスとVRF

ステップ 12   

を設定するには、ステップ 7からス
テップ 11を繰り返します。

例：

指定した IS-ISルーティングプロセスの IS-ISをイネーブル
にし、ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

routerisisprocess-tag

例：

Device(config)# router isis v1a

ステップ 13   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

Virtual Routing and Forwarding（VRF）インターフェイスまた
は仮想ネットワークをインターフェイスまたはサブインター

フェイスに関連付けます。

vrfvrf-name

例：

Device(config-if)# vrf v1

ステップ 14   

CLNSルーティングプロセスの IS-ISネットワークエンティ
ティタイトル（NET）を設定します。

netnetwork-entity-title

例：

Device(config-router)# net
49.000b.0000.0001.0002.00

ステップ 15   

IS-ISルーティングプロセスのインスタンスのルーティング
レベルを設定します。

is-type [level-1 | level-1-2 | level-2-only]

例：

Device(config-router)# is-type
level-1

ステップ 16   

Open Shortest Path First（OSPF）ネイバーが起動または停止し
たときに、デバイスが syslogメッセージを送信するように設
定します。

log-adjacency-changes

例：

Device(config-router)#
log-adjacency-changes

ステップ 17   

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミリコン
フィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast]

例：

Device(config-router)#
address-family ipv6

ステップ 18   

unicastキーワードには、IPv6ユニキャストアドレ
スファミリを指定します。address-family ipv6コ
マンドで unicastキーワードが指定されていない場
合、デバイスはデフォルトでユニキャスト IPv6ア
ドレスファミリのコンフィギュレーションモード

になります。

（注）

この送信元ルーティングプロトコルから現在のルーティング

プロトコルへのルートのインポートをフィルタリングするた

めにチェックするルートマップを指定します。

redistributesource-protocol [process-id]
[route-map map-tag]

例：

Device(config-router-af)#
redistribute isis v1a route-map abc

ステップ 19   

IPv6ルートをある IS-ISレベルから別の IS-ISレベルに再配
布します。デフォルトでは、レベル1のインスタンスによっ

redistribute isis[process-id] {level-1 |
level-2} into {level-1 | level-2}
distribute-listlist-name

ステップ 20   

て学習されたルートは、レベル2のインスタンスによって再
配布されます。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-router-af)#
redistribute isis level-1 into
level-2 distribute-list xyz

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了し、

ルータコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 21   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ

ルコンフィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 22   

ルーティングプロトコル間、または IS-ISレベル間でルート
を再配布する条件を定義して、ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Device(config)# route-map abc permit
10

ステップ 23   

ルートタイプの一致基準を定義します。match route-type {level-1 | level-2}

例：

Device(config-route-map)# match
route-type level-1

ステップ 24   

ルートを再配布するために使用するメトリック値を設定しま

す。

set metric metric-value

例：

Device(config-route-map)# set metric
56

ステップ 25   

ルーティングドメインの指定されたエリアにアドバタイズさ

れるルートのルーティングレベルを設定します。

set level {level-1 | level-2 | level-1-2}

例：

Device(config-route-map)# set level
level-2

ステップ 26   

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

Device(config-route-map)# end

ステップ 27   
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IS-IS IPv6 複数プロセスサポートの設定例

例：IS-IS IPv6 マルチプロセスのサポートの設定
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# vrf definition v1
Device(config-vrf)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# interface FastEthernet 0/2
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::/32
Device(config-if)# vrf forwarding v1
Device(config-if)# ipv6 router isis v1a
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface FastEthernet 0/3
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::/48
Device(config-if)# vrf forwarding v1
Device(config-if)# ipv6 router isis v1b
Device(config-if)# exit
Device(config)# router isis v1a
Device(config-router)# vrf v1
Device(config-router)# net 49.000b.0000.0001.0002.00
Device(config-router)# is-type level-1
Device(config-router)# log-adjacency-changes
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute isis v1b route-map abc
Device(config-router-af)# redistribute isis level-1 into level-2 distribute-list xyz
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# router isis v1b
Device(config-router)# vrf v1
Device(config-router)# net 49.000b.0000.000a.0001.00
Device(config-router)# log-adjacency-changes
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute isis v1a route-map abc
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map abc permit 10
Device(config-route-map)# match route-type level-1
Device(config-route-map)# set metric 56
Device(config-route-map)# set level level-2

IS-IS IPv6 複数プロセスのサポートに関するその他の関連
資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

IS-IS IPv6 マルチプロセスサポートに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 17：IS-IS IPv6 マルチプロセスサポートに関する機能情報

機能情報リリース機能名

IS-IS IPv6マルチプロセスサ
ポート機能により、複数の

IS-IS IPv6インスタンス間での
IPv6ルートの相互再配布がサ
ポートされ、IS-IS IPv6インス
タンスが非デフォルトのVirtual
Routing and Forwarding（VRF）
インスタンスにルートをインス

トールすることが可能になりま

す。

導入または変更された新しいコ

マンドはありません。

Cisco IOS XEリリース 3.14SIS-IS IPv6マルチプロセスのサ
ポート
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第 20 章

ISIS でのローカルマイクロループからの保
護

ISISでのローカルマイクロループからの保護機能を使用すると、IntermediateSystem-to-Intermediate
System（IS-IS）プロトコルなどのリンクステートルーティングプロトコルにおいて、リンクが
ダウンしたイベントの後のネットワークコンバージェンス時にローカルマイクロループが発生

するのを防止または回避することができます。

• 機能情報の確認, 291 ページ

• ISISローカルマイクロループ保護に関する情報, 292 ページ

• ISISローカルマイクロループ保護の設定方法, 293 ページ

• ISISローカルマイクロループ保護の設定例, 296 ページ

• ISISでのローカルマイクロループからの保護に関する追加情報, 296 ページ

• ISISでのローカルマイクロループからの保護に関する機能情報, 297 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ISIS ローカルマイクロループ保護に関する情報
•

マイクロループ

リンクまたはネットワークデバイスで発生した障害や復旧のためにネットワークトポロジに変更

が生じると、IP Fast Rerouteによって迅速なネットワークコンバージェンスが行われます。この
とき、定期的なコンバージェンス機能によってトラフィックが新しく計算されたベストパス（別

名、ポストコンバージェンスパス）へ移動されるまで、事前に計算されていたバックアップパ

スにトラフィックが移動されます。このネットワークコンバージェンスにより、トポロジ内で直

接または間接的に接続された 2台のデバイス間で、マイクロループが短期間発生する可能性があ
ります。マイクロループは、ネットワーク内の異なるノードが異なるタイミングで互いに別々に

代替パスを計算したときに発生します。たとえば、あるノードがコンバージェンスを実行し、ネ

イバーノードにトラフィックを送信したときに、そのネイバーノードでまだコンバージョンが完

了していないと、その 2つのノードでトラフィックがループする可能性があります。

マイクロループによってトラフィックが損失する場合も、損失しない場合もあります。マイクロ

ループが発生している期間が短ければ、つまりネットワークのコンバージェンスが迅速に行われ

れば、TTLが期限切れになるまでの短い期間、パケットがループする可能性があります。最終的
には、パケットは宛先に転送されます。マイクロループの期間が長くなる、つまりネットワーク

内のいずれかのルータでコンバージェンスに時間がかかっていると、パケットで TTLが期限切れ
になったり、パケットレートが帯域幅を超過したり、パケットがドロップされたりする場合があ

ります。

障害が発生したデバイスとそのネイバーとの間で形成されたマイクロループはローカルユールー

プと呼ばれます。また複数ホップ離れたデバイスとの間で形成されるマイクロループはリモート

ユーループと呼ばれます。ISISでのローカルマイクロループからの保護機能は、ネットワークで
のローカルユーループの発生を回避するのに役に立ちます。ローカルユーループは、通常はロー

カルのループフリー代替（LFA）パスが存在しないとき、特にリング型トポロジやスクエア型ト
ポロジで見られます。このようなトポロジでは、リモート LFAによってネットワークのバック
アップパスが提供されます。ただし、リモートLFAの高速コンバージェンスではユーループが形
成される確率が高いという危険性があります。ISISでのローカルマイクロループからの保護機能
は、このようなトポロジでのマイクロループまたはローカルユーループの発生を避けるために使

用できます。

マイクロループ回避を使用する場面

ISISローカルマイクロループ保護機能は、次のリンクローカルダウンイベントをサポートして
います。

•インターフェイスダウンイベント。

• BFDセッションがダウンすることによる隣接関係ダウンイベント。
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•ネイバー保持期限が切れることによる隣接関係ダウンイベント。

ISISローカルマイクロループ保護機能は、トポロジがループフリー代替（LFA）によってサポー
トされているかどうかに関係なく使用できます。フォワーディングプレーンにインストールされ

た修復パスを持つプレフィックスに対してこの機能を使用する場合、この機能は、Bidirectional
Forwarding Detection（BFD）セッションがダウンしたときのインターフェイスダウンイベントと
隣接関係ダウンイベントをサポートします。この機能を使用する場合は、修復パスがフォワー

ディングプレーンにインストールされているかどうかに関係なく、ネイバー保持期限が切れるこ

とによって発生する隣接関係ダウンイベントもこの機能によってサポートされます。

この機能を使用する価値は、ネイバーでの隣接関係の喪失を引き起こしたリモートイベントが

ローカルフォワーディングプレーンで検出可能かどうか（つまり、フォワーディングプレーン

が対応し、事前にプログラムされた修復パスの使用に切り替えるかどうか）によっても異なりま

す。たとえば、リンクに障害が発生する場合、ローカルフォワーディングプレーンの対応時間は

メディアによって異なります。光メディアの場合は、障害が数ミリ秒以内に検出される可能性が

高く、マイクロループ回避が役立ちます。銅線メディアの場合は、ローカル検出が非常に遅いか

行われないため、マイクロループ回避を使用すると悪影響があります。ただし、リンク障害以外

の原因（ローカル輻輳、CPU時間の不足、長い入力キューなど）でネイバー隣接関係がタイムア
ウトになる場合、それらの原因はローカルフォワーディングプレーンによって検出されないた

め、マイクロループ回避の使用は有効ではありません。

リモートループフリー代替（RLFA）がネットワークでイネーブルになっている場合は、保護
対象のすべてのプレフィックス（修復パスを持つプレフィックス）に関してマイクロループ回

避がデフォルトでイネーブルになります。

（注）

ISIS ローカルマイクロループ保護の設定方法

マイクロループからの保護の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isis[area-tag]
4. microloop avoidance [ disable | protected]
5. end
6. show running-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）を IPルー
ティングプロトコルとしてイネーブルにし、ルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router isis[area-tag]

例：
Device(config)# router isis

ステップ 3   

保護されているプレフィックスに対するローカルマイクロ

ループの回避をイネーブル化します。

microloop avoidance [ disable |
protected]

例：
Device(config-router)# microloop
avoidance protected

ステップ 4   

キーワードなしで microloop avoidanceコマンドを
使用すると、保護されているかどうかにかかわら

ず、ネットワーク内のすべてのプレフィックスに対

してマイクロループの回避が設定されます。protected
キーワードを使用すると、保護するプレフィックス

に対してのみマイクロループの回避がイネーブル化

されます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 5   

現在の実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

例：
Device# show running-config

ステップ 6   
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RIB 更新値の変更

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router isis [area-tag]
4. microloop avoidance[rib-update-delay delay-time]
5. end
6. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

IPルーティングプロトコルとして Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）を有効にし、

router isis [area-tag]

例：
Device(config)# router isis

ステップ 3   

ルータコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

ネットワーク内のマイクロループを回避するために

ルーティング情報ベース（RIB）更新遅延値を設定し
ます。

microloop avoidance[rib-update-delay
delay-time]

例：
Device(config-router)# microloop
avoidance rib-update-delay 6000

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 5   

現在の実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

例：
Device# show running-config

ステップ 6   
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ISIS ローカルマイクロループ保護の設定例
•

例：マイクロループ保護の設定

次に、保護対象のプレフィックス用にマイクロループ保護を設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router isis
Device(config-router)# microloop avoidance protected
Device(config-router)# end

次に、保護対象のプレフィックスと非保護対象のプレフィックス用にマイクロループ回避を設定

する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router isis
Device(config-router)# microloop avoidance
Device(config-router)# end

次に、RIB更新遅延を変更する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router isis
Device(config-router)# microloop avoidance rib-update-delay 6000
Device(config-router)# end

ISIS でのローカルマイクロループからの保護に関する追
加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: ISIS Command Reference』IS-ISコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、デフォルト設定、コマンド履歴、使用

に関する注意事項および例

「Integrated IS-IS Routing Protocol Overview」の
章

IS-ISの概念の概要
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

ISIS でのローカルマイクロループからの保護に関する機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 18：ISIS でのローカルマイクロループからの保護に関する機能情報

機能情報リリース機能名

ISISでのローカルマイクロルー
プからの保護機能を使用する

と、ISISなどのリンクステート
ルーティングプロトコルにお

いて、リンクがダウンしたイベ

ントの後のネットワークコン

バージェンス時にマイクロルー

プやユーループが発生するのを

防止または回避することができ

ます。

microloop avoidanceコマンドお
よび microloop avoidance
rib-update-delayコマンドが導
入または変更されました。

Cisco IOS XE Release 3.11SISISでのローカルマイクロルー
プからの保護
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